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　　序章　　死ぬまでには食べたい──暴食王のターブル・ドット







　長らく続いた戦乱の時代を終わらせ、魔ま界かい全土をその圧あつ倒とう的てきな力で平定した魔ま王おう、ベルゼブブ。百戦無敗、魔ま界かい史上最強の王と謳うたわれる彼かれは、今宵こよい、激しい興奮の中にあった。

　……もうすぐだ。もうすぐ長年の夢が叶かなうのだ。

　このときを、どれほど……どれほど待ったかッ！

　魔ま王おう城、最さい奥おうの間の玉ぎよく座ざに腰こしを下ろし、頭には立派な双そう角かくと宝ほう冠かん、美しくたくましい体たい軀くを包むのは刺とげ々とげしい造形の甲かつ冑ちゆう。しかしそんな威い厳げんに満ちた姿とは裏腹に、仕草には落ち着きがない。貧びん乏ぼうゆすりをしたり、人差し指で肘ひじ掛かけをトントンと叩たたいたり……

　貧びん乏ぼうゆすりは激しい振しん動どうとなって城全体を揺ゆさぶっている。指先は肘ひじ掛かけに穴を穿うがち始めており、もうじき向こう側に貫かん通つうするだろう。

「……まだか？　まだなのか……まだか……？」

　ブツブツと呟つぶやいていた。

　数多あまたの戦場を駆かけ抜ぬけ、歯向かう者を打だ倒とうしてきたのも、すべては今日、この日のため……輝かがやかしい王おう冠かんも、栄はえある玉ぎよく座ざも、ただの通過点だった。

「……ヌウゥゥ……まだかッ！」

　苛いら立だちまぎれに左手を振ふり下ろせば、ボッという音と共に肘ひじ掛かけが消しよう滅めつした。同時に破は壊かいの魔ま力りよくが漏もれ出し、背後の壁かべにビシリと亀き裂れつが走る。粉ふん塵じんがパラパラと舞まう。

　このままでは城が崩くずれてしまうだろう……だが、そのうち城の奥おくへと続く廊ろう下かのくらがりに、プカリと小さな影かげが複数浮うかび上あがった。

「──ま、魔ま王おう様、恐おそれながら……」

　使用人のインプ族たちである。コウモリの翼つばさと槍やりのような尾おを持つ小型の妖よう魔まだ。身体からだに似合った小さなタキシードを着ている。恐おそる恐おそる声を掛かける。

「じき支し度たくが整いますれば、食堂の方へ……」

「遅おそいッ！」

　直後、ベルゼブブは大だい喝かつと共に立ち上がった。城を揺ゆさぶる咆ほう哮こうに、インプたちは恐おそれおののいた。

「す、すみませぬ……ですが、あれほどの食材を調理するには、どうしても時間が……」

「待ちくたびれたわあぁぁぁぁぁぁァアアアッ！」

　爆ばく発はつ的に放出される魔ま力りよくに、

「ウギアァーッ!?」

　インプたちが数すう匹ひき吹ふき飛とんでいく。

　構わずにそのまま走り出すベルゼブブ。

「ま、魔ま王おう様!?　そちらは壁かべ……ウギアァーッ！」

　別の数すう匹ひきも吹ふっ飛とんでいく。

　ベルゼブブが壁かべへと突とつ進しんすれば、堅けん牢ろうなはずの石いし壁かべはウエハースのように崩ほう落らくした。同じように分厚い壁かべを次々にぶち破り、ダンジョンとなっている城内を直線距きよ離りで駆かけ抜ぬけていく。血走った目で向かう先は食堂だ。

「ムゥゥハァァァ……！」

　ベルゼブブは生まれつき強きよう靭じんな肉体と底なしの魔ま力りよくを持っていたが、同時に食欲も底なしだった。何を隠かくそう魔ま王おうになったのも、美お味いしいものが食べたいという一心からだ。魔ま界かいで一番食くいしん坊ぼう……そんなベルゼブブを、他の魔ま族ぞくたちは畏い怖ふの念を込こめて『暴食王』と呼ぶ。

「──お、おお……暴食王様！」

　このとき、急ぎ最さい奥おうの間へと向かっていた魔ま族ぞく、アゲイト・レプターは、右手側の壁かべを破は壊かいして現れたベルゼブブが左手側の壁かべを破は壊かいして消えていくのを粉ふん塵じんの向こうに見て取ると、慌あわてて後を追い始めた。

「お、お待ちください、我らが暴食王！　ご報告が……あぐゥッ！」

　近付きすぎたせいで右みぎ腕うでがちぎれ飛んだ。

　アゲイトは高位魔ま族ぞくの一人、魔ま軍ぐんの軍師にして魔ま神じんの司祭であり、豪ごう奢しやな神官服を着ている。額には立派な角つのが一本。軍略のみならず無類の再生能力を備え、いざというときは身を挺ていしてベルゼブブを守る忠臣である。それほどの実力者でも、気を高ぶらせたベルゼブブに近づくのは至難の業わざだった。

「ベルゼブブ様！　どうかお聞き……グッホォ！」

　左さ腕わんがちぎれ飛んだ。

「ベルゼブブ様！　この……ウグッ！」

　右みぎ脚あしがちぎれ飛んだ。

「ベルゼ……ガハァッ！」

　左足がちぎれ飛んだ。

「クッウ……たとえこの身が砕くだけても、お伝えせねば……ハアァーッ！」

　アゲイトは全ぜん身しん全ぜん霊れいの魔ま力りよくを振ふり絞しぼり、すぐさま失った四し肢しを再生した。この無類の再生能力はこれまで、概おおむね今のように提言する際に使われてきた。戦場で活かつ躍やくしたことが一度もないのがほんのり哀かなしい。

　半はん袖そで半ズボンのワイルドな外見になりつつ必死に走る。入り組んだ通路を大回りして前方に回り込こむと、両りよう腕うでを広げて通せんぼをしながら叫さけんだ。

「魔ま王おう様ーッ！　今この城に、勇しゃ──！」

　……ベルゼブブは、そのとき初めてアゲイトを意識した。

「邪じや魔まだ」

　ただ一言、口にしただけである。ただそれだけで破は壊かいの魔ま法ほうが発動し、ボッと空気の脹ふくらむような音と共にアゲイトの肉体が塵ちりと化した。

「……アッ……グ、ゥ……ぶへっ！」

　地に落ちた生首の横を、ベルゼブブが駆かけ抜ぬけていく。

「……ま、魔ま王おう、さま……あ、ァ……！」

　さすがにこれでは再生も簡単ではない。だがこんな憂うき目めに遭あいながらも、アゲイトは恍こう惚こつとしていた。

「ふ、ふは、はは……こっ、この力……やはり、あなた様こそ……真の王者……！」

　首から再生を始めるが、絶大な魔ま力りよくによる破は壊かいは、そう易やす々やすと治りはしない。

「高位魔ま族ぞくたるワタシを、赤子の手をひねるように……こうでなくては！　ふはは……これなら、どのような敵であろうと……敵かなうはずがない……！」

　──ガクッ……

　ベルゼブブは何事もなかったかのように食堂に駆かけ込こむと、そのままの勢いで巨きよ大だいな長方形のテーブルに着席した。染しみ一つない純白のテーブルクロスには、食器一式だけが並べられている。

「……なんだ、まだ出ておらんではないか！　早く出せいッ！」

　ヨダレを拭ぬぐい、鬼き気き迫せまる様子で厨ちゆう房ぼうに命じる。やっと……やっと食べられる……もう一秒だって待てぬ！

　いつにも増して自制が効かないのは、それだけ今夜の献こん立だてが特別だからだった。

　ズゴゴゴゴッゴゴゴ……噴ふき出だす魔ま力りよくに城全体が鳴動、石造りの床ゆかに蜘く蛛もの巣す状のひび割れが広がり、砕くだけたタイルの破は片へんが浮うかび上あがっている。

「早く余よの前に、暴食王の菜譜ターブル・ドツトを！」

　暴食王のターブル・ドット……それは暴食王ベルゼブブが吟ぎん味みに吟ぎん味みを重ねて選定した夢のレシピ、魔ま界かいの各地から究極の食材を集めて作り上げられる至高の晩ばん餐さんである。

　魔ま界かいを創つくり上げ、魔ま族ぞくを生み出した魔ま神じんは、光の四よん大だい神しんにたった一人で戦いを挑いどんだ、戦せん闘とう狂きようの神だったと伝えられている。その性質を体現するかのように、魔ま界かいの山地は険しく、大海は荒あれ、幽ゆう谷こくには瘴しよう気きが満ち、住民たる魔ま族ぞくは戦せん闘とう種族だった。

　美お味いしい食材があると聞いて足を向けると、行く道で「ヒャッハー！」と襲おそわれ、倒たおして到とう着ちやくするとその地の有力者に「ヒャッハー！」と襲おそわれ、倒たおして食材を持ち帰ろうとすると帰り道で「ヒャッハー！」と襲おそわれる。

　最高の状態の食材を手に入れるには、産地を確保し、交易ルートを確保せねばならず、そのためには魔ま界かいを平定せねばならなかったのである。

　長かった……本当に長かった……ゆうに百年を超こえる年月を費ついやした……

　これ以上は待てぬ。

「どうした、早くしろ！」

「……恐おそれながら、魔ま王おう様」

　天てん井じようをせわしなく飛び回るインプたちの中から、一回り大きな個体がおじぎをしながら前に出た。タキシードに加えて片目にモノクルを嵌はめ、チョビヒゲを生やしている。執しつ事じ長ちようをしているインプリーダーだ。

「賓ひん客かくたる四よん艶えん公こうの皆みな様さまの到とう着ちやくが、遅おくれておられる御ご様よう子すにて……もう少々、お待ちいただきたく……」

　四艶公とは、数多あまたいる諸しよ侯こうのうちで特に力が強く、魔ま王おうに近きん侍じを許された四人のことである。各家の当代が全員女であることからその呼び名がつき、魔ま族ぞくたちの中ではアイドル的な扱あつかいを受けている。

「待てぬ！」

「そこをなんとか……魔ま界かいの平定に尽じん力りよくし、この日のための食材集めに奔ほん走そうして下さった方々ですぞ。どうかその労に免めんじ、今しばらくお待ちを！」

　ベルゼブブは渋じゆう面めんになる。

「……確かに、良き働きであった」

「はい。人間界侵しん攻こうのためにも、なくてはならぬ方々です……どうか今しばらく！」

「……では十分だけ待つ」

「せめて一時間ほど……！」

「ならぬわ。三十分以上は待てぬ」

「いやいや、もう一声……ここは四十五分……！」

「……わかった。三分だけ待つ」

「ごっそり減った！」

　ベルゼブブは、ギンッと音が鳴るほどの眼光でインプリーダーを見み据すえた。

「……おい貴様……何を勘かん違ちがいしている？」

　その全身から並々ならぬ迫はく力りよくが発散され始めたことに気付いて、インプリーダーはギョッとした。

「ヒッ!?　か、勘かん違ちがいとは……？」

　ゴゴッゴゴゴゴ……ベルゼブブがワナワナしているせいでシャンデリアがグラグラと揺ゆれ、今にも落ちてきそうだ。

「余よは貴様らインプと話すときに、これでも気を遣つかっておるのだ。少しでも気を昂たかぶらせると、貴様らは消しよう滅めつしてしまうからな……」

「はッ、心得ております！　我らは魔ま王おう様の恩情により生かされ……」

「違ちがうわッ！」

「グッゲエーッ!?」

　インプリーダーがちょっと脹ふくらんだ。

「おっと……」

　危あやうく爆ばく発はつさせかけてしまった。ベルゼブブは何とか昂たかぶりを抑おさえる。

「恩情？　そんなものはない。貴様らが美う味まい飯を作るからだ。余よにとって、グルメこそが最大の悦よろこび……グルメが食えぬなら、魔ま界かいなど滅ほろびても構わぬ」

「ウグッ……い、い、いけませぬ、そのような爆ばく弾だん発言……！」

「黙だまれ貴様、爆ばく発はつしたいか！」

「ヒッグァ！」

「グルメに携たずさわる者は生かす。だが、邪じや魔まをする者は滅めつす。魂たましいの一いつ片ぺんも残さぬ……」

　ベルゼブブは湧わき上あがる破は壊かいの魔ま力りよくを抑おさえながら、静かな口調で続けた。

「普ふ段だんは寛かん大だいな余ではあるが……これ以上おあずけを喰くらわせるつもりなら、貴様だけではない。全インプ族をこの世から絶ぜつ滅めつさせてくれようぞ」

　インプたちは震ふるえ上あがった。目がマジだ。ベルゼブブにそれが可能なだけの力があることも知っている。

「は、ははーっ！　た、たたっ、た、ただいまァー！」
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　インプたちは慌あわてて厨ちゆう房ぼうへと引ひっ込こむと、一枚につき数すう匹ひきが取り付くスタイルで、幾いく枚まいもの皿を運んできた。

　皿はどれも花はな嫁よめのヴェールにも似た、いじましい銀の釣鐘蓋クロツシユで覆おおわれている。一ひと抱かかえほどもある巨きよ大だいなものもあるし、壺つぼや木の籠かごもある……次から次へと運ばれてくる料理。

「ンッグォ……！」

　侵しん攻こうを開始した料理軍勢を前に、生なま唾つばを飲のみ込こむベルゼブブ。テーブルがみるみる埋うまっていく。この凄すさまじいオーラ……

「うぐ……お、おお……おおおぉ……！」

　気け圧おされる……脂あぶら汗あせすら浮うかんでくる……

　武芸の達人は、相手の気配だけでその強さを察するが、それと同じ現象が起きていた。まだ姿を見てもいないのに、これほどのプレッシャー。間ま違ちがいない。この料理は後世に語かたり継つがれ、魔ま界かい史に残る伝説となるだろう……

「ぐ、うう……うう、あ……！」

　震ふるえているベルゼブブの眼前で、インプたちが一いつ斉せいにクロッシュを取とり払はらえば──

　──パアァ……内側から光があふれるようにすら感じられた。

「お……おオオォ……オ、アァッ！」

　その光こう芒ぼうの中に、暴食の魔ま王おうは戦いに明け暮れた半生を垣かい間ま見みた。古こ代だい樹じゆの森でトレントの王を切きり倒たおし、酸毒の沼ぬまでは黒こく竜りゆうの上うわ顎あごと下した顎あごを引ひき裂さいた。吸血高原ではヴァンパイアの始祖との面めん倒どうな戦いがあった。数えればきりがない闘とう争そう。今、そのすべてが報むくわれる……

「あああああァァァ……」

　光の中で、意図せず頰ほおに温かいものを感じた……なんだ、これは……涙なみだ？　どれほどぶりだろう、泣いたのは……思い出せない……

　このときのために……彼かれらと出会うために……余よは……生きてきた……

「──大変お待たせ致いたしました……暴食王の菜さい譜ふ、全すべて揃そろいまして御ご座ざいます」

　インプリーダーの言葉に、

「ハァアン、アッ、ァオォン……あっ、あ……！」

　ベルゼブブは堪たえ切れずイッてしまっていた。蓋ふたが開いてからイクまで、わずか０．００２秒の早はや業わざであった。

「んおッ……おあァンッ……あッふゥ……！」

「ま、魔ま王おう様……？」

「アンッ……ヒッアァ……」

「魔ま王おう様!?」

「ウックウウアァ……アァあ……あは……あは……」

「魔ま王おう様……」

「アッ……アアァァァ……アアァァァ……」

　もはや見守るしかないインプたちを意に介かいさず、トリップし続けるベルゼブブは、アヘ顔で卓たく上じようを眺ながめた。同量の黄金や宝石などより何千倍も価値があり、何万倍も輝かがやかしい光景を。これだけのものを集めた者は、歴代の魔ま王おうにもいなかったことだろう。

　食器はまだ手に取らない。例えば、出会ってすぐの異性とベッドインするだろうか？　そんなのは情じよう緒ちよがない。まずは目で見て、対話をして……それからだろう？

　……ああ、見つめ合う……半生を賭とした料理たちと。卓たく上じようの輝かがやきを映して、その瞳ひとみはキラキラしている……さあ、どの料理と『語り合う』か？　最初が肝かん心じんだ。

　定じよう石せき通りなら……最初はスープか？

　……いや、この料理たちは普ふ通つうではないのだ。ならば、普ふ通つうの常識は通用しない。

　迷う、迷うぞ……困った、これは迷うぞ、どれから食べるべきだ！

　……だがまあ、丁度良いい。どれから食べるべきか、じっくりと見み極きわめる時間を設けよう。四よん艶えん公こうを待ってやる気が、全くないわけでもないからな……四艶公たちよ、余が選定を終えるまでに来るのだぞ……

　意を決して、スープの入った壺つぼを見つめる……

　高級食材であるマンドラゴラやアヴァロンなどの乾かん物ぶつを数十種類蒸むし煮ににし、旨うま味みだけを漉こしとって飲む贅ぜい沢たく……『スープ・ド・アルスマグナ』。

　マンドラゴラは魔ま界かいの稀き少しような根菜であり、収しゆう穫かく時に呪のろいの叫さけびを上げるため、危険植物の一つに数えられている。「ハゲ！」や「バカ！」や「クズ！」などの聞く者の精神を摩ま耗もうさせる口くち汚ぎたない罵ば倒とうや、「ピー！」などと卑ひ猥わいすぎて伏ふせ字じになってしまうほどの淫いん猥わいな言葉を放つ。かなり危険だ。

　アヴァロンとは城ほどもある巨きよ大だいなアワビで、口から幻まぼろしを見せる霧きりを出す、まさに幻まぼろしの貝類である。このアヴァロンが生息する海域は、迷まよい込こめば二度と戻もどれないとされ、魔まの海域と呼ばれて恐おそれられている。

　このような食材をふんだんに使ったスープ・ド・アルスマグナこそ、まさに幻まぼろしのスープと呼ぶに相応ふさわしいだろう。かつてこれを食べた数代前の美食家の魔ま王おうが、あまりの美う味まさに物理的に頰ほっぺたが落下し、回復魔ま法ほうをかける必要があったと聞くが……

　貴様か？　貴様が……余よを呼んでいるのか？

「……うん……そうだな……うん……アハハ……可愛かわいいやつめ……」

「魔ま王おう様が……料理と会話しておられる……！」

　──ヴォン！

　不ふ穏おんな軋きしみが空気を震ふるわせたのは、そのときだった。

　長大なテーブルを隔へだてた向こう、突とつ如じよとして空間が歪ゆがんだかと思えば、幾いくつかの人ひと影かげが出現した。先頭の一つが猛もう然ぜんたる踏ふみ込こみと共に怒ど声せいを放つ。

「覚かく悟ごしろ……魔ま王おうッ！」

　右手の剣けんを虚こ空くうへと突つき上あげれば、ベルゼブブの頭上に魔ま力りよく流が巻き起こり、

「ハアァ……雷らい鳴めい剣けんッ！」

　稲いな妻ずまと化して流れ落ちた。魔ま法ほう剣けんと呼ばれる、魔ま力りよくを剣けん術じゆつに合わせた技法。だが、直ちよく撃げき寸前にかき消えてしまった。魔ま界かい最強の魔ま王おうの比類なき魔ま力りよくの前には、あまりにも脆ぜい弱じやくな攻こう撃げきである。

「……なっ……無傷だと!?」

　驚きよう嘆たんの声を上げたのは、まだ年若い青年だった。金色の髪かみや青い瞳ひとみは魔ま界かいでは珍めずらしい。魔ま族ぞくの象しよう徴ちようたる角つのや翼つばさもなく、身に着けた胸甲こうの意い匠しようや服装も異国風だ。

「バカな！　この聖せい剣けんグランゾールを使用したとき、僕ぼくの雷らい鳴めい剣けんは一いち撃げきで山を割るほどの威い力りよくとなる……それが、効かない……だと……！」

　ベルゼブブは一いち瞥べつもくれない……というか、意識さえ向けない。彼かれの瞳ひとみに映るのは眼前のグルメだけだ。

　……肉か魚か、それともサラダか？　余よを呼ぶのは……

　酩めい酊ていの森と呼ばれる、大気中に濃のう密みつなアルコールを含ふくんだ森林地帯で採れた野菜・キノコ類をふんだんに使用した『酒しゆ神しんの森のサラダ』。呼吸をするだけで酔よい、前後不覚に陥おちいってしまう迷いの森である。

　派は遣けんした捜そう索さく隊たいは何度となく遭そう難なんし、帰ってきたときには全ぜん裸らになっていたり、ひたすら吐はいたり、鼻の穴と口の間に小枝を刺さしたまま踊おどりまくったり、他人の頭に自分の股こ間かんを乗せて「ちょんまげ」などと意味不明な言動を繰くり返かえすなど、凄せい惨さんな姿となっていた。彼かれらの大いなる社会的犠ぎ牲せいの上に成り立った一品だ。

　ああ……迷う！　迷ってしまう……余よは貴様にクラクラだ！

「──クッ……次だ、次で決めてやる……覚かく悟ごしろ、魔ま王おう！」

「おのれ、何者だあッ！」

　ベルゼブブの代わりにインプリーダーが反応した。怒ど声せいと共に、指先から火炎矢フアイヤアローの魔ま法ほうを放つ。

「──守護プロテクシヨンです！」

　まだ幼さを残す声が響ひびき、青年の身体からだが淡あわい光に包まれた。火炎矢フアイヤアローは青年に命中するも、儚はかなく砕くだけて散ってゆく。

　驚きよう愕がくするインプリーダー。

「グギャッ！　こっ……これは……神聖魔ま法ほう！」

　魔ま界かいの神、魔ま神じんの魔ま法ほうとは、根本的に違ちがうそれを、扱あつかえるということは……

「貴様、人間か！　それも高位司祭か！」

　青年の背後に控ひかえる少女。高位の聖職者らしく立派な法ほう衣いを着ているが、身体からだが小さすぎてダブダブであり、長い錫しやく杖じようも似合っていない。妖よう精せい族ぞくの血が入っているのか、耳の先が少し尖とがっている。

「ククク……遠かったぞ、魔ま界かいは……」

　少女の隣となりで返したのは、怪あやしげなローブ姿の人ひと影かげ。声からすると男だがフードを目ま深ぶかに被かぶっており、顔立ちは判然としない。節くれだった杖つえを手にしている。いかにも魔ま術じゆつ師しといった風ふ情ぜいのいでたち。

「そう、僕ぼくたちは勇者の一いつ行こうだッ！」

　青年は剣けんを構え直すと、雄お々おしく言い放った。

「魔ま王おうよ、お前の野望を打うち砕くだきにきた！　人間界の侵しん略りやくなどさせん！」

　だがベルゼブブの耳じ目もくには、それらのやり取りは全く入ってきていなかった。ひたすら料理との対話に耽たん溺できしている。

「待ち望んでいたぞ……貴様らと会う日を……」

　その言葉は当然、料理たちに向けたものだったが、勇者は自分が言われたのかと思い、ギョッとした様子だった。

「なにっ……わかっていたというのか！　僕ぼくたちが来ることを！」

　ベルゼブブは聞いていない。

　やはり見ているのはグルメだけだ。

　……さては、貴様かッ！　余よを呼んでいたのは……前菜『不死鳥フエニツクスのフォアグラのコンフィ』よ！

　魔ま界かいに棲すむ、五百年に一度転生する希少な鳥・不死鳥を太らせるだけ太らせ、メタボで転生寸前になってようやく取れる最高級のフォアグラ……たっぷりと滋じ味みを蓄たくわえたそれを、形が崩くずれない程度に筋や血管を取り除いて舌した触ざわりを整え、葡ぶ萄どう酒しゆとスパイスに漬つけ込こんで下味を付けたのち、風味を逃のがさぬよう低温のオイルでじっくりと加熱ッ！　冷製にして甘あま酸ずっぱい葡ぶ萄どう酒しゆのソースでいただく……貴様か、余を呼ぶのは！

　厚切りのフォアグラの、この艶あでやかな姿はどうだ？　芸術的とすらいえるなめらかな脂あぶら、恥はじらうようなピンク色ではないか！　この色気のある姿、いつまでも眺ながめていたいぞ……見える、美しさが……オーラとなって、ああ……

「見える、全すべて見えているぞ……」

　ベルゼブブが呟つぶやけば、勇者は愕がく然ぜんとした様子だった。

「な……なんてやつだ……！」

　一方、インプたちの間にも動どう揺ようが広がっている。

「ギギィッ!?　勇者だと！」

「オマエらが……先せん遣けん隊たいの魔ま族ぞくを全て打ち破ったという、あの！」

「た、確かに、三人組だと……魔ま法ほう剣けん術じゆつの達人、高位司祭の女、智ち謀ぼうの大だい魔ま導どう士し……こいつらがそうなのか！」

　使用人なので詳くわしくはないが、魔ま軍ぐんを相手取って互ご角かく以上に戦う人間たちの一団がいると、魔ま界かいでは噂うわさになっていた。

「ヌウゥ……なぜ軍から何の報告もなかった……！」

　報告に来た高位魔ま族ぞくが、ダンジョンの途と中ちゆうで生なま首くびになっていることを、インプリーダーは知る由よしもない。

「ええいッ……ひるむな、皆みなの者！　やれいッ！」

　飛び回っていたインプたちが、リーダーの音おん頭どで一いつ斉せいに三人を指差した。それら無数の指先に灯ともる魔ま法ほうの光が満天の星ほどにもなり、今まさに撃うち放たれんとした寸前、魔ま術じゆつ師の呪じゆ文もんが完成した。インプたちが動どう揺ようしている間に、詠えい唱しようを開始していたのだ。

「……万ばん象しようの源みなもとたる魔ま力りよくよ、大敵の身を稲いな妻ずまの泥濘ぬかるみに絡からみ取れ……麻痺パラライズ！」

　掲かかげられた杖つえの先からほとばしる、不可視の力の波動。それはベルゼブブをも対象として広がっていく。

「ギィッ!?　グ……ググッ……」

　インプたちは一匹ぴき、また一匹ぴきと、身体からだの自由を奪うばわれ落下していった。彼かれらも低級とはいえ魔ま族であり、魔ま法ほうに対する抵てい抗こう力は弱くない。人間にしては驚おどろくべき使い手だった。

　だが、ベルゼブブには、周囲で起きていることは一いつ切さい関係ないし、目にも入っていないし、意識も向けていない。

　魚料理『マカラの虹にじ色いろ姿造り』……もしや、こやつか？

　魔ま界かいの深海に棲すむ深海魚マカラ。この伝説の魚を釣つり上あげることは長年不可能と言われてきた。歯が鋭するどすぎて、釣つり針ばりさえ嚙かみ千ち切ぎってしまうからだ。しかしベルゼブブは、同じく伝説の金属であるオリハルコンを鍛たん造ぞうした釣つり針ばりを用もちいて、ついにこれを釣つり上あげた。

　だが、釣つり上あげる以上に難題だったのが調理だ。

　身体の各部位身の締しまりや味が全く違ちがい、当然最適の調理法も違ちがうという難物だったのである。この魚を料理するためインプ族が考案した調理法こそ、回復調理法だった。回復魔ま法ほうを掛かけながら調理するという冒ぼう瀆とく的な技術により、一匹ぴき丸ごと姿を保ちながら各部位によって全く違ちがう味わいが楽しめるという、革命的な料理が仕上がった。完成までに十七匹ひきのインプが魔ま力りよく切れで昏こん倒とうしたという。

　……敢あえて魚料理から、というのも……うむ、ありだろう……十分ありだ！

「まずは、貴様からか……？」

　ベルゼブブが呟つぶやくのに、魔ま術じゆつ師しが必死の声で言う。

「ワタシを狙ねらう気か……今だ勇者！　なんとか抑おさえているうちに……！」

「わかった！　仲間に手は出させんぞ！」

　幼女神官の聖力に守られ、魔ま術じゆつ師しのサポートを受けて、勇者は全身の気を爆ばく発はつさせた。

「ハアアァァッ……いくぞ魔ま王おう！　うおおォッ！」

　テーブルの横を駆かけ抜ぬけ、ベルゼブブへと踏ふみ込こむ。

　繰くり出だされる連れん撃げきがベルゼブブを襲おそった。残像すら生まれるほどの速度である。才能によるものか研けん鑽さんの賜たま物ものか、これほどの技量があれば並の魔ま族ぞくでは太た刀ち打うちできまい。

　しかし、ベルゼブブは並みではない。

　ガキンガキン、キィン！　金属を打ち鳴らすような硬こう質しつな音が響ひびき、幾いくつもの火花が咲さき乱みだれる。

「ハアァッ！　デェェエイ！　ッリャアァッ！」

　もちろんベルゼブブは勇者など見ていない。

　気勢と共に放たれる刃やいばの嵐あらしをそよ風程度に感じながら、思うことは一つだ。

　……『黒くろ毛げ魔ま竜りゆうの厚切りステーキ』……もはや説明の必要もあるまい。魔ま界かいに棲せい息そくする生物のうち、肉体的には最強種の呼び名も高いドラゴン。その中でも最高の瘴しよう気きを身に受けて育ったものだけが黒くろ毛げ魔ま竜りゆうと呼ばれる……この最高級品質のドラゴンのザブトン部位を、荒あらく砕くだいた岩塩で食しよくす……これが美う味まくないわけがないではないかッ！

　ドラゴンステーキとは、未来永えい劫ごう約束された美味の帝てい王おうなのである。

　こいつから……食べるか……？　いや、だが……クッ……憎にくいぞ！　余よを悩なやませるこのニクがニクいぞ……

「なんと美しいサシだ……」

「ディリャァ……なにっ！」

　剣けん先さきで突つきを見み舞まおうとした勇者は、直前のベルゼブブの呟つぶやきに愕がく然ぜんとした。

「僕ぼくが刺さそうとしたことが、読まれていた、だと……ええい、負けないぞ！」

　気け圧おされじと再び連れん撃げきを放ち始めるが、

「は、ハアァ！　ハ……ハッ！　う、オォ……エェイッ……！」

　勇者は消しよう耗もうしてきている。一いち撃げき一いち撃げきが全力だからだ。

　一方ベルゼブブは悩なやみ続けている。デザートから……というのは、ないにしても……ヌウゥゥ、決められぬわ！

　……まあ待て、落ち着け。まだ慌あわてる状じよう況きようではない……取とり敢あえず見た目は存分に堪たん能のうしたから、次は香かおりといこう。この圧あつ倒とう的てき料理軍の香かおりで、この肺はい腑ふを満たしたい。決めるのはそれからでも遅おそくはないだろう……四よん艶えん公こうもまだ来ていないしな……

　ズオオォ……鼻から息を吸う。

「ウンッグ！」

　何という芳ほう香こうッ！　気絶しそうだ……

「むっ……効いているのか！　いまだ、ウオオォッ！」

　ベルゼブブがクラリとしたので、勇者が勘かん違ちがいしたようだった。勢いを取とり戻もどす。

「今こそ放つ……僕ぼくの父が伝説の戦士から教授された伝説の剣けん技ぎッ！」

　その剣けんが再び鋭するどい閃ひらめきを見せたとき……突とつ如じよとしてベルゼブブの魔ま力りよくが爆ばく発はつ的な高まりを見せた……剣けん先さきがテーブルに向いていたからだ。

「──馬ばァ鹿か者ものがああぁッ！」

　天地を揺ゆさぶる怒ど号ごう。麻ま痺ひの呪じゆ縛ばくを一いつ瞬しゆんで引きちぎり、無造作に裏うら拳けんを放つ。

　──ドッッッッゴ！

　大たい砲ほうのような音と、それに見合った威い力りよくを腹部に受ければ、勇者は身をくの字に折りながら吹ふっ飛とんだ。加護の法力が光の粒つぶとなって散っていくのが見える。

　ヒラリと身を翻ひるがえし、ズザアァーッ！　と靴くつ底ぞこを焦こがしながら着地したが、

「ぐッ……がはっ！」

　直後、血を吐はいた。

「ゆっ……勇者さまっ！」

　幼女神官が慌あわてて駆かけ寄よると、光ひかり輝かがやく片手を腹部の傷に当てた。両目には涙なみだ。回復魔ま法ほうをかけているのだ。

「い……今……うっ……勇者さま！」

「ゴホッ！　す、すまん……油断、した……グッ！」

「……や、約束してくれましたよね？　わたしが大きくなったら、結けつ婚こんしてくれるって！」

「そんな……子供の頃ころの……」

「私にとっては、大切な約束です……だから、だからお願い、死なないで……！」

「ふ……平気、だ……君の守護の……おか、げ……ゴフッ！」

「勇者さま……！」

　ベルゼブブは顔を歪ゆがめた。

　……なんなんだ？　余よが人生最良のディナータイムを迎むかえようというこの喜ばしいときに、人間だと？　まとめて消し飛ばしてやろうか？

　……いや待て、ダメだ！　埃ほこりが立ったらどうする？

　この綺き羅ら星ほしの如ごとき料理たちは見た目香かおり味その全すべてが完かん璧ぺきのバランスによって成り立っているのだほんの僅わずかな出来事でそのバランスは崩くずれ二度と元には戻もどるまい守ってやらねばならぬ埃ほこりが入って香かおりが損そこなわれることを想像するだけで泣けてくるし歯は触ざわりなどジャリジャリしちゃうじゃないか最悪だ、この間０．２秒。

「……バカな！　どうやって麻痺パラライズを……！」

　魔ま術じゆつ師しが狼ろう狽ばいの声を漏もらすのに、ベルゼブブはやっと口を開いた。

「おい、貴様ら……」

　気き迫はくのこもった声に反応し、勇者が幼女神官を庇かばうように前に出た。唇くちびるを震ふるわせ、強がりの笑えみを浮うかべながら、

「なんだ……まさか、改心した……などと言う気か？」

　ベルゼブブは続く言葉を放った。

「明日にしろ」

　啞あ然ぜんとした気配があった。

「……な……な、に？」

「用事なら明日にしろ。余よは忙いそがしいのだ」

　念押おししてから、再び料理と向き合う。

　おお、すまんな、料理たちよ……いやいや、浮うわ気きなんてしておらぬよ？　ちょっとうるさい奴やつらが居ただけだ……さあ、もっとお話ししようではないか……ウフフ……

　勇者たちをようやく意識したベルゼブブだったが、それは一いつ瞬しゆんのことだった。再び料理との対話に戻もどってしまう。

「……ふ……ふざ、けるな……ッ！」

　勇者は苦しげに息を吐はくと、ギリッと歯を嚙かみ締しめた。

「僕ぼくらは、命いのち懸がけでッ……此こ処こまで、来たんだぞ……！」

　震ふるえる手で、剣けんを大だい上じよう段だんに構える。

「いいか……お前がどれほど、強かろうと……僕ぼくは、僕ぼくたちは……負けないッ！　人間界の希望を背負っているのだから……！」

「あ、ああ、勇者様……そのとおりですっ！」

　勇者たちの会話をよそに、ベルゼブブは再び料理の世界に没ぼつ入にゆうしつつある。

　しばしの沈ちん黙もくを挟はさみ、勇者が苦しげに口を開いた。

「……お、おい、何かないのか！　愚おろか者ものどもめ……とか、そういう台詞せりふはないのか！」

「……」

「ぐっ……魔ま王おうめ……こっちを向け！」

「……」

　勇者は奥おく歯ばを軋きしむほど嚙かみしめた。

「くっ……こうなれば……奥おう義ぎを使うしか……ないか！」

「だ……だめです、勇者さまっ！　そんな身体からだで！」

　なにやら盛り上がっているようだが、ベルゼブブにはどうでもよかった。

「フッ……生きて、帰るさ……そのためにやるんだ……二人とも、力を合わせるぞ！」

「ああ、勇者さま……わかりました！」

「いいだろう……我わが魔ま力りよく、お前に預けよう……！」

「ハアアアァァァァ……！」

　勇者が頭上に構えた剣けんに、幼女神官と魔ま術じゆつ師しも力を送り始める。パワーが集結し始めた──ゴゴゴ、ゴゴゴゴ……

　勝手にやっていろと思いながら、ベルゼブブは再びテーブル上に顔面を近付け、鼻からそっと息を吸った……スィー……うおォッ……たまらぬ……！

　幾いくたび嗅かいでもゴゴゴゴ何たる薫くん香こうゴゴゴゴゴ全すべてが渾こん然ぜん一いつ体たいとなったゴゴゴ香かおりはゴゴゴ例えて言うならゴゴゴ仕上げの酒ゴゴゴソースの酸味ズゴゴッゴッゴゴゴゴ奥おく底そこに秘められた胸にゴゴゴ幾いく重えも甘あまく甦よみがえるゴゴ想おもい出でのようなゴゴゴゴ……

　む……よし決めたゴゴこれに決めた最初に食べるのはこのゴゴゴゴゴゴゴゴ……

「──ウオオオオオォォォォォォーッ！　うおおおおおぉぉぉぉぉあああぁぁぁーッ！」

「うるさいわ」

　ベルゼブブは心底辟へき易えきした。

　もういい殺す。だが、料理を巻まき込こまぬ程度に力を加減しなければ、な……

　右みぎ腕うでを持ち上げ勇者へと向ける。

「余よの晩ばん餐さんを邪じや魔ませし罪は重いぞ……魔ま界かいの家庭の味、大重力漬づけに使われるブラックホール漬つけ物もの石いしよりも重い……」

　細く絞しぼった魔ま力りよくを撃うち放とうとした瞬しゆん間かん──ズドンッ！　と、勇者の凄すさまじい踏ふみ込こみが食堂に響ひびき渡わたった。それにより、幾いくつかのことが同時に起こった。

　まず、ブワーッと埃ほこりが舞まい上あがった。

　ベルゼブブは全身の毛穴からドバッと冷ひや汗あせが噴ふき出だすのを感じ、同時に脳内麻ま薬やくがドバッと分ぶん泌ぴつされるのを感じた。

「ヌォッ!?」

　魔ま力りよくを放とうとした右手を、咄とつ嗟さに床ゆかへと向ける。ピタリと埃ほこりが収まった。

　──怠なまけ者もののインプどもめなぜ掃そう除じをしておかなかった食堂は常に掃そう除じにしておけとあれほど言っておいたのに隙すきを見てサボりおって許せぬ確かに最近魔ま王おう城は余よの癇かん癪しやくによって老ろう朽きゆう化が進んでいたがそれとこれとは話が別だ美食とは常つね日ひ頃ごろから心がけねば叶かなわぬものだときつく言っておいたのに馬ば鹿かどもが、この間実に０．５秒。

　……ホッとしたのも束つかの間ま、踏ふみ込こみの震しん動どうで料理たちが軽く浮うかび上あがっていた。

「ヌァッ!?」

　左手を向ければ、それらは空中でピタリと制止する。

　──いかんステーキのソースがこぼれるソースを一いつ滴てきだって無む駄だにしたくはない皿を平行に保つのだ決して傾かたむけてはならん大だい丈じよう夫ぶだ余よならできる大だい丈じよう夫ぶだいかんフォアグラがズレているフォアグラが落ちそうだ皿の片方を少しだけ動かしてフライパン返しの要領で皿の中央に戻もどすのだ余よにとっては容易たやすいことだそれより問題はサラダのクルトンだ全部空中に浮うかび上あがってしまっている一個ずつ丁てい寧ねいにサラダの上に戻もどすのだ、この間実に０．０３秒。

　……ホッとしたのも束つかの間ま、さらに天てん井じようにヒビが入り、石材が崩くずれ落おちてきた。

「グワァァッ!?」

　天てん井じようを睨にらみ付つけ、眼力で崩ほう壊かいを止めた。

　──馬ば鹿かな老ろう朽きゆう化しているにしても限度があるだろう此こ処こは魔ま王おう城の中ちゆう枢すう部ぶだ此こ処こが崩くずれるということは魔ま王おう城が崩くずれるということだがそんなことはどうでもいい城など崩くずれようと構わんが料理が潰つぶれてしまう料理だけは守らねばならん何としても余よの魔ま力りよくを結集して埃ほこりを停止させゆっくりと料理を卓たく上じように戻もどしながら魔ま王おう城の崩ほう壊かいを止めるのだできる大だい丈じよう夫ぶできる余ならできる容易たやすいことだ、この間実に０．００２秒……

「──受けろ！　僕ぼくらの想おもいをおォォーッ！」

　そのとき、渾こん身しんの力で振ふり抜ぬかれた勇者の剣けんから、光の刃やいばが飛んだ……ヌッ！　いかん、守らねば……料理たちを！

　全すべての力を防ぼう御ぎよへと注つぎ込こめば、宙に浮うかぶ料理たちの周囲に凄すさまじい魔ま力りよく防ぼう壁へきが形成された……よしよし、これでよし……ホッと一息……

　──シュバッ！

「ガッ!?」

　ベルゼブブの身体からだを、刃やいばが通り過ぎていった。

　完全に意識が逸それていたところへ、勇者たちが命を振ふり絞しぼって撃うち放った奥おう義ぎが炸さく裂れつ……それは天文学的な確率の、ベルゼブブにとっては不運、勇者たちにとっては奇き跡せきだった。グルメで例えるなら、魔ま界かいフグの白しら子こを丸まる吞のみした際の生存率と同程度の確率……つまり、ほぼありえないことだった。クリティカルヒットだ。

「グ……ッ……！」

　ベルゼブブは震ふるえる左手を操あやつり、料理たちを慎しん重ちようにテーブルの上に戻もどした。一つずつ丁てい寧ねいに戻もどした。クルトンまで丁てい寧ねいに戻もどした。

「……はぁ、はぁ……やったか……？」

　ベルゼブブは勇者たちを睨にらみつけ、

「……余よの……ディナー……！」

　勇者は剣けんを構え、

「ハァ、ハァ……僕ぼくらの奥おう義ぎを……いや、人々の希望の力を……ナメるなよッ！」

「なめる……だと……？」

　怒いかりの魔ま力りよくを迸ほとばしらせるベルゼブブ。

「……一口……一口でいいから……ナメた……かっ……た……」

　そのまま、事こと切きれたのだった。

　天てん井じようを支えていた魔ま力りよくが失われ、魔ま王おう城はゆっくりと崩ほう壊かいを始めた……







　最強と謳うたわれし暴食の魔ま王おうベルゼブブ、魔ま界かい歴１４５５年崩ほう御ぎよ、享きよう年ねん２７３歳さい。人間界侵しん攻こうを間近に控ひかえながら、彼かの地ちを踏ふむことなく無念の死を遂とげる。

　最終決戦に臨のぞみ、ついに一度も食しよく卓たくから立ち上がらなかったと、後世に伝わる。







　──そして、ベルゼブブは再び目を覚ました。

「……ッ!?」

　な……なんだ？　何が起きた？

　……う、動かん！　身体が動かん……いや、微び妙みように動く……のか？

「……ファ……ァ……ア」

　何かを喋しやべろうとしたが、舌も上う手まく動かないし、目もろくに見えなかった。

「がんばりましたね……無事、産まれましたよ……」

　そんな言葉が聞こえた。水の中に潜もぐっているようなにじんだ響ひびきだ。

　なんだ……なんだと言うのだッ！　あの魔ま術じゆつ師しが何かしたのか？　おのれ、この暴食王をよくも……早くあの連中を殺して、食さねば……

「ウ、ウァ……」

　……いや、予感があった。

　遠ざかる意識の向こう、崩くずれゆく城の気配を感じた。認めたくない……絶対に認めたくないことだが、あの料理は……余よの愛いとしき料理たちは……きっと、きっともう……

「ウ、ウゥ……」

「おはよう、わたしの、赤ちゃん……」

　そんな言葉も聞こえるが、気にしている余よ裕ゆうなどあろうことか。

「オンッ……ンッッギャアッ！　オンギャアッ！　オンギャアアァァーッ！」

　ベルゼブブはとにかく泣いた。みなぎる命に任せて、全ぜん身しん全ぜん霊れいを振ふり絞しぼって泣いた。食べられることのなかった最高の料理たちを想おもって……泣いた。













　　第一章　　カモナ、マイハウス──母乳のプレッセ







「ああァ、でかしたミモザ！　よくやってくれたぁー！」

　男が感かん涙るいに咽むせびながら、ベルゼブブを抱だき上あげて叫さけんだ。黒くろ髪かみ黒くろ目めの、どことなくキツネに似た顔立ち。

「ウンギャ！　ウンギャ！（やめろ貴様ッ、ヒゲをジョリジョリするな、殺すぞ！）」

　一度は落ち着いたが、反射的にまた号ごう泣きゆうしそうになる。感覚が異様に鋭するどくなっており、外部からの刺し激げきに対して敏びん感かん極きわまりない。そのくせ視界はぼんやりしている。

「うふふ……お父さんそっくり……」

　ミモザと呼ばれた豊かな金きん髪ぱつの女が、ベッドに横たわって微ほほ笑えんでいる。疲つかれ切きっている様子だが、その表情は穏おだやかである。

「いやァ、この優やさしい目元なんて、おメェそっくりじゃねェか！」

　どうやら自分が生まれ変わったらしいことは、ベルゼブブにも理解できていた。魔ま界かいには転てん生せいする生命体が少なからず存在するため、ベルゼブブほど前ぜん代だい未み聞もんの魔ま力りよくがあれば、不思議なことではない。

　だがこの両親らしき二人は、どう見ても人間だった。つまり自分は人間に転てん生せいしてしまったのだ。

　……なんということだ。

　人間界と魔ま界かいの間は遠く隔へだてられ、高度な移動魔ま法ほうを用いなければ行き来することはできない……それなのに、なぜ？

　ともかく、敵対種族の元に生まれ変わってしまったわけだ。

　……人間……そう、人間と言えば、あの勇者ども！

　おのれ、よくも……余よのグルメを……生しよう涯がい最高のグルメを……クオオオォッ！

　食べ物の恨うらみだけは到とう底てい忘れられぬ！

「オンギャアァ！　ホンギャアァッ！（八やつ裂ざきにしてやる！）」

「元気な男の子ですね」

　ミモザに付つき添そう、生命神の白い法ほう衣いを着たシスターがニコニコと言った。周囲には幾いくつかベッドが並んでおり、同じように子を抱だいた母親の姿があって、どうも個人の邸てい宅たくという雰ふん囲い気きではない。部屋は清潔で、開かれた窓から吹ふき込こむ爽さわやかな風がカーテンを揺ゆらしている。神しん殿でん付属の産院といったところか。魔ま界かい的なセンスからすると反へ吐どが出るような、聖なるオーラに満ちている。

　父親がシスターへと、ペコリと頭を下げる。

「いや、ありがてえ、お世話ンなりやして……！」

「ジンさん……お店は、平気？」

　ミモザがおっとりと横から言うのに、

「ん？　おう、すぐ戻もどるけどよォ、一目会いたくてよォ」

　ジンと言うらしい父親は、再び相そう好ごうを崩くずしてベルゼブブを覗のぞき込こんだ。

「おーよしよし、パパだぞォ！」

「ンギャア！（余よの父は、貴様のようなひ弱な生物ではないわ！）」

「ベロベロベロバァー、ベロベロベローッ……バァー！」

「アンギャアァァァァ！（おのれ馬ば鹿かにしおってなにがベロベロバーだ余よの機き嫌げんを直したければサラダバーでも持ってこい！）」

「ああ、なんて可愛かわいいんだろ……まるで天使じゃねえか！」

「オンギャ！（余よは魔ま王おうだ、馬ば鹿か者ものが！）」

　ジンはひとしきり変顔を続けた後、不意にキリッとして言った。

「よおぉーし、いいか？　ベル！　おメェの名前は、ベルだぞ！」

「ンッギャアァ！（殺す、殺すゥー！）」

　ミモザは疲つかれ切きった身を起こす。

「ジンさん……その子にお乳あげないと。きっとお腹なかが空いて機き嫌げんが悪いんだわ」

「おっと、悪わりィ悪わりィ……」

　ミモザが優やさしく伸のばした両りよう腕うでに、ジンは丁てい寧ねいに慎しん重ちようにベルゼブブを──いや、ベルを抱だかせた。

「……はい、たくさんお飲み？」

　美しい片乳を露あらわにしたミモザが聖母の表情で言う。ベルはまだ怒いかり狂くるっていたが、身体からだが欲ほつするかのように、自然と引き寄せられた。

「オンギャ、オン……ンッ!?」

　こ……この味ッ！

「……ングングング！」

　──美味……！

　正直……驚おどろきだ。母乳などというものはちゃんと食事ができるようになる前の、嬰児みどりごのためのものだと、侮あなどっていた……つまり、グルメ以前の代しろ物ものだと。

　だが！　このスッキリとした甘あまみは、どうしたことか！　イメージされるような臭くさみはまったくなく、魔ま王おうの舌すら唸うならせる味わいだ。母乳とは人生最初のグルメなのか？　そんな哲てつ学がくすら胸に去来する……

「ングググングッグングングングングッ！」

　ああ……満ちていく……

　魔ま王おうとして魔ま界かいの美食を食い漁あさっただけでは飽あき足たらず、人間界の本や食材を仕入れてインプ族に研究させたりもしたのだが、流石さすがに人間の母乳は味わったことがなかった。

　……ふ……この状じよう況きよう、案外悪くないかもしれん……

　元はと言えば次元侵しん攻こうを決定したのも、人間界のまだ見ぬ料理を味わいたかったからだ。魔ま族ぞくにとって人間界の征せい服ふくは悲願だが、そんなことはどうでもよかった。ただひたすら己おのれの欲望に忠実だっただけだ。

「あらあら、この子、美お味いしそうに飲んでる……」

　ミモザが嬉うれしそうに言う。

「ングングッングッ！」

　……ママ殿どの、貴様だけは殺さないでおいてやろう。余よは美う味まいものを差し出してくる者には、常に慈じ悲ひと恩おん恵けいを与あたえてきた……ングングッ！

　ジンは腕うでを組んで笑った。

「あたりめえよ！　なんたっておメェは朝昼晩、俺おれの料理を食ってんだからな。そりゃあ美う味めえお乳が出るに決まってらァな」

「まあ、うふふ……」

「んぐっ？　ングング……」

　料理？　その単語はやや気になったが、今は母乳に夢中なので、ひとまず置いておくとする。暴食王は目の前のグルメを無視できないのだ。

「……よしっと、ンじゃあ俺おれァ戻もどるぜ、店空けとくわけにいかねえ」

「うん、頑がん張ばって、お父さん」

「おうよッ！」

　ミモザの激げき励れいを受けてジンが去り、お腹なかがいっぱいになったベルも、やがて野性的で原始的な眠ねむ気けにいざなわれるまま眠ねむりについた。

　それから数日間、ベルは耳に入ってくる会話からなるべく多くの情報を得ようと努めた。ここは予想どおり神しん殿でんの施し設せつであり、町の名はハーヴェスタ。大交易路の中ちゆう継けい地として栄える大都市らしい。

　父ジンは遥はるか東の果てからやってきた料理人で、ハーヴェスタ有数の目め抜ぬき通どおりであるギルド横丁にて、食堂を切り盛りしているそうだ。

　料理人！　運命を感じずにはいられなかった。ひょっとして暴食王たる魂たましいが、グルメの気配に惹ひかれたのか？

「──ほーら、ベルくん、ゴハンですよお？」

「ヴァヴ……」

　ミモザがくれるおっぱいをガブ飲みしながら、ベルは早くも不満を覚え始めていた。

　せっかくの人間界、理想的な環かん境きようにあるというのに、これしか飲めぬとは……もっと色々な味を楽しみたい。

　例えば、そう……他の母親の乳はどうだ？　あの細身の母親のは、なんとなく苦みがありそうな気がする……あっちのぽっちゃりした母親のはコクがありそうだ……勝気そうな奴やつは、野や趣しゆ溢あふれる味がしそうな……

　……よし、飲むか。

　夜半過ぎ、皆みなが寝ね静しずまった隙すきにこっそり飲んでやろうと思い魔ま力りよくを振ふり絞しぼってみたが、ちょっと浮うく程度が精せい一いつ杯ぱいだった。

「……ばぶ!?　ばぶゥゥ……」

　魔ま力りよくは……あるようだ。身体からだの奥おく底そこに感じる。無くなったわけではない……だが、転てん生せいの際に目減りしてしまったのか？　魔ま王おう時代はどんな高い山もひとっ飛びだったのに、今はベッドの間すら飛とび越こえられないとは。

　……上う手まくいかないのは何な故ぜだ？　魔ま力りよくが上う手まく行ゆき渡わたらないのだ。どうやら人間の肉体は、想像していた以上に魔ま法ほうとの親和性が低いらしい。

「バァァッ……ブウウゥゥッ！」

　ええい、絶対テイスティングをしてくれる……余よは、おっぱいソムリエとなるのだッ！　純然たる邪じや念ねんを迸ほとばしらせ、ひたすら飛行魔ま法ほうの練習に打うち込こむ。這はってでも動けたなら、そうしていただろう。首も据すわっていない赤あかん坊ぼうの肉体は不自由だった。

「──ベルくんっ!?」

「ばぶうっ!?」

　ベビーベッドの上をフワフワしているところを、目を覚ましたミモザに見付かった。

　捕つかまえないと飛んでいってしまうと思ったのか、ミモザはベルをガッチリと抱だきかかえ、目を丸くして見つめてくる。

「あ、あなた……今……！」

「……ばぶッばぶ！　ばぶぶ！（……違ちがうぞ、別にママ殿どのの味に飽あきたわけではない。ただ余よは、おっぱいソムリエとして……）」

「そんな……いえ、見み間ま違ちがいなんかじゃない……確かに浮ういてたわ、この子……！」

　人間の子供は浮ういたりしないのだとベルは理解したが、もう遅おそかった。

　夜が明けるとミモザはすぐさま、隣となりの母親や通りすがりのシスター、見み舞まいに来た父ジンにも、ベルが空中浮ふ遊ゆうしていたことを相談した。

　……しくじった。グルメに夢中で忘れていたが、ここは敵地にも等しいのだ。目立つ行動は避さけるべきだった。十分な魔ま力りよくを扱あつかえるようになり、次元転移が可能になるまで……いや、それ以上に、人間界のグルメを味わい尽つくすまでは。

「──ううむ、見当もつかねえ……」

「心配だわ……どういうコトなの……」

　困こん惑わくするジン、不安そうなミモザ。

「こういうワケわかんねえ事態ってのは、魔ま法ほうの仕し業わざなんじゃねえか？」

　ふとジンが言った。

「そうなのかしら……」

「ちと魔ま術じゆつ師しギルドに行ってくるわ」

　と、飛び出していったジンは、やがて男を連れて戻もどってきた。

　背ばかり高くて瘦やせぎすな、モヤシのような男である。ローブは着ておらず吊つりズボン姿で、魔ま術じゆつ師しと言うよりは学者という方がしっくりくる。

「よろしくお願いしやす、アーガンキン先生」

　ジンが言うのに、

「ええ、ではちょっと失礼しまして、オホン……万ばん象しようの源たる魔ま力りよくよ、妖よう魅みの瞳ひとみを我に授さずけよ……魔力眼マジツクアイ」

　アーガンキンと呼ばれた男は詠えい唱しようしながら、右手の親指と人差し指で丸を作り、その輪を通して右目でベルを見た。

　一いつ瞬しゆん後、驚きよう愕がくの声。

「こっ……これは！　そんな……信じられない……！」

「ど、ど、どうしなすったァ！」

「この子に何が！」

　緊きん迫ぱくした表情で身を乗り出すジンとミモザに、アーガンキンは慌あわてて手を振ふり、

「ああ、いえ……御ご心しん配ぱいなさるようなことではなく……息子むすこさん、とてつもない魔ま力りよくをお持ちなんですよ。多分浮ういたのはこれが原因ですね……」

「は、はァ……魔ま力りよくですかァ……？」

「ベルくんが……？」

「このレベルなら無意識に魔ま法ほうが発動してもおかしくない。正直、これほどの才能は初めてですね……将来的には魔ま法ほう学校への入学も検討なさってみては如何いかがでしょうか？」

　ジンとミモザは顔を見合わせている。

「ぶうぅ……！」

　ベルは懸けん命めいに魔ま力りよくを抑おさえ込こんでいたのだが、漏もれ出す分を感知されてしまったようだった。今後は効率のいい魔ま法ほうの使い方だけではなく、隠いん蔽ぺいする技術も必要になるだろう。しばらくは人間として生きなければならないのだから。

　とにかくこんな騒さわぎがあっては、大人しくしている他なかった。結局他のお乳の味見はできないまま、退院の日を迎むかえてしまった。

　……惜おしくはあるが、まあよしとしよう。

　それより、早く食堂に行きたい方が勝まさった。自分が暮らしていく家がどんなところなのか、そして、父ジンの料理がどれほどのものなのか……気になる。

　……もし不ま味ずければ？　そのときは、人間界を滅ほろぼすのもいいだろう。
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　イシュ大陸最大の交易都市、ハーヴェスタ。

　四よん大だい神しんの神しん殿でんや行政府を擁ようする上層区から、旧市し壁へきを隔へだてた外側に広がる、雑然とした下層区……その一角にあるのがギルド横丁だ。

　鍛か冶じや紡ぼう錘すい、建築木工、職人たちが集つどう各種職工ギルド。魔ま術じゆつ師しギルドの下部組織で、主に薬品を扱あつかう錬れん金きん術じゆつ師しギルド、冒ぼう険けん者しゃたちに荒事クエストを斡あつ旋せんする冒ぼう険けん者しゃギルドなど、人々の生活に密着した仕事をこなすギルドハウスが軒のきを連ねている。

　このギルド横丁の片かた隅すみに、その店はあった。

　──『雲上の楼閣亭ダイナー・スカイパレス』。

　一見地味な造りだが、門枠わくや庭を仕切る鉄てつ柵さくには細かい雲の意い匠しようが彫ほり込こまれ、落ち着いた高級感を醸かもし出だしている。窓に翻ひるがえるカーテン一つとって見ても、丁てい寧ねいな刺し繡しゆうが施ほどこされている。玄げん関かんの上に掛かかった看板だけ少し色気があって、鉄板に店名を切きり抜ぬいて、太陽をイメージした金きん箔ぱくを散らしたものだ。この一点を目立たせるために、その他の色しき彩さいを抑おさえてある。

　今年十六歳さいになる黒くろ髪かみ黒くろ目めの青年が、ホールの窓を開けて換かん気きをしていた。ハーヴェスタには夏が訪おとずれていたが、朝の空気はまだ涼すずしげだ。

　店内を振ふり向むく。

　カウンター席は、縦三人×横五人、八人掛がけのＬ字型。それと、四人掛がけのテーブル席が四つ。店内は綺き麗れいに掃そう除じされていて清潔感がある。原木の風ふ情ぜいを活いかした柱や梁はりが美しい。

「……ディーゼロ、掃そう除じだ」

　厨ちゆう房ぼうに向かいながら青年が言えば、ホールの片かた隅すみに立って風景と同化していた何かが、

「モッ」

　と一声あげて動き出した。

　全長三メートルほど、柱だと思っていたそれは魔ま法ほうで造り出される召めし使つかい、ゴーレムである。材質は木のようだ。すぐ隣となりの掃そう除じ用具入れから掃そう除じ道具を取り出すと、命令通りに店内清せい掃そうを始める。

「隅すみ々ずみまで綺き麗れいにしろ。埃ほこりは料理の大敵だからな……特に埃ほこりはダメだ。いいか？　埃ほこりは絶対にダメだ！」

　埃ほこりにトラウマがあるらしい。

「モッ」

　どことなくユーモラスな顔を向けて返事をしてくる。なかなかよくできたゴーレムだ。人間は魔ま力りよくは弱いが、こうした魔ま法ほうの道具類を造らせたら魔ま族ぞくより一いち日じつの長ちようがある……いや、弱いからこそ、か？

　何気なくそう考えてから、青年はふと口くちの端はを上げた。

　……もう余よも人間であったな。

　そう、この青年こそベルであった。

　開け放たれた窓から差さし込こむ朝日は眩まぶしく、店内が薄うす暗ぐらく感じられるほどだ。今日も暑くなりそうだった。

　ここしばらくの心労がたたったのか、ミモザはまだ起きてこない。寝ねかせておこう。

「──よッ、おはよう、二代目」

　明るい男の声が聞こえて、入り口に目を向けた。

　開かれたドアに逆光となって立つのは、典型的な西方人の男だった。髪かみ、口ひげ、顎あごひげまで金色で、瞳ひとみは青い。腰こしには剣けんを佩はいており、肩かたに大きな木箱を担かついでいる。

「ああ、おはよう……うむ、実に早いな」

　ベルは腰こしに手を当てて返す。

　彼かれは冒ぼう険けん者しゃのアドニス、ベルが幼い頃ころから店に通いつめている常連の一人だ。冒ぼう険けん者しゃギルドに所属する冒ぼう険けん者しゃたちは、スカイパレスの出す食材集めのクエストを優先的に受けてくれる。アドニスは中でも熱心だった。

「仕事はグダグダやらない主義なんでね」

「良い仕事ぶりだ。誉ほめてつかわす」

　アドニスは口くちの端はしを上げて笑った。

「ははは！　ホント二代目は偉えらそうだ」

「偉えらいからな」

「ははは！　けど、不思議と嫌いや味みじゃないんだよな……」

　食材がどっさりと入った木箱を軽々と持ってくると、ワークトップの上に置いた。

「まあ、オレも稼かせぎにありつけるんで助かってるがね……よいしょ！」

「モンスター退治の仕事が増えているそうだが、やらんのか？」

　ベルの言葉に、アドニスは肩かたを竦すくめ、

「若いのだけで十分対処できるレベルだ。オレみたいなオッサンが出で張ばるほどじゃない……確かく認にんしてくれ、注文分あるはずだ」

「うむ」

　ベルがチェックを始めるのを、腕うで組ぐみして待ちながらアドニスは言う。

「……どうだい？　店、やってみた感想は」

　ベルは瑞みず々みずしい大根を片手に渋じゆう面めん。

「見るとやるとでは大おお違ちがいだな。だが、やりがいはある」

　まさに戦場のような忙いそがしさ……いや、それ以上か。特にランチタイムは。

　遠い記き憶おくの中の戦場では、陣じん中ちゆうでふんぞり返っているか、たまに興きようが乗ったときに出しゆつ撃げきして相手を蹴け散ちらすかのどちらかで、忙いそがしさを感じたことはなかった。むしろ退たい屈くつなほどだった。帰ったら何を食べようか？　そればかり考えていたような気がする。

「ははは、まあ初めてにしちゃ、よくやってると思うがね」

　初めて……そう、初めてだった。

　ジンの手伝いに厨ちゆう房ぼうに入ることは今まで何度かあったが、一人で切り盛りするのは、まだ三日目なのである。どうしてこんな事態になっているかというと、激務が祟たたってジンが倒たおれ、入院してしまったからだ。

「フッ、偉えらそうに……」

　ベルは口くちの端はしを上げ、

「……よし、全部あるな。誉ほめてつかわす」

「ＯＫ、じゃあまた何か仕事があったら……」

　アドニスが言いかけたとき、寝ね間ま着き姿のミモザが目をこすりながら出てきた。

「ベルくん、おはよお……あ、アドニスさぁぁん！」

　と、両手を組んで目を潤うるませた。

「ジンさんが、ジンさんがあぁぁ！」

「おっとっと、落ち着きなよ、ミモザさん……なんだい、そんなに悪いのかい？」

　ベルが代わりに答える。

「いやただの腱けん鞘しよう炎えんだな」

「腱けん鞘しよう炎えん!?」

　ミモザは目に涙なみだを浮うかべながら、

「だってジンさん、とっても痛そうなんだもの……！」

「はあ、相変わらずお熱いことで……」

　アドニスはやれやれと息を吐はいてから、ふとベルを見た。

「あれ……でもそんなら二代目、学校辞やめるほどのことはなかったんじゃないのか？」

　ベルは両親の強いすすめで、上層区にある魔ま術じゆつ師しギルドが運営する魔ま法ほう学校の生徒をしていた。

　人間に教わることはなかろう……と思っていたが、魔ま法ほうとの親和性の低い肉体で魔ま力りよくを操あやつる技法を学べたのは存外に助かった。人間の魔ま術じゆつ師したちは、口頭で詠えい唱しようする呪じゆ文もんに加えて、導どう作さと呼ばれる仕草で魔ま力りよくを誘ゆう導どうする。高位の魔ま法ほうほど呪じゆ文もんが長くなり、身み振ぶりも大きくなる仕組みだ。

　学校では、ベルは天才と呼ばれていた。元魔ま王おうだから当然で、別に鼻に掛かけたりもしなかった。魚が泳ぐのが上う手まいとか、猿さるが木登りが上う手まいとか、そうしたものと同じだ。

　家の手伝いで退学すると言ったとき、ヒョロメガネ講師のアーガンキンはしきりに惜おしいと言っていた。ベルが幼い頃ころ、その才能を見み出いだしたあの魔ま術じゆつ師しである。

「──わたしとジンさんも散々そう言ったんだけど、この子聞かなくて……」

　ミモザが眉まゆ毛げをしんなりさせて言うのに、ベルは野菜をザクザクと切り分けながら、

「パパ殿どのはしばらく厨ちゆう房ぼうに立てんだろう」

　ジンの体調自体は休んだらすぐよくなったのだが、右みぎ腕うでは腱けん鞘しよう炎えん、左ひだり腕うでは靭じん帯たい損傷までいっており、自然治ち癒ゆなら全治三ヶ月、回復魔ま法ほうをかけ続けても一ヶ月かかるとのことだ。

　どれだけ鍋なべを振ふり続ければそうなるのだろう？　呆あきれもするが驚おどろいた。

「……それはそうだけど、一時お店を閉めてもよかったのに」

　心残りのにじむミモザの言葉に、

「余よがやってみたかったのだ」

　淡たん々たんと返してから、かまどの焚たき口ぐちに左手を向けた。

「万ばん象しようの源みなもとたる魔ま力りよくよ、災わざわいと幸いの兆きざしと成れ……着火フリント！」

　パチリと指を鳴らせば、指先から火花が飛んでボッと火が点ついた。ジン特製のタレが入った寸ずん胴どうには、こうして朝一に火を入れるのが決まりだ。煮に立たったら火から下ろして日ひ影かげに置いておく。焼き鳥や煮にタマゴ、隠かくし味あじなどなんにでも使えるのだ。

「ははは、頼たのもしいじゃないか……」

　アドニスは一ひと頻しきり笑ってから、

「……っと、そうそう、言い忘れてたが」

　ふと口にした。

「上層ギルドの連中が何か企たくらんでるみたいだから、気を付けた方がいいかも知れんぜ」

「あら、またなの……」

　ミモザが憂うれい顔がおで目を伏ふせるのに、ベルは眉まゆを顰しかめた。

「待て、なんだそれは？」

「……ん？　あれ……二代目は知らないのか？」

　アドニスの言葉に、小さく頷うなずくミモザ。

「なるべくそういうことには触ふれないでいて欲ほしかったから、わたしもジンさんも言わないようにしていたの」

「あ……そいつは悪いことしたな」

「ううん、いいのよ。そろそろ話そうって言ってたから」

「おい、どういうことだ？」

　ベルがもう一度尋たずねれば、ミモザはまだ言いづらそうに口を開いた。

「あのね……お父さん、調理師ギルドの人たちによく思われてないの。店を畳たためって脅おどされたり、たまに営業妨ぼう害がいみたいなこともされたりでね……」

　ジンは元は旧市し壁へき内、アッパータウンにある調理師ギルドに所属し、次期ギルド長候補と目されていた凄すご腕うでの料理人だったらしい。

　当時、このギルド横丁の住人たちは、忙いそがしいけど美お味いしい料理が食べたい、ダウンタウンにも支店を出してくれと調理師ギルドに打だ診しんしていたのだが、ずっと叶かなわずにいた。そこでジンは調理師ギルドを脱だつ退たいし、この店を開いたそうだ。美お味いしいものを食べたいと願う人のところにいきたい、と。

　各ギルドはジンの想おもいに深く感じ入り、それぞれ贈おくり物ものをした。木工師たちは店を造り、鍛か冶じ師たちは看板を鋳ちゆう造ぞうし、裁さい縫ほう師たちは布製品を、錬れん金きん術じゆつ師したちはお掃そう除じゴーレムのディーゼロや、小型の魔ま法ほう式冷蔵庫など、役に立つ道具を幾いくつか造った。

「──この店はよォ、俺おれと下層ギルドの皆みなとの、絆きずなの証あかしさァ！」

　いつだったか、ジンは誇ほこらしげにそう言っていたことがある。

　ジンは確かに、料理人として凄すさまじい技量を持っていた。その味は十六年間、ベルの中にある暴食王の魂たましいをなだめ、なぐさめ続けるほどのものだった。インプ族の料理は正確で丁てい寧ねいだったが、ジンの料理とは何かが違ちがった。何が違ちがうのかはよくわからないが……

「……営業妨ぼう害がいだと？　なぜそんな無意味なことをする？」

　ベルがそう尋たずね返せば、アドニスが肩かたを竦すくめる。

「元々オレたち下層ギルドは、上層ギルドとは折り合いが悪いんだ。向こうは高こう慢まんだし、こっちは鼻っ柱が強いからな。ジンさんはヤツらにとっても目の上のタンコブなんだよ」

「くだらん」

　一言で切り捨てるベルに、アドニスは苦く笑しようした。

「だな、まったく、くだらん話さ……とにかく連中が最近、下層区をよくうろついてる。用心しとくべきだろう」

　ミモザが礼を述べれば、アドニスは自分たちも気を付けておくと言い置いて、ブラブラと去っていった。

　ややあって、ミモザがジンの見み舞まいに行く時間になった。本人はもう結構元気なのだが、両りよう腕うでが使えないからサポートが必要なのだ。

「──本当に一人で大だい丈じよう夫ぶ？」

　出がけにミモザが言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。余よに任せよ、ママ殿どの」

　ベルがそう返しても、ミモザはまだ動かない。

「……ねえベルくん」

「なんだ？」

「本当は学校、行きたかったんじゃないの？　やっぱり今からでも復学した方が……」

「……ママ殿どの」

　ベルは仕し込こみを続けながら、やんわりと言葉を遮さえぎった。

「余よがやりたかったのだ。そうしなければいけなかったわけでも、他に道がなかったわけでもない。楽しいからだ」

「でも……」

「余よは料理がしたい」

　ベルがはっきりとそう言えば、ミモザはどこか、懐なつかしいものを見るように微ほほ笑えんだ。

「……やっぱりあなた、お父さんの子なのね。そっくりだわ」

「そうか？　あんなに筋肉ムキムキではないが……」

「ジンさんって、あの筋肉がかっこいいのよう。真しん剣けんに料理をしているときの横顔なんか、いつ見てもドキッとするわ」

「息子むすこに惚のろ気けるのはやめんか」

「うふふ！」

　ミモザはニコニコと微ほほ笑えんでいる。その額、髪かみの毛けに隠かくれるほどに小さいが深い傷きず跡あとを見つけて、ベルは目を細めた。

　あれはまだ幼い日、吊つり棚だなから落ちてきた大おお鍋なべからベルを庇かばったときにできたものだ。

　……他者を庇かばう？　何な故ぜ？　料理を庇かばうならわかるが……ミモザはその理由を、愛しているからだと言った。意味がわからない。愛などというものに目を向けたことはない。

　魔ま王おう時代にも勝手に守ろうとする部下はいたが、それは理解できる。彼かれらは魔ま王おうの力に畏い怖ふしていた。ならママ殿どのは、余よの力に心しん酔すいしていたのか？　そうではない気がした。

　ミモザの額の傷きず跡あとを見るたびに、不思議な気分になる。ビガラードソースを舐なめたときのような苦みと甘あまみが、胸いっぱいに広がるのだ……

「……余よも筋肉をつけるべきか？　その方が美う味まい料理が作れるかもしれん」

　ミモザは優やさしく笑う。

「あなたは、あなたのままでいいのよ。無理に背せ伸のびをしなくても」

「別に無理はしておらんが」

「あなたには、あなたの良さがあるわ」

「……そういうものか」

「そうよ」

　ミモザはもう一度楽しげに笑うと、

「……じゃあ、行ってくるわね！」

「うむ……道中、気を付けてな」

　ミモザが小さく手を振ふって出て行くと、食堂内はシンと静せい寂じやくに包まれた。火にかけられた鍋なべの中で、作りかけの豚ぶた汁じるがぐつぐつと煮にえている。窓の外からは、ギルド横丁の活気に満ちた賑にぎわいが吹ふき込こんでくる。

　しばらく待ってから、ベルは米を炊たき始めた。炊たき立てを出せるように、時間には気を遣つかうのだ。今日の日ひ替がわりは、蒸むし鶏どりの特製だれ定食。サラダと豚ぶた汁じるがついて栄養バランスもバッチリだ。

　多国こく籍せき都市ハーヴェスタの胃い袋ぶくろを満たすため、スカイパレスが提供する料理もまた多国こく籍せきだった。東西南北や貴き賤せんの区別なく、あらゆる美味が卓テーブルに上がる。

「……ふ、ふふ」

　米を火にかけ終えたとき、ベルは小さく笑った。

「ふふふ……ふはは……はははは……！」

　小さな笑いは、米を炊たくときの火加減のように、段々と強まっていった。

「やっと……やっと料理ができる環かん境きようになったのだ！　学校になど戻もどるまいぞ！」

　今は料理がしたい。料理をして、人間界の食材と技法を学び尽つくしたい……そのためには、この環かん境きようは最適だ。なにしろ、毎日試食係がやってきて、ついでに金まで払はらっていってくれるのだからな。

「そしていずれ、余よは……余よは、必ず……」

　握にぎり拳こぶしを作るベルの瞳ひとみに、アブラ物を揚あげるときよりも激しい炎ほのおが燃えた。

「暴食王のターブル・ドットを、再びこの世に甦よみがえらせてみせる！」

　あの幻まぼろしの菜さい譜ふを、もう一度この手で……いや、人間界の料理を学べば、あれ以上の品々を作ることができるだろう。幼い日に感じた、インプ族とジンの料理の確かな違ちがい。すなわち、魔ま族ぞくと人間の料理の違ちがい……未まだ正体は摑つかめないが、あれを学ぶことができれば……

　今まで欲ほつしたものは、何が何でも手に入れてきた。人間に生まれ変わったとしても、やることは同じだ。

「……ふふふ……はははは……ハアーッハッハッハァ！」

　魔ま王おう三段爆ばく笑しようと呼ばれる、魔ま族ぞくに伝わる由ゆい緒しよ正しい笑いを炸さく裂れつさせるベルに、

「モッ」

　とっくに掃そう除じを終えて定位置に戻もどっていたディーゼロが返事をした。

「むっ……ディーゼロ、貴様もわかるか？　余よの野望の尊さが……よし、笑え！」

「モッモッモ……」

「フハァーッハッハッハッハッハ！」

「モーモッモッモッモ……！」

　開店準備の整った清潔な店内に、二つの哄こう笑しようが木こ霊だました。







　ランチタイム。

　ギルドの職人や冒ぼう険けん者しゃ、旧市壁外に滞たい在ざいする行商人や流れ者たちで構成される腹ペコ軍を、迎むかえ撃うちたるは孤こ軍ぐんの戦士……

　今日もなんとか戦場を生いき抜ぬいたベルは、カウンターの隅すみに腰こし掛かけて壁かべに寄より掛かかっていた。口くちの端はしから魂たましいの切きれ端はしがヒョロリと出ているような気がする。

「──いつもながらの繁はん盛じようだったな」

　人のはけた店内、ドアにＣＬＯＳＥの木札を提さげてあるにもかかわらず、常連顔で居い座すわっているアドニスが言った。カウンターのもう一いつ端たんに腰こしを下ろしている。

「ああ……」

　追い出す気力もない。

　ランチタイムの後にいつもグッタリしているジンを見て、情けないヤツだと思ったこともあったが、今ならわかる。パパ殿どのは凄すごかったのだ。

　アドニスはテーブルの向こうに置かれたポットに手を伸のばし、勝手にコーヒーのお代わりを注ぎつつ、

「いやあ、オレも大満足だったが！　ただの蒸むし鶏どりが、なんであんなに美う味まくなるんだ？　ジューシーで柔やわらかくてさ」

「特別なことはしていない」

　ベルは負傷兵さながらに身を起こした。

「肉については、下ごしらえの段階で保水性を調節するだけだ。酒を使えば臭くさみも抜ぬける。後はタレの味が全ての料理だ」

「あの二色のタレか？」

「うむ。半分は醬しよう油ゆと砂糖、オイスターソースを煮に込こんだ甘あま醬じよう油ゆ。もう半分はオヤジ殿どのの特製ダレを使った辛から味み噌そだ。食べるうちに混ざっていくのも楽しかろう」

　アドニスは眉み間けんにしわを寄せて、

「……それだけか？　いや、それだけじゃないはずだ。何か隠かくし味あじがあんだろ？」

「ほう？　よくわかったな」

　ベルはやや感心した。昔からウチに通いつめているだけはあって、それなりに舌が肥えているようだ。

「わかるさ……気になるから教えてくれよ、常連のよしみで」

「企き業ぎよう秘密だ。もし知れば、貴様は二度と蒸むし鶏どりを食べたくなくなるだろう……」

「何入れてんの!?　ねえ！」

「フッフッフ……秘密だ」

　ただ梅うめ酢ずを数すう滴てき入れているだけだ。からかうと反応がいい。

「う、うーむ……けど、美う味まいことは確かだしな……」

「まあ、知らない方が良いこともある」

　アドニスは腹をさすりながら、

「聞いてたらまた腹が減ってきやがった……」

　ベルはイスから立ち上がると、ンーッと背筋を伸のばした。

「アドニス、仕事の依い頼らいだ」

「ん？　仕事？」

「少しの間、店番をしておけ。余よは食材の買い足しに行ってくる」

　エプロンを脱ぬぎ払はらいながら言いつければ、アドニスは肩かたを竦すくめた。

「おいおい二代目、オレはこれでもプロだぜ？　タダ働きはご勘かん弁べん願いたいね」

「コーヒーを飲んだだろう。文句を言うことは許さんぞ」

「えっ、あれ、ランチのサービスじゃないのか!?」

「とっくにランチタイムは終わった」

　売り上げ袋ぶくろから紙し幣へいを数枚取り出し、買い物籠かごに突つっ込こみながら言う。

　アドニスはもう一度肩かたを竦すくめた。

「ちゃっかりしてるぜ……へいへい、わかりましたよ」

　出がけに、店の隅すみのディーゼロへと声を投げる。

「アドニスがサボらないか見張っておけい」

「モッ」

「……あれ、なんかおかしくない？　ゴーレムに直接店番させたらいいんじゃないの？　ねえ……お前からもなんか言えって！」

「モッモ」

「ほら、モッモって言ってるぜ……ねえ、ちょっと、二代目？」

　何か言っているが無視して店を出た。店番の頭数は多いにこしたことはないだろう。せいぜい働くがよい。







　下層区は、旧市し壁へき内の上層区と比べて、雑然として煤すすけている。

　所狭せましと家々が立ち並び、売り子の叫さけびや酔すい客かくの怒ど声せい、赤子の泣き声が入り乱れる中を、飛ぶような速さで馬車が行ゆき交かう雑ざつ踏とう。しかしこの活気に満ちた空間こそが、ハーヴェスタの真の姿であるとも思える。

　ベルが向かったのは、市街地を斜ななめに貫つらぬいて流れる河か川せん、ワークムース川の河か畔はんに広がる商業地区だ。流域から舟ふねで運はこび込こまれる多た彩さいな品々が極ごく彩さい色しきの彩いろどりを見せている。名のある大おお店だなから屋台・露ろ店てんまで、大小様々な店がひしめき合い、朝市ともなれば殺気立つほどの盛せい況きようを見せるが、今はそれなりに落ち着いていた。

　少しでも安くて質のいい食材を求めて露ろ店てんを巡めぐっていると、次々に声が掛かかった。

「──おっ、二代目！　見てくれよこのロケットサーモン！　男前だろォ？」

「確かに良い顔だ」

「貫かん通つう力がやばすぎてなかなか入にゆう荷かしないぞ。トキシラズだから脂あぶらが乗って美う味まい！」

「よし、もらおう」

「ちょっと二代目、うちの果物も見てってくれよ！」

「……ほう、アルティメロンか。良く熟しておる」

「農業国マイアからの直輸入だよ！」

「ではそれと……そっちのマイアベリーと、ココペリ桃ももも幾いくつか……」

「おーい二代目、どうよこの爆ばく弾だんトリュフ！　今が旬しゆんだよ！」

「む、確かにいいモノだが……ちょっと手持ちがな……献けん上じようせい」

「アハハ勘かん弁べんしてよォ、安くしとくからさ！」

「……ふん、いいだろう。買ってやる」

「ねえ二代目、お店にこの皿なんかどう？　料理を盛ったら映はえるよ！」

「美しいな……」

　……暴食王は美食関係のことを無視できないのだ。

　お目当て以外のものを買い過ぎてしまったベルは、パンパンにふくらんだ買い物籠かごを腕うでに提さげて、アラカルトに何を作ろうかと頭を悩なやませながら、馴な染じみのスパイスの店に向かった。緊きん急きゆうで必要なものはないが、来たついでに買い足しておきたかったからだ。

　深呼吸をすればむせてしまいそうなほどの香かおりの大だい洪こう水ずい、香こう辛しん料りようの入った無数の袋ふくろが並ぶ店の前に辿たどり着つけば、浅黒い肌はだのいかにも南方人らしき風ふう貌ぼうの店主が、店じまいの準備をしているところだった。

「……おい、店主？」

「アッ、二代目サン、コニチワー！」

「どうした？　今日はもう閉めるのか」

　店主は眉まゆ毛げをしなびさせ、

「チョットネー……コノ店、畳たたみムコトニナッタヨー」

「なっ……なんだと!?」

　驚きよう愕がくするベル。

「貴様……ワタシノすぱいすデ世ノ中ほっとニシテヤルヨーとか言っておったのに、どうしたというのだ！」

「アハハ似テルヨー！」

「どうしたと訊きいておる！」

「ンー、ジツハネー……」

　店主が語るには、突とつ然ぜんやってきた上層ギルド連盟の連中に立たち退のきを命じられたらしい。当然最初は断ったのだが、彼かれらは豪ごう商しよう会議のサインが入った執しつ行こう文書を見せてきたそうだ。

　豪ごう商しよう会議とは、交易都市ハーヴェスタにおいて強権をほしいままにする大商人たちによって構成された、一種のカルテルである。

「なぜそんな……これほど上質なスパイスを扱あつかう店は他にないぞ！　ボンクラどもが！」

「ソウ言ッテ貰もらエルト嬉うれシイケド……」

　ベルの言葉に、店主は後うしろ髪がみを搔かきながら、

「マア……流レ者ハ立場弱イカラネ……」

「此こ処こがなくなると、余よも困る！　余の料理を待つ民たみも困る！」

「ワタシモ愛着アルケド、豪ごう商しよう会議ニハ逆ラエナイ」

「続けろ、余よの命令であるぞ！」

　店主は諦あきらめたように微ほほ笑えみながら首を振ふった。

「残念ダケド、無理ダヨ……新店てん舗ぽノ目め途どガ立ッタラ、オ知ラセスルカラ！　マタヨロシクオ願イスルヨ！」

　閉店サービスだと言って全品半額で売ってくれたのは助かったが、まったく嬉うれしくはなかった。スカイパレスへの帰り道、ベルは極きわめて不ふ機き嫌げんだった。鍋なべの底にこびり付いた、焦こげ付ついてしまったシチューのような苦々しい気分だった。

　……上層ギルド連盟……どういうつもりだ……！

　人間として暮らして十六年、それなりにこの都市と住人たちに、愛着を覚え始めていた。魔ま王おうであった頃ころには感じなかった、不思議にあたたかな気持ちだ。

　しかし今は、魔ま王おうの癇かん癪しやくが疼うずくのを感じていた。暴食王はグルメを邪じや魔まする者だけは許せないのだ。

「ヌウゥ……あのように上質なスパイスの店を潰つぶすとは……逆に潰つぶしてやろうか！」

　怒いかりのあまり魔ま力りよくが垂れ流しになり、髪かみの毛けは逆立ってしまうし、一歩ごとに石いし畳だたみがめくれあがってしまうし、どうにも抑おさえが利きかない。

　……このまま旧市し壁へき内まで行って、上層ギルドを潰つぶすか……豪ごう商しよう会議も……

　いや、そんなことをすれば、ママ殿どのとパパ殿どのにも迷めい惑わくが掛かかる……それに少なくとも、今のこの穏おだやかな環かん境きようは失われてしまうだろう。人間界の料理をいかんなく学び尽つくし、暴食王のターブル・ドットを甦よみがえらせるという夢が遠くなってしまう……

　美食を求め、終わりなき戦いに明け暮れていた魔ま王おう時代を思い出す。魔ま界かい海ツバメの巣を採りに行ったとき、襲おそってきた海かい魔まを殴なぐり飛とばしたら、次は集団でやってきて、全員を倒たおし終えた頃ころにはツバメの巣はボロボロに砕くだけてしまっていた……暴力とはそういうものだ。焦こげ付ついたフライパンよりも落としづらいのだ。

　同じ轍てつは踏ふみたくはなかった。戦いたいわけではない。魔ま界かいで美食を追い求めるには、戦わなければならなかっただけだ。では、どうすればいいのか……

　……と、そんな具合に怒いかりと悩なやみを抱かかえたまま歩ほを進め、どことなく煤すすけた路地裏を通とおり掛かかったときだった。

　ザッと風を揺ゆらして、行く先に人ひと影かげが立ちはだかった。

　夏の光を背後から受けて、濃こく長い影かげが伸のびてきている。その影かげを踏ふむ寸前で、ベルは足を止めた。

　それほど上うわ背ぜいはなく、スラリとした体形。マントのフードを深く被かぶっており人相はわからないが、こちらを意識しているとわかる。あまり好意的な気配ではない。

「……なんだ？　貴様は」

　怒いかりの後を引いたまま、ベルが威い圧あつ的に声を掛かければ、

「……ッ！　貴様……貴様こそっ……！」

　ギリリッ……奥おく歯ばを嚙かみ締しめる音が聞こえた。嚙かみ殺ころされた怒ど声せい。それでいて濁にごりのない、上質なコンソメスープのような。

　こやつ……女か？

「──貴様こそ、なんなんだあぁっ！」

　突とつ如じよとして気勢を爆ばく発はつさせ、人ひと影かげが突とつ進しんしてきた。ひるがえったマントの下に、軽装の甲かつ冑ちゆうが覗のぞく。

「むう……！」

　ベルは思わず呻うめいた。異常な速度だ。

　魔ま族ぞくであった頃ころは、あらゆる能力が魔ま法ほうによって底上げされていた。動体視力も強化されており、例えば飛んでいるハチの羽が重なった瞬しゆん間かんに一度につまむことも朝飯前だった。だが人間の肉体ではそうはいかない。ほとんど反応もできないうちに、間近に迫せまったフードの奥おくに、赤く輝かがやき殺意を湛たたえた双そう眸ぼうが覗のぞいた。

　急速に間合いを詰つめながら、人ひと影かげは右手を横に振ふった。むせ返るほどの魔ま力りよくが溢あふれて凝ぎよう結けつし、一ひと振ふりの剣けんが出現した。大の男でも持ち上げられるかどうか怪あやしいほどの肉厚の刃やいば。武ぶ骨こつなシルエットながら、柄つかは竜りゆうを象かたどった美び麗れいなものだ。

　──武装召喚サモン・アウトフイツツ！

　ベルは驚きよう愕がくしていた。

　己おのれの精神の形を武具として具象化させる、かなり高度な魔ま法ほうである。これを無む詠えい唱しようで行使できる者が、人間界にいるとは……魔ま法ほう学校で学んだ九年間では、耳じ目もくに触ふれることすらなかったというのに。

　……記き憶おくが疼うずいた。人間としてのではなく、魔ま王おうとしての記き憶おくが。あの威い風ふう堂どう々どうたる剣けんの拵こしらえには、確かに見覚えがあった。あの剣けんは……『竜りゆう剣けんアスタロン』！

「まさか……！」

　激げき突とつの瞬しゆん間かん、ベルは叫さけんでいた。

「貴様……アーシェなのか!?」













　　第二章　　四よん艶えん公こう、ご来店──誘ゆう爆ばくする香かおりの爆ばく弾だんレバーパテサンド魔ま界かい風ふう







「──アーシェか！」

　ベルの呼び声が路地裏の薄うすい影かげを打てば、今にも抜ぬき付けられようとしていた大たい剣けんがピタリと止まった。吹ふき付つけていた濃のう密みつな殺気が収まり、大きくひるがえっていたマントが収まっていく。

「！」

　フードの奥おくの赤い瞳ひとみが見開かれている。

　てっきり上層ギルドの連中が何かちょっかいを掛かけてきたのかと思っていたが……彼かの女じよはアースタ・ロット、ベルゼブブ直じき臣しんの高位魔ま族ぞく、四よん艶えん公こうのうちの一人であり、魔ま軍ぐんの騎き士し団長を務つとめる剣けん豪ごうだ。

　つまりは魔ま族ぞくということ。

「ま……まさか……陛、下……!?」

　アースタが言うのに、

「やはりアーシェか……」

　ベルは目を丸くしたまま言葉を続ける。

「驚おどろいたぞ、なぜ貴様が人間界に居る？」

「は……はっ！　そ……それは……当然、御おん身みを捜そう索さくし……」

　まだ呆ぼう然ぜんとした様子のアースタは、ふと言いかけた言葉を吞のみ込こんだ。赤い瞳ひとみでじっとベルを見つめてから、カッと見開いた。

「……ぬうッ！」

「どうした？」

「貴様ッ！　やはり人間ではないかッ！」

「……む？」

　人間となって久しいベルには実感のないことだが、魔ま族ぞくの魔ま法ほうに対する感覚は人間よりも鋭するどい。その瞳ひとみは魔ま力りよくの流れを看かん破ぱするのだ。

「変身の魔ま法ほうは使われておらぬ……と言うことは、貴様は人間ということだ！」

　かすかに震ふるえる声。

「うむ」

「そして……陛下は人間ではない！　導みちびき出される結論は一つ……」

　ビシッとベルを指差し、

「貴様は陛下の名を騙かたる偽にせ者ものということッ！」

　……そうだ、こういう娘むすめだった。アースタは武ぶに長たけ真面目だが、勘かん違ちがいをして突つっ走ぱしる傾けい向こうにある。

「いや、それがだな……」

「人間風ふ情ぜいが、陛下を騙かたるとは……人間風ふ情ぜいが……許せぬ……！」

　急速に高まる魔ま力りよく……

「おい、アーシェ……」

「人間風ふ情ぜいがあああぁぁぁーッ！」

「ぬうっ……！」

　放出される魔ま力りよくに、ベルは衝しよう撃げきすら感じて仰のけ反ぞった。

「ウオオオォォォーッ！」

　アースタは、鋼はがねの旋せん風ぷうと化しながら突とつ進しんしてきた。

　幅はばのない路地裏ではいかにも取り回しづらそうな得え物ものだったが、切っ先が閃ひらめくたびに左右の壁かべが破は壊かいされていき、剣けん先さきはまったくブレない。人間になってからこうして客観的に見ると、魔ま族ぞくというのはとんでもない種族だ。

「落ち着くのだ、アーシェ……」

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようや導どう作さを行う余よ裕ゆうはなかった。なんとか紙かみ一ひと重えで避さけられているのは、彼かの女じよの太た刀ち筋すじが素す直なおなことと、何度も傍そばで見てきた記き憶おくがあったからだ。

　それでも、かなりきわどい。

「貴様のその魔ま力りよくは、人間如ごときが扱あつかっていいものではない！　どうやって奪うばったのだ！　ハッそうか、貴様が勇者なのか！」

「だから今説明すると……」

「返せ、返せ、返せ、返せ、返せ！　今すぐ返せ！　私の陛下をォ、返せええぇっ！」

　一言ごとに繰くり出だされる苛か烈れつな攻こう撃げき、激しい動きにフードが跳はね除のけられて、魔ま族ぞくにしては年若い顔が露あらわになっている。プラチナブロンドの長ちよう髪はつを搔かき分わけ、側頭部からは渦うず巻まき状の角つのが突つき出だしている。印象的なルビー色の瞳ひとみには、澄すんだ涙なみだが浮うかんでいた。

「アーシェ、落ち着くのだ……っと！」

「死ね劣れつ等とう種族！」

「アーシェ……うっ！」

「黙だまれ死ね！」

「アー……くっ！」

「死ねえええええぇぇぇぇぇーッ！」

　──本当に話を聞かん！

　このまま交戦していては、せっかく市場で買った食材が破は壊かいされてしまうかもしれないではないか……許されないことだ。暴食王は食べ物を粗そ末まつにしない。

　やむを得ん……思い知らせてやるしかないようだな……

　ベルは振ふるわれる剣けんに対し、素す早ばやく買い物籠かごに右手を突つっ込こむと、中から取り出した物をかざした。フルーツである。

　──ザンッ！

　文字どおり岩をも切きり裂さく剣けんを、フルーツで防ぼう御ぎよなど不可能だ。だがベルは次々に食材を取り出し──ザンザンザンザンッ！

「そんなもので私の剣けんが防げるかーッ！」

　尚なおも繰くり出だされる攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えで回かい避ひしながら、ベルはシュバババと皿の上で作業をこなしてから突つき出だした。

「……フルーツロールだッ！」

「なにイイィィ!?」

　さすがにアースタも驚きよう愕がく。

「貴様、戦いながらロールケーキを作っていた、だと……！」

　生クリームやスポンジをどうやって作ったのかに至っては完全に謎なぞである。

「うむ、我ながら会心の出来……」

　ウットリしていたので反応が遅おくれた。

「くっ……こ、こんなもので止まるかーッ！　セイヤアアァーッ！」

　鋭するどい叫さけびと共に繰くり出だされた足そく刀とうが、ベルの胸部にめり込こんだ。

「ぐっふ──がっ！」

　肺の中の空気を吐はき出だしながら後方に蹴けり飛ばされる。咄とつ嗟さに魔ま力りよくでガードしたが、人間の肉体で無む詠えい唱しようでは限界があった。路地を形作る煉れん瓦が塀べいに背中から激げき突とつし、苦く悶もんに喘あえいでいるところへ、袈け裟さ切りに構えたアースタが迫せまる……

　ベルは屈くつしていた身を伸のばすと同時に、

「──クアアアアアアァァァァーッ！」

　悪あく魔ま的な咆ほう哮こうをあげた。同時に、その全身からおびただしい魔ま力りよくが噴ふん出しゆつする。

「……っ!?」

　気け圧おされたか、アースタの手が止まった一いつ瞬しゆんの隙すきに、

「こンの──」

　踏ふみ込こんで肉にく薄はく、

「アホウがあッ！」

　ズポォッ！　ロールケーキをアースタの口に丸ごと突つっ込こむ。

「も、もが……うも……！」

　間近、赤い目がパチクリした。

「食らえ！」

「も、うも……モグモグ……」

　ロールケーキが端はしから口の中に消えていく……

「武人らしからぬと内ない緒しよにしているが、貴様はスイーツが大好きだったな？」

「……ングッ！　お……おいひい……！」

　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやくアースタ。

「あ……甘あまさ控ひかえめのクリームが、数種類のフルーツの七色の味わいを見事に調和させ、それらをしっとりとした生き地じが包つつみ込こんでいる……あ、ああ……この味は……！」

　ベルは腕うでを組み、

「ふん、思い出したか？」

「……ま……まさか……陛下……？」

「だからさっきからそう言っておる！」

　憮ぶ然ぜんとして言うベルに、アースタは息を吞のみ、

「な……な……ななな、なぜっ！　なぜ人間などに！」

「さあな。だが余よは、暴食王のターブル・ドットを食うまでは滅ほろびぬ」

「う、う……ぁ……陛下っ……！」

　アースタは一いつ瞬しゆん喜びの表情を浮うかべたが、すぐにサッと顔を青ざめさせた。表情の豊かな娘むすめである。

「あああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　大たい剣けんをズシンと取り落とし、ワナワナと震ふるえ始める。

「今度はなんだ！」

「あ、あ、ああぁ……わ、私は、なんということを！　早とちりで、愛する御お方かたに刃やいばを向けてしまうとは……のおおおぉぉぉぉっ……！」

　両手で頭を抱かかえて悶もん絶ぜつしている。

「忙いそがしいな貴様……まあよい。心配をかけたようだな」

　さて、疑問は山ほどあるが、何から訊きくべきか？　ベルがしばし悩なやんでいると、

「──そのヒト、ひょっとして陛下だった？」

　背後から眠ねむたげな声が聞こえた。

　半はん身みに振ふり向むけば、いつの間にそこにいたのか、ショートパンツ姿の小こ柄がらな人ひと影かげがあった。黒のショートヘアの側頭部からは、角つのではなくネコ科動物の耳がピョコンと突つき出だしており、金こん色じきの目の虹こう彩さいは縦に大きい。

　アースタと同じく、見知った顔だった。

「貴様も来ていたのか、メフィ」

「お久しぶりです、陛下」

　ベルが声を掛かければ、娘むすめは胸に手を当てて礼をした。

　四よん艶えん公こうの一人、メフィ・フェレス。隠おん密みつ諜ちよう報ほうや攪かく乱らん工作、暗殺戦法などの搦からめ手てを得意とする。能力は非常に高いのだがムラッ気けで、気分が乗らない仕事はやりたがらない。

　ひたすら呻うめき続けていたアースタが、ハッと顔を上げた。

「メフィ……気付いていたのか？　この御お方かたが陛下だと！」

「まあにゃ。ニンゲンの青年が陛下を倒たおして魔ま力りよくを奪うばったって考えるよりは、そっちのが自然だし？」

「うぐっ……なぜそれを早く言わん！」

　メフィはニヤリと歪ゆがめた口元に片手を当て、

「その方が面おも白しろそうだったからに決まってるにゃ……やーい、怒おこられてやんのー」

「貴ッ様アァァァ！」
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　アースタは落とした大たい剣けんを拾い、猛もう然ぜんと切りかかった。メフィはヒラヒラと嘲あざけるようなステップで回かい避ひ。左右の壁かべがさらに崩くずれていく。

「やめんかッ！」

　ベルが怒ど鳴なると、アースタはビクッと動きを止めた。

「は……はひっ！」

「じゃれ合うのは後にしろ……今はとにかく、此こ処こを離はなれることが先決」

　路地の先に目を向けて神経を尖とがらせる。ハーヴェスタは中心地から離はなれるほど治安が悪くなる傾けい向こうにあるが、それでもあふれる財力でかなりの水準に保たれている。これだけ派手に暴れれば、じきに騒さわぎになるだろう。

「──魔ま王おう様の仰おつしやるとおりです。敵地だということを忘れてはなりません」

　冷然として硬こう質しつな響ひびきの声があった。夏の熱気がこもる路地裏に、サッと一いち陣じんの涼りよう風ふうが吹ふき抜ぬけたような感覚。

　続いて、

「衛兵さんたちぃ、たーっくさん、キテルわよぉ？　あんなの全部相手にしてたらぁ……コワレちゃうか、も？」

　ねっとりと絡からみ付つくような、笑えみを含ふくんだ声。

　まさしく水と油……料理に例えるなら、前者は魔ま法ほう式冷蔵庫でキンキンに冷やしたガスパチョ、後者は具材がドロドロになるまで煮に込こんだ濃のう厚こうなビーフシチューあたりか。

　路地の向こうから歩いてきた二人の姿も、まったくそのままの印象だ。

　一人はアイスブルーのボブショートに、それより少し深い青の瞳ひとみ、内巻きの角つのは左右から額を覆おおい、そういう形状の冠かんむりのように見える。青を基調とした服装もキッチリしており、襟えりにはタイ、ベストにタイトスカート。

　もう一人は、赤あか錆さびの色に波打つ髪かみに、奈な落らくの色の瞳ひとみ。その奔ほん放ぽうな性格を表すかのように、角つのは左右に広く突つき出だしている。胸むな元もとと背中が大きく開あいた深しん紅くのドレス、背中からは皮ひ膜まくの翼つばさが身体からだを抱だくように広がっている。薄うすく微ほほ笑えむ唇くちびるに指を当てた姿勢が煽せん情じよう的てきだ。

「……フルーレ、ルキ、お前たちもか」

　ベルは眉まゆを寄せる。

「御ご無ぶ沙さ汰たしております、我わが王」

「はぁい、魔ま王おう様……うふふ、随ずい分ぶん可愛かわいくなっちゃったのねえ？」

　四よん艶えん公こうの残り二人、フルーレ・ティーとルキ・フグスであった。フルーレは由ゆい緒しよ正しき魔ま貴き族ぞくの家系。ルキは家いえ柄がらはそれほどでもないが商才があり、財力で今の地位を築いた叩たたき上あげの女じよ傑けつだ。

　四よん艶えん公こう、人間界にそろい踏ぶみであった。彼かの女じよたちが一体どのような経けい緯いでやってきたのか、ベルには想像がつかない。色々と訊きかねばならないだろうが、衛兵が来ているとあれば後回しだ。

「──我らが王、いと高き館の主よ」

「む……」

　アースタが朗々と口にした途と端たん、周囲の空気がピリッと緊きん張ちようした。四人がその場で軽く膝ひざを折る。

「どうか御命じください、迫せまりくる人間どもを打ち滅ほろぼせと。我ら主君の剣けんとなり──」

「ならぬ」

　ベルが即そく答とうしたので、全員が顔を上げた。アースタは続く言葉をゴクンと吞のみ込こみ、

「……は？」

「戦ってはならん。貴様ら、今すぐ人間に変身しろ」

「に……人間に、変身っ!?　高位魔ま族ぞくたる我らがですか!?」

　魔ま族ぞく的なプライドからすれば、屈くつ辱じよく的なことだろう。グルメ以外のことはそれほど気にならないベルが異質なのだ。

「王命だ。目立ってはならぬ……メフィ、余よの店の場所はわかるか？」

　声を掛かけられたメフィは、猫ねこ目をきらりとさせ、

「当然」

「よし、では余よは先に戻もどる。貴様らは気付かれぬように裏口まで来い。招き入れたら中に入るのだ。よいな」

「あ、あの……ベルゼブブ様……」

　アースタがおずおずと言うのに、

「くれぐれも騒さわぎは起こすな。アーシェ、貴様は特に注意しろ」

「は……ハッ！　畏かしこまりました、騒さわぐ者は私が厳げん罰ばつに処します！」

「いや、そうじゃないでしょ……キミが騒さわぎを起こすから気を付けろって意味にゃ。まったくアースタはバカにゃ……」

「きっ……貴様アァァァ！」

「アーシェーッ！」

「はッ、はひィ！」

「言ってる傍そばから騒さわぐな！　フルーレが言ったとおり、貴様らにとって此こ処こは敵地だ。軽はずみな行動は慎つつしめ！」

「は、はひ……」

「……貴様を失いたくはない」

　臣下として、という意味だったのだが、きゅん！　という謎なぞの音がして、アースタの頰ほおが赤く染まった。乙女おとめ特有の輝かがやきが両目に宿る。

「へ、陛下……！」

　ベルはもう背を向けている。

　衛兵たちと鉢はち合あわせないように路地裏を大回りして、スカイパレスへと戻もどった。

「──むぐっ……お、お帰り二代目……！」

　なぜかアドニスは厨ちゆう房ぼうに居た。

「ングッ……べ、別につまみ食いとか、してないぜ！　モグモグ……」

　普ふ段だんなら苛か烈れつに追つい及きゆうして金を払はらわせていただろうが、今日のところは勘かん弁べんしてやる。今はそれどころではない。後でツケに加えておこう。

「留守番ご苦労だったな、もう帰っていいぞ」

「え……いや、オレどうせ夕食も此こ処こで食うし、それまで居ようかなって……」

「仕し込こみの邪じや魔まだ」

「いやいや、どうぞお構いなく。隅すみっこでジッとしてるから」

　厨ちゆう房ぼうからそそくさと出てきて、カウンターに落ち着こうとしているので、ベルは回り込こんで阻そ止しした。

「か、え、れ！」

「えー、店番もしたのに……」

　全体重でグイグイと玄げん関かんに向かって押おしながら、

「出入り禁止にされたいか？」

「ヒッ!?　すみません！」

　外へと突つき飛とばして、バタンとドアを閉じた。

　やれやれ、暇ひまなのか？　困った大人だ。

「……行ったか」

　窓からこっそり覗のぞき、アドニスが遠ざかるのを待ってから裏口へと向かった。

　果たして四人は、スカイパレスの壁かべに背を預けるように、身を潜ひそめながら立っていた。全員服装は変わっていないが、角つのや翼つばさなど、魔ま族ぞくの徴しるしは消えている。ベルが顔を覗のぞかせると、一いつ斉せいにこちらを見てきた。

「入るがよい」

　様々な客層が訪おとずれるスカイパレスだが、魔ま族ぞくの客は流石さすがに初めてだ。
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　ベルと四よん艶えん公こうが去った後、静けさを取とり戻もどしたかに思われた路地裏の中空に、突とつ然ぜんバチバチとスパークが奔はしった。

　空間が歪ゆがみ、その向こうから現れた人ひと影かげが、荒あれた石いし畳だたみにフワリと着地する。魔ま神じんの神官服に、常にしわの寄った眉み間けん、神経質そうな顔立ち……魔ま軍ぐんの軍師アゲイトだ。

　鋭するどい視線を周囲に配り、

「……この辺りで、暴食王様の魔ま力りよくが感じられた気がしたが」

　四よん艶えん公こうに置いていかれてしまったのである。

　魔ま軍ぐん内での立場は一応同格のはずだが、アースタとフルーレには家いえ柄がらで負け、ルキには金の力で負け、メフィはそもそも身分など全く気にしない性格で、何かと心労が絶えない。

　なぜワタシだけ扱あつかいが軽いのか……いやいや、腐くさっている暇ひまはないぞ。一刻も早くベルゼブブ様を連れ戻もどし、再び玉ぎよく座ざに着いていただかなければならぬ。魔ま界かいは今、大変なことになっているのだから……

「──う、うわあァッ!?」

「ん？」

　素すっ頓とん狂きような声が聞こえたので目を向けると、鉄てつ兜かぶとに革かわ鎧よろいを着て槍やりを手にした男が、恐きよう怖ふと驚おどろきの表情を浮うかべて立っていた。

「ま、魔ま族ぞくが……本当に……!?」

「……ほう、人間か」

　アゲイトは口くちの端はしを邪じや悪あくに歪ゆがめた。人間と話すなど虫むし唾ずが走るということを除けば、情報源としてはタイミングがいい。

　攻こう撃げき魔ま法ほうをスタンバイ、魔ま力りよくを宿して輝かがやく右手を向け、殺気を放ちながら言う。

「おいキサマ、死にたくなければ答えろ」

「うっ……ま、魔ま法ほう……！」

「この辺りで、強大でありながら美しく、傍そばに侍はべることに自然と喜びを感じる、王の中の王の中の王……そんな御お方かたを見なかったか？」

　語っているうちに思い出してきて恍こう惚こつとしてくる。

「お……おい、こっちだーッ！　居たぞ！」

　会話になっていなかった。

　人間が背後に向けて叫さけぶが早いか、複数の足音が近付いてきた。

「ふん、無む駄だなことを……」

　アゲイトは嘲あざ笑わらった──雑ざ魚こが何人集まったところで、高位魔ま族ぞくの敵ではない。

「居たのか？　本当にか？」「うわっ！　本物の魔ま族ぞくだ！」「おい気を付けろ、強力な魔ま法ほうを使うぞ！」

　──雑ざ魚こが何人集まったところで……

「どうして町の中に魔ま族ぞくが！」「てっきり目もく撃げき者の見み間ま違ちがいかと思ってたが……」「支給品の、魔ま法ほう抵てい抗こう力りよくアップの符ふを使え！」「それに、付ふ与よ魔ま法ほうの符ふもだ！」「強力な魔ま力りよく防ぼう壁へきがあるからな！」「油断するなよ！」「これは訓練ではない、繰くり返かえす、これは訓練ではない！」

　──雑ざ魚こが何人……

「通してくれ、銃じゆう士し隊が到とう着ちやくした！」「傭よう兵へい団もじきに来るぞ！」「冒ぼう険けん者しゃギルドと魔ま術じゆつ師しギルドにも連れん絡らくしろ！」「騎き士し団だんは動くのか？」「今連れん絡らくが行っている！」「囲め囲め！」「絶対に表通りに出すなよ！」「住民を避ひ難なんさせろ！」

　……アゲイトはサッと踵きびすを返かえすと、全速力で走り出した。

「多い多い多い！」

　アゲイトは元々戦せん闘とう向けの魔ま族ぞくではない。それでも万ばん全ぜんの状態であれば百人程度なら相手できただろうが、悪いことに最高位の転移魔ま法ほうを使った直後で魔ま力りよくが残り僅わずかだった。次元転移は高位魔ま族ぞくにとっても容易たやすいものではない。

　この異常な対処の早さ、厳重な警備の原因がアースタであることを、アゲイトには知る術すべがない。

「──ヌ、グァッ!?」

　乾かわいた炸さく裂れつ音おんが連続し、衝しよう撃げきに身を仰のけ反ぞらせた。

　ぞくぞくと集まってきている人間たちのうち、銃じゆう器きを構えた一団があり、ずらりと並んだ銃じゆう身しんからは白はく煙えんが上がっていた。撃うたれたのだ。銀の弾だん丸がんだったようで、常時発動の魔ま力りよく防ぼう壁へきを容易たやすく貫かん通つうしてきた。

「くっ……お……お、のれ……！」

　よろめきながら振ふり向むき、攻こう撃げき魔ま法ほうを放とうとしたアゲイトに、さらに数発の弾だん丸がんが撃うち込こまれる。

「ぐっ！　がはっ！　ぐふっ！　ぶべっ！」

　まるでダンスでも踊おどっているかのようによろめき、

「……に……人間、ども……めが……！」

　怨えん嗟さの言葉を紡つむぎながら地面へと倒たおれていく途と中ちゆう、その身体からだがボッと青白い炎ほのおに包まれ……次の瞬しゆん間かん、ドバァンと爆ばく発はつを起こした。地を揺ゆさぶるほどではないが、鼓こ膜まくが痛くなる程度の轟とどろきである。

「うわ、なんだ!?」

「ひえェーッ！」

　人間たちから悲鳴が上がった。距きよ離りがあったので巻まき込こまれた者はいない。

　悲鳴の波が収まっていき、緊きん迫ぱくした静せい寂じやくを挟はさんでから、誰だれかが呟つぶやいた。

「……や……やった……か？」

「お……お……うおおッ、やったぞ！」

　ざわめきが広がっていき、弛し緩かんした空気が漂ただよい始める。

「すげえ、まさか倒たおせるとは……死を覚かく悟ごしたぜ」

「最後に自じ爆ばくとか洒落しやれにならんぞ……」

「どうして町中に出たんだろう？」

　魔ま族ぞくは人類にとっての大敵、恐きよう怖ふの対象だ。生活圏けんに現れたというのは大事件であり、その上で大した被ひ害がいも出さずに倒たおせたという安あん堵どは、非常に大きかった。

　……だから、誰だれも気付けなかったのだ。

　派手な爆ばく発はつによって天高く吹ふっ飛とんだアゲイトの首が、どこかの庭の植うえ込こみにガサガサと落下していたことに。

「……クッ、人間どもめ！」

　ギリリッと奥おく歯ばを鳴らす生なま首くび。

「あれ以上攻こう撃げきを受けてしまっていたら……あやうく気持ちよくなってしまうところだったではないか……！」

　生なま首くびをブンブンと振ふり、

「い、いやいやいや、いかんいかん、ワタシを痛めつけていいのは魔ま王おう様だけだ……ああ、魔ま王おう様……！」

　アゲイトは、新たな扉とびらを開きつつあった……







　ベルはカウンターテーブルの内側に立ち、四よん艶えん公こうの面々と向かい合っていた。右からアースタ、メフィ、フルーレ、ルキの順に腰こし掛かけている。

「……なるほどな」

　あらましを聞き終え、ベルはしみじみ頷うなずいた。

　魔ま王おうベルゼブブが倒たおされたあの日、魔ま王おう城へと向かっていた四よん艶えん公こうたちは、道中でそれぞれ襲しゆう撃げきを受けていたそうだ。勇者たちは周しゆう到とうだったらしい。

　四よん艶えん公こうが足止めされている間に、魔ま王おう城に最初に入城したのは、当時魔ま界かいでナンバー２の地位にあった堕だ天てん使しの盟主、ルシファーだった。四よん艶えん公こうを差し置いてベルゼブブの葬そう送そうを行い、城仕えのインプたちの証言から暗殺者が人間だとわかると、報復のために人間界を侵しん略りやくすべきだと高らかに主張した。それが亡なき王の遺志を継つぐことでもあるのだ、と。

「──魔ま界かいは今、荒あれに荒あれています」

　フルーレが説明する。

「王座を狙ねらう者は何人かいますが、やはりルシファーが最大勢力です。魔ま王おう様の遺志を継つぐといち早く宣言したのが、高位魔ま族ぞくたちの支持を集めたのでしょう」

「ふむ……あやつか……」

　ベルは顎あごをさする。ルシファーについては印象が薄うすい。グルメに関わること以外には、極力脳のう細さい胞ぼうを使わないのだ。ぼんやりと思い出すのは、何度か『食事のことしか考えていない暗君』と非難されたことだ。相手をするのも面めん倒どうだから食事のことを考えていたが。

「陛下に逆らっていたくせに……あざとい奴やつ！」

　アースタが握にぎり拳こぶしをダンッとテーブルに叩たたき付つけたので、ベルは目を剝むいた。

「やめろ！　傷になったらどうする！」

「えっ……」

　きゅん、という謎なぞの音がして、アースタの頰ほおが赤く染まった。胸の前で両手を重ね、

「へ、陛下が……私の手を心配してくださった……？」

　当然心配したのはグルメの舞ぶ台たいたるテーブルの方だが、わざわざ突つっ込こみはしない。

　メフィが口を開く。

「ボクら、陛下の御ご遺い体たいも拝見していないのですよ。死んだなんて信じられなくて、あれからずっと捜さがしていたのです……」

「そうか……よく見付けたものだ」

　ベルが感心して言えば、アースタがいきなり立ち上がった。

「それこそ私が陛下を想おもう、愛の力です！　ラブパワーッ！」

「わかったわかった……」

　アースタのことは小さな頃ころから知っている。彼かの女じよの言動を逐ちく一いち訂てい正せいしていては、話が先に進まない。

　フルーレが淡たん々たんと答える。

「人間界に放っていた斥せつ候こうたちが、魔ま王おう様の魔ま力りよくに似た波動を感じると噂うわさしておりました。そこで我々も、定期的に探知魔ま法ほうを走らせていたのです……しかし、まさか人間に生まれ変わっておられるとは」

　なるほど……しばらく目立たないようにしていたから探知されなかったが、スパイス屋の件で発散させた怒いかりの魔ま力りよくが引っかかったか。

　斜はすに腰こし掛かけたルキが、豊満な胸をたぷんとテーブルに乗せるように身を乗り出した。

「ほぉんと、見付かってよかったぁ……魔ま王おう様以外に仕えるなんて、あたしイヤァよ？」

　アースタが鼻を鳴らす。

「よく言う。ルシファーに取り入ろうとしていたくせに」

「アハッ！　演技に決まってるじゃなぁい！　あたしは商人だからぁ、お金になりそうなカモにはツバ付けとくのよぉ」

「いやらしい……！」

「んふふ、ウブなアースタちゃんには、わからないかしらぁ？」

「わかりたくもないな！」

　そんな二人のいがみ合いを、ベルは懐なつかしく感じていた。一晩寝ねかせたカレーのようなコクが胸に広がる……そして、そんな自分に少しばかり戸と惑まどっていた。食べること以外に心動かされた覚えはなかったのに。人間に生まれ変わったせいで、情じよう緒ちよ的になってしまったのかもしれない。

「ルシファーは我々を、主君を助けられなかった無能と公言しています。魔ま王おう様を殺したも同然だと」

　そう語るフルーレの口調はやはり冷静だったが、表情には薄うすく不快感がにじんでいた。普ふ段だんが無表情な分、細かい変化でも目立つ。

「アイツにだけは言われたくないね」

　メフィがつまらなさそうに言葉を継つぎ、

「冗じよう談だんじゃないわよぉ、あたしの財産も没ぼつ収しゆうするとか言ってさぁ……誰だれであろうと、金庫には手は出させないわ！」

　ルキが珍めずらしく声を荒あららげる。

　アースタは悔くやしげに唇くちびるを嚙かむと、

「……しかし、間に合わなかったのは事実」

　そのことで彼かの女じよが、どれほど悩なやみ苦しんだか……想像するには余りある。

「……だが奴やつは、陛下の御お命いのちを自分の出世の道具にしている！　それは許せん！」

　カウンターに両手を突つき、ぐっとベルに顔を寄せ、

「陛下、すぐ我々と共に魔ま界かいへ戻もどりましょう！　今度は……今度こそは！　必ず私がお守り致いたしますので！」

　ベルは一いつ瞬しゆん目を閉じた。

　腰こしに手を当てて顔を上げる。

「なるほど、事情はわかった。では、貴様らにこの暴食王が命ず……」

「は……はっ！」

　一同に緊きん張ちようが奔はしる。何を命じようと言うのか？　話の流れ的に、ルシファーとの全面戦争もあり得るだろう。

「味見をするのだ！」

「……え？」

　ベルはアースタから三人へと順じゆん繰ぐりに視線を向けながら、

「丁度よい。試ためしてみたいレシピの構想があったのだ」

「あ……あの？」

「昼飯はもう食ったのか？」

「い、いえ……それどころではなかったので……」

　アースタの言葉に、四人は訝いぶかしげに顔を見合わせる。

「なおさらよい。しばし待て」

　脇わきに置いてあった買い物籠かごを片手に、カウンターの左手奥おく、厨ちゆう房ぼうスペースへと足を向ける。

　前々からやってみたかったのだ。魔ま界かい風の味付けを。

　人間に生まれ変わって初めて気付いたことだが、魔ま界かいの食材は人間界のものに比べてちょっと臭くさい。食べられないような臭くさみではなく、発はつ酵こう食品のような。

　原因を考えてみたところ、瘴しよう気きと呼ばれる弱毒性の気体が充じゆう満まんしているせいではないか？　との結論に至った。この瘴しよう気きは魔ま法ほう由来のもので、取とり込こむほど体内の魔ま力りよくが高まる。だから魔ま族ぞくは瘴しよう気きの濃こい場所に居を構えたり、修しゆ行ぎようと称しようして籠こもったりする。魔ま力りよくを取とり込こもうとする習性から推察するに……すなわち魔ま族ぞくは、臭くさみのあるものを好むのでは？

　丁度いい試食役が四人もいるのだ、試ためさない手はないだろう。

　……と、厨ちゆう房ぼうのまな板の上に、魔ま法ほう式冷蔵庫に入っているはずのレバーパテがなぜか出ていた。ちょっと切り分けられている……

　ベルは頰ほおをひくつかせ、

「……アドニスめ」

　清潔第一の厨ちゆう房ぼうに、勝手に入るのは許せないことだ。後で猛もう烈れつに叱しかっておきツケに上乗せしてこき使うとして、今日はこれを使ってみよう……

　今しがた買い出してきた食材を仕分け、生ものを魔ま法ほう式冷蔵庫に入れた。丁てい寧ねいに手を洗っているところを、四よん艶えん公こうたちが覗のぞき込こんできた。

「……陛下？」

　そっと掛かかるアースタの声に、振ふり向むかずに返す。

「なんだ」

「何をなさっているのですか？」

「此こ処こは食堂、余よは料理人、やることは一つだろう」

「そ……そんなッ！　このようなときに！」

「馬ば鹿か者もの、このようなときだからこそ……料理だ！」

「このようなとき、だからこそ……ハッ！」

　アースタが目を見開いている。

「そ、そうかっ……腹が減っては戦いくさはできぬと！　さすがは陛下……私ごときの浅せん慮りよでは到とう底てい及およびもつかないスケール……！」

　適当に言っただけだが、アースタは何やら感かん銘めいを受けているようだ。

「にゃああっ！　陛下のお料理？　楽しみ！」

　メフィの明るい声に続き、フルーレの溜ため息いきが聞こえた。彼かの女じよは何かを察したようだ。昔からよく気が付く娘むすめだった。

「あらぁ……あたし、人間の料理は好みじゃないんですよぉ……せっかくですけどぉ」

　ルキが言う。流石さすがは大商人、魔ま界かいでは手に入りづらい人間界の味を知っているのか。

「まあ待っておれ！」

　一いつ喝かつし、手で追おい払はらう仕草。

　調理に集中していく。とはいえ、それほど繊せん細さいなものではない。

　バゲットを二本を取り出し、パン切り包丁を入れる。ザクリッと軽かろやかな手ごたえ。太陽の薫かおり、焼き上げられた小麦の芳こうばしい香かおりがあふれる。上下それぞれにバターを塗ぬり、上半分にレタス、オニオンスライス、オリーブ。下半分には粒つぶマスタードを少々。

　ここでスカイパレス特製、田舎いなか風のパテの出番だ。網あみ脂あぶらで包つつみ込こまれた豚ぶたレバーと鶏にわとりレバーの風味は、臭くさみを臭くさみであると感じられるギリギリのラインに抑おさえ込こまれ、一線を越こえそうで越こえない、危あやうい旨うま味みへと昇しよう華かしている。痛みと快楽の関係に似ているかもしれない。

　厚めにスライスしたパテを、下半分に乗せる……

「──フォフォフォ……フォハハハハッ……！」

　ベルは昂たかぶりのままに哄こう笑しようした。唾つばを飛ばさないように気を付けながら。

　味わうがよい……暴食王の料理を！

　買い付けてきた食材のうちの一つ、爆ばく弾だんトリュフを手に取った。水を含ふくませた布ふ巾きんで汚よごれを落とし、ペティナイフでスライスすれば、ボンッ！　と芳ほう香こうが爆ばく発はつした。酔よいそうなほどの香かおりが厨ちゆう房ぼうに満ちる。

　本来、トリュフの香かおりが最も強くなるのは冬であり、すなわち旬しゆんは冬ということになるが、この爆ばく弾だんトリュフは夏に食す。冬の爆ばく弾だんトリュフは香かおりが強すぎて、切った瞬しゆん間かんに半径30ｍ圏けん内ないの人間が昏こん倒とうするからだ。まさに爆ばく弾だんである。

　生のスライスを数切れパテの上に乗せ、バターで軽くソテーし風味を際きわ立だたせたものをその上に重ねてから、調味料をふる。上下で具材を部位を挟はさみ込こんで……

　──完成だ。

　よし、出す前に味見を……ムシャ……

「グッパァッ！」

　思わず変な声が出た。口の中が爆ばく発はつしたかのようだ。

　美う味まい……美味すぎる！　これは香かおりの足し算……いや、掛かけ算ざんだ！　二つの強力な個性が潰つぶし合うことなく調和しているさまは、奇き跡せきの共演といってよい。狙ねらった以上の美味さだ……最高に良い出来だぞ、これはッ！

　よし、もう一口……ムシャ……

「ンッグオァ……！」

　たまらぬゥ！　おいッ！　これを作ったシェフを呼べ……おっと、余だった！

　よし、もう一口……

「ハッ!?」

　いかん！　このままでは全部食べてしまいかねん！　危ない危ない……

　切り分けて四つの皿に盛りつけ、片かた腕うでに二皿ずつ乗せて戻もどった。

「──待たせたな」

　調理中、ホールにまで香かおりが届いていたことだろう。

「ゴクリッ……あの、これは？」

　アースタの表情、内心いけないと思いながらも、期待してしまっているのがありありとわかる。はしたない光が両目に輝かがやいている。

　四人の前に皿を並べながら、

「誘ゆう爆ばくする香かおりの爆ばく弾だんレバーパテサンド魔ま界かい風ふう、だ」

「にゃんにゃ！　ニャンにゃにゃにゃニャッ！」

　メフィは何を言っているか既すでにわからない。野性を解放させ過ぎてしまっており、口からはダラダラとよだれが溢あふれている。

「あ、あぁぁん……なに、この香かおり？　イッちゃいそうぅっ……！」

　ルキはビクンビクンしている。

「……食器は、どうすれば？」

　フルーレは相変わらずの無表情……かと思いきや、頰ほおがかすかに上気しているのが見て取れた。やはり変化が目立つ。

「王命だ、かぶり付け。それが一番美う味まい」

　メフィとルキは気にしないだろうが、由ゆい緒しよある魔ま貴き族ぞくのアースタとフルーレは抵てい抗こうがあるだろう。だから命令だと言った。マナーをないがしろにしたいわけではないが、料理にはそれぞれに相応ふさわしい食べ方があるものだ。

「は……ははっ！」

「にゃう！」

「……了りよう解かいしました」

「あぁん……どきどきするぅ……！」

　四人は両手でサンドを持ち上げ、はむっと嚙かみ付ついた……瞬しゆん間かん、時間が停止し……直後、爆ばく発はつする！　爆ばく発はつするのだ！

　獣じゆう性せいを解き放ったメフィが最速、ルキ、フルーレがほぼ同速度。意外にもアースタが一番遅おそい。一口ごとに背筋をピーンと伸のばして、身み悶もだえしているからだ。

「──うんっまああぁあぁあぁぁぁ！」

　娘むすめたちの頰ほおは紅潮し、身体からだの内側から炸さく裂れつする爆ばく発はつ力りよくで、服がはだけられていた。まるで爆ばく撃げきを受けたかのように……

「んくっ……ね、ねえ魔ま王おう様ぁ……このレシピ教えてくださいませぇん……？」

　ルキが蕩とろけきった表情で言う。

「なぜだ？」

「これぇ、魔ま界かいで売ったら大おお儲もうけできると思うんですよぉ……！」

　商人魂だましいに火が点ついてしまったらしい。

「あ、でもぉ、そうすると人間界の食材が必要だからぁ、交易ルート確保しないとぉ……次元間貿易かぁ……」

　ルキがブツブツ言っている中、気になったのはアースタの手が止まっていることだった。

「……ん、どうしたアーシェ、口に合わんか？」

「はっ!?　い、いえ！　美味です！　コクが凄すごいです！　その……コクが！」

　語ご彙いが少ないのだ。

「なぜ食わん？」

「いえその……陛下が作って下さったかと思うと、勿もつ体たいなくて食べられず……」

「食わん方が勿もつ体たいなかろうが」

「は……どうにかして保管し、家宝にしようかと……悩なやんでおりました」

　ベルは呆あきれ顔がお。

「またいつでも作ってやる。食え」

　きゅん、という謎なぞの音がして、アースタの頰ほおが赤く染まった。

「い、いつでも……!?　私のために、いつでも料理を作って下さる……そっ……そそ、それはもしや……プッ、プロ、プロポ……！」

「いいから──」

　アースタの手からサンドをもぎ取り、

「食わんか！」

　ズッポオォッ！　口に突つっ込こんだ。

「もが……もぉが……う、うもっ……！」

「ほら言え、言ってしまえ。自分の気持ちに正直になるがよい……」

　耳元で甘あまく囁ささやく元魔ま王おう。

「う、ううぅっ……うっ！」

　ほんの一いつ瞬しゆん耐たえたものの、アースタはガッと両手でサンドを摑つかみ、

「うまあああぁぁぁぁぁいいいぃぃぃぃ！」

　アースタが爆ばく発はつ的な勢いで食べ始め、ベルはウンウンと頷うなずく。

　快楽堕おちする女おんな騎き士しを横目に、フルーレが楚そ々そとハンケチで口元を拭ぬぐいながら言った。

「……魔ま王おう様、しばらく魔ま界かいにお戻もどりにならないつもりですね？」

　ベルは口くちの端はしを上げた。

「わかったか」

「はい」

　フルーレはやはり、よく気が付く。料理を食べてベルが今何をしているか、何がしたいのかを悟さとったのだろう。

「えっ!?　どッ、どういう意味です……がはっ、ごほっぐふぐっ、うへェ……！」

　アースタが驚おどろきのあまりむせている。

　ベルは四人の皿を下げると、洗い場で洗い始めた。旧市し壁へき外の下層区域ではまだ手て押おしポンプ式の井い戸どが主流だが、スカイパレスには上水道が引かれていた。水は料理の命とのことで、ギルド横丁の皆みなで設置してくれたのだ。

「あ、洗い物ならこの私が！」

　慌あわてて立ち上がったアースタを片手で制し、

「余よは今、人間界の食材と料理を研究しておる」

「は、はあ……」

「魔ま界かいの食と人間界の食、この二つを組み合わせ、前ぜん人じん未み到とうのグルメ領域への扉とびらを開かんとしておるのだ。魔ま界かいの政情まで手が回らんわ」

　愕がく然ぜんとするアースタ。

「そんな……このままでは魔ま界かいはルシファーの手に落ちてしまいます！」

「構わぬ」

　ベルは引き続き、ディナータイムに向けての仕し込こみを始めた。なんだかんだ時間を食ってしまったので、急がなければならない。

「う……うう……！」

　アースタは救いを求めるように同どう僚りようたちを向いた。

「……み、皆みなからも、ほら！　陳ちん情じようするのだっ！」

　フルーレはすました顔で、

「こうなっては何を申し上げても無む駄だです。貴女あなたも知っているでしょう？」

　メフィは満腹になって眠ねむたくなったのか欠伸あくびをしつつ、

「陛下は、そういう御お方かただからね」

　ルキは胸を揺ゆらしながら肩かたを竦すくめ、

「ルシファーは何とかしたいけどぉ……魔ま王おう様を説得するのってぇ、難しいわよぉ？」

「ぐっ……なんだこの、私が一番わかってないみたいな流れ……！」

　アースタはたじろぐと、包丁の音色をリズミカルに刻んでいるベルを向き直った。

「……ベルゼブブ様っ！　恐おそれながら！」

　ダーンと机に手を突ついて、

「民たみは貴方あなた様さまを望んでおります！　誰だれよりも強く！　気け高だかく！　優やさしき王の再来を！」

「余よの優やさしさとは、グルメにのみ注がれるものだ」

　アースタ以外の三人が、うんうんと頷うなずいている。

「そんなことありませんっ！」

　大体いつもうるさいアースタが、一ひと際きわ強く言い放った。胸に手を当てて必死に訴うつたえる。

「貴方あなた様さまは優やさしき御お方かたです！　このアーシェは存じております！」

「……何と言おうと戻もどらぬ」

　ベルは弱火になってきているかまどに新しく薪たきぎを入れながら、

「貿易都市の料理人という、またとない環かん境きよう、手放すつもりはない。今やこの店が、余よにとっての魔ま王おう城なのだ」

　途と方ほうに暮れたような静せい寂じやくが舞まい降おりた。

「へ、陛下……」

　そのとき、玄げん関かんのドアがバンと乱暴に開かれた。

　アースタが瞬しゆん間かん的に構えを取り、フルーレとメフィは腰こしを浮うかせ、ルキは座すわったまま尻しりをずらして振ふり向むく。

　入ってきたのは三つの人ひと影かげだった。仕立ての良いい外がい套とうを羽は織おった七三分けの男を先頭にして、剣けんを佩はいた軽けい甲かつ冑ちゆう姿の屈くつ強きようそうな男が二人、後ろに控ひかえている。様々な客層が訪おとずれるスカイパレスにとって珍めずらしい風ふう貌ぼうでもないが、見ない顔ではある。新規の客だと思われた。

「悪いがまだ支し度たく中だ」

　ベルは厨ちゆう房ぼうから迎むかえに出ながら言う。

「店内で待つか？　それでも構わんが……」

　七三分けの男は、なめるような視線を周囲に這はわせてから、ベルへと向けた。

「……店主のジンさんは、どちらかな？」

　ディナーを楽しみに来たにしては、固い口調だった。武装した二人にもくつろいだ雰ふん囲い気きはない。微び動どうだにせず男の左右を守っている。無む駄だ口ぐちをたたく様子もなかった。

「今は居ない。余よが代理だ」

　男はジロジロとベルを見る。

「あなたが息子むすこさん？」

「そうだ」

「ふむ、お若いですな……」

「若かろうと、貴様を料理で唸うならせることは容易たやすい」

　てらいもなく言うベルに、男は喉のどの奥おくで笑った。粘ねばり気けのある笑い声だった。

「いいねえ、その根こん拠きよのない自信。若者の特権だ……そちらの四人はお知り合いで？」

　カウンターテーブルを顎あごで示して言った。アースタは肩かた幅はばに足を開いて威い風ふう堂どう々どうと立ち、フルーレは半はん身みになって油断なく視線を配り、メフィはなにやら楽しげで、ルキは一人座すわったまま頰ほお杖づえを突ついている。

　ベルはやや思案した。

「こやつらは……うむ、そうだな……給きゆう仕じ係だ」

「なるほど、景気がいい」

「なんだ貴様らは？　客ではないのか？　なら今すぐ帰れ。相手をしている暇ひまはない」

　そう言われると、男はもう一度笑い、おもむろに懐ふところから書状を取り出した。筒つつ状じように巻かれたそれを両手で上下に開いて見せつけながら、咳せき払ばらいをして声を張る。

「上層ギルド連盟の書記、カーネル・コリンズだ。豪ごう商しよう会議の名に於おいて、ダイナー・スカイパレスに営業停止処分を申もうし渡わたします。早々に明あけ渡わたしなさい」







　　　Ψ







　赤みを帯び始めた空を見上げながら、アゲイトは途と方ほうに暮れていた。植うえ込こみにめり込こんだままである。

　圧あつ倒とう的てきに魔ま力りよくが足りなかった。

　自然回復量だけでジワジワと再生しているが、四し肢しどころかまだ胸部さえ戻もどっていない。魔ま界かいなら呼吸で追加摂せつ取しゆできるため、もう少し早いのだが。

　……四よん艶えん公こうたちはもう、魔ま王おう様を見つけているだろうか？　気ばかりが焦あせる……いずれにせよ、人間に見つかったらまずい状じよう況きようだ……

　悪いことに、足音が聞こえた。ガサガサと下草を搔かき分わける音も。

「く……！」

　アゲイトは魔ま軍ぐん師したる脳のう細さい胞ぼうをフルに回転させた。ろくに動けず、魔ま力りよくもない……この窮きゆう地ちを切きり抜ぬける策を練る……よし、これしかあるまい！

　白目を剝むいて舌を出す。

　……死んだふり。今打てる最前手だった。

「……おいあんた、大だい丈じよう夫ぶかね？」

　果たして現れたのは、乞こ食じきかと思えるような、質素な服を着た老人だった。足が悪いのか杖つえを突ついている。白しら髪がの眉まゆとひげが伸のび放題で、表情を隠かくしてしまっている。

「おーい……死んどるか？」

　ボケているのか？　どう見ても死んでいるだろう！　首だけだぞ！

　老人は近付いてくるとアゲイトを見下ろし、

「魔ま力りよくがダダ漏もれじゃぞ」

「!?」

　い、いかん、こいつ……魔ま術じゆつ師しだったのか！

「おっと、物ぶつ騒そうなことを考えなさるなよ」

　アゲイトの顔色が変わったのを悟さとったか、老人がやんわりと言った。

「人間の魔術師は、確かに魔ま力りよくを感知する技術は持っておる。技術はな……感覚として捉とらえられるわけではない。その辺の違ちがいを理解しておる者は、なかなかおらんが……」

　老人の言わんとせんことを理解し、アゲイトはクワッと両目を見開いた。

「き……キサマ、まさか……！」

　ようやく口を開いたのに、老人はヒゲを揺ゆらして笑った。

「おお、やはり生きておったか……ほっほっほ」

「魔ま族ぞくか、キサマ！」

　それらしい徴しるしは一つもなかった。変身しているのだろう。

「さよう……そう言うあんたは、レプター家のお人かな？」

　魔ま界かい広しといえど、首だけになっても死なないのは、レプター家の者だけだ。そのしぶとさだけで、魔ま貴き族ぞくにまで出世した一族である。

「……うむ、レプター家当主、アゲイト・レプターである」

　名乗りを聞いて、老人は白しら髪が眉まゆを持ち上げた。目を見開いたらしい。

「なんと……！　高位魔ま族ぞくどのが、なぜ人間界に？」

　アゲイトは押おし黙だまった。この得体のしれない老魔ま族ぞくが、どの陣じん営えいに与くみする者かわからない以上、おいそれと話すわけにはいかない。ルシファーの配下であれば目も当てられない。魔ま王おう様が生きていることを悟さとられるわけにはいかない……

　しばしの沈ちん黙もくがあって、

「む……まあ、よい……」

　老人はプルプルと震ふるえる手で、懐ふところから拳こぶし大だいの石を取り出した。黒くつややかな光こう沢たくを帯びており、特とく殊しゆな結けつ晶しよう構造をしているのか、かなり刺とげ々とげしい形状だ。

「……なんだそれは？」

「魔ま法ほう石せきというてな、魔ま力りよくを帯びた石よ。魔ま界かいでは珍めずらしくもないが、人間界では魔ま術じゆつ師しが魔ま力りよくを高めるのに使う。差し上げよう……」

　語りながら、グイグイとアゲイトの顔面に押おし付つけてくる。

「ヌッ！　痛ッ！」

　トゲが皮ひ膚ふに食くい込こむこの感かん触しよく……ああ、思い出すぞ……魔ま王おう様に魔ま界かいイガグリを早く剝むけと押おし付つけられたときのことを……アッ……

「……い、痛たたたた！　やめろ、鼻の穴に入れるな！　そんなの入らん！」

　あやうく気持ちよくなってしまうところだ！

「密着させた方がいいんじゃが……」

　老人は仕方なしに石を植うえ込こみに埋うめるように置くと、

「ではの」

　サッサと踵きびすを返かえしてしまう。

「む……待たれい！」

　アゲイトはその背に声を掛かけた。

「……ん？」

　老人は半はん身みに振ふり向むく。

「キサマいったい、人間界で何をしている？」

「ワシはただ暮らしているだけよ」

「暮らしている？　魔ま族ぞくが、人間界でか？」

　老人は杖つえを持ち上げると、木々の向こうに建つ粗そ末まつな家を指した。家の脇わきにはリンゴの木が生はえており、初夏の日差しに青々と茂しげっている。

「あれがワシの家で、此こ処こが庭じゃい。あんた運が良かったのう」

「……キサマは……まさか、逃とう亡ぼう者しやか？」

　とても珍めずらしいことだが、脱だつ走そう兵や重罪人、反逆者などの魔ま族ぞくが、人間界に落ち延びたという話はなくもない。その後どうなったかはまったくわからないのだが。

「この町には多くのものが流れ着く……そういうことじゃ」

「……なぜワタシを助けた？」

　老人は白しら髪が髭ひげを持ち上げた。微ほほ笑えんだらしい。

「……久しぶりに同どう胞ほうに会おうたゆえ、なにやら嬉うれしくてな。見捨てるのも気が引けただけよ。ワシと同じ境きよう遇ぐうかと思うたが、まさか貴族様とは思わなんだわ……」

　再びアゲイトへと背を向ける。

「もし、あんたが少しでも恩義に感じてくれるなら、ワシのことは忘れておくれ」

　ヨロヨロと歩き去っていく。その老いて丸まった背中からは、歩んできた道のりの険しさが、ありありと匂におい立っていた。正体を隠かくしながら、社会の片かた隅すみに身を潜ひそめて生きる、孤こ独どくと苦労が偲しのばれた。

　アゲイトは鼻を鳴らし、面おも白しろくなさそうに呟つぶやく。

「……ふん、変わり者だな」
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　ベルは目を細めた。絞しぼられた眼光は鋭えい利りな輝かがやきを帯びる。

「……明あけ渡わたせ、だと？」

　カーネルと名乗った男は、高圧的な口調で続けた。

「さよう、この店てん舗ぽは我々が接収する。今すぐ荷物をまとめて出て行きたまえ」

　なるほど、こいつらがスパイス屋を閉店に追おい込こんだ連中か。つまり、グルメの敵ということだ……排はい除じよするか？

　……いや、早まってはいかん。

　思い起こせば魔ま王おう時代、食材調達に行った四よん艶えん公こうが戻もどって来こなかったことがあった。常とこ世よの谷と呼ばれる大渓けい谷こくの底に棲すむという、煮に込こむと大変美味な出だ汁しが出るという植物性のスライムを狩かりに行ったときだ。不思議に思ってベルも向かってみれば、四よん艶えん公こうたちは大量のスライムに囚とらわれ、大変エロティックな状態になっていた。そのスライムは魔ま力りよくを吸って分ぶん裂れつする性質があったそうで、四よん艶えん公こうの魔ま力りよくで分ぶん裂れつしてしまったのだ。

　そのときはベルが、スライムの核かくを握にぎり潰つぶして倒たおした。教訓として学んだことは、雑ざ魚こを攻こう撃げきしても意味がないということだ。

「断る」

　腕うで組ぐみをして言い放った。

　予想だにしない返答だったのか、カーネルはキョトンとした。

「……なんだって？」

「貴様らこそ、食事をしないなら帰れ。邪じや魔まだ」

　口を半開きにしたまま、カーネルはしばらく停止していたが、やがて取とり繕つくろうように笑えみを浮うかべた。

「フッ……御ご存ぞんじないようですね。豪ごう商しよう会議はただの寄より合あいではないんですよ？　この町の実質的な支配者たちだ。逆らえば商売どころか、生きることさえ……」

「それがどうした？」

　ベルは泰たい然ぜんとして返す。

「貴様は言ってみれば、魚のウロコだ」

「……なんだって？」

「いかに美味な魚だろうと、料理人が雑な仕事をして、ウロコが残ってしまっては台無しだ。豪ごう商しよう会議がどれほど凄すごかろうと、貴様のようなウロコを取り除けていなければ、料理としては台無しなのだ。弁わきまえろ、下げ郎ろう」

　カーネルは論ろん旨しをすぐには理解できなかったようで、しばらく不思議そうにしていたが、やがて奇き妙みような表情を見せた。大人の余よ裕ゆうで笑い飛ばすべきか、怒おこって教育してやるべきか迷っているような、引きつった笑えみだ。

「……困りましたねえ、穏おん便びんに済ませたかったんですが」

「失うせろ。これ以上は言わんぞ」

「フッ、フフ……フフフ……」

　カーネルはドロドロとはがれ落ちていく笑え顔がおを、なんとか維い持じしようと努力しているようだった。だが儚はかない抵てい抗こうだったらしい。

　すぐにカッと目を見開き、怒いかりに歪ゆがんだ顔で顎あごをしゃくった。

「後こう悔かいするぞ、クソガキが……おい、叩たたき出だせ！」

　それまで無言で左右に控ひかえていた剣けん士したちが前に出た。腰こしの柄つかに手をやりながら。「悪く思うなよ、小こ僧ぞう」「これも仕事だ」

　ベルは一転して余よ裕ゆうを失い、狼ろう狽ばいして叫さけんだ。

「おい、よせッ！」

　手足の運び方や体たい幹かんのブレなさから、それなりに腕うでの立つ連中なのはわかる。だが、二人から殺気は感じられなかった。少し痛めつけてやれば言うことを聞くだろうという思おも惑わくが透すけて見える。制止の声は、彼かれらに向けたものではない。

　ベルの左手後方から飛び出した俊しゆん敏びんな影かげが、店内をバウンドするのが見えた。何が起きているのか、速すぎて目視は難しい。ゴン、ゴンと二度、寺院の鐘かねのような音が響ひびいたかと思うと、剣けん士し二人が声もないまま背後に吹ふっ飛とんだ。

　まるで吹ふき荒すさぶ黒い風だ。それはカーネルの隣となり、四人掛がけのテーブルの上に吹ふき溜だまり、少女の姿を取とり戻もどす。膝ひざを屈くつして両手を突ついた姿勢で。

　同時に、アースタがベルを庇かばうように前に出ていた。その肩かた越ごしに、ベルはもう一度声を張る。

「やめろ、メフィ！　せっかく仕し込こんだ料理が吹ふっ飛とぶ！」

　メフィは軽く肩かたを竦すくめた。

「加減はしたです」

　その言葉が噓うそでない証しよう拠こに、二人の剣けん士したちは玄げん関かんの両りよう脇わきに倒たおれて呻うめいていた。確かに、彼かの女じよが本気だったらこの程度では済んでいないだろう。

「……え……あ、あれ……え？」

　ようやく反応し、戸と惑まどいの視線を泳がせるカーネルへと、メフィは上半身を傾かたむけてグッと顔を寄せた。吐と息いきが当たるほどの距きよ離りで、金こん色じきの大きな眼めが鏡のように光る。

「でも次は加減しないよ？」

「ヒッ……！」

　獣けものじみた殺気に圧おされるように、カーネルは尻しり餅もちをついた。その手から落ちた書状へと、カツカツと歩み寄る硬こう質しつな足音があった。フルーレだ。

　書状を拾い上げ、微び細さいな文字列に素す早ばやく目を通していく。

「あっ、か、返せ……返したまえ……！」

　カーネルが咄とつ嗟さに言うが、メフィが気になっているのか、その口調に勢いはない。

「なんなんだ、君たちは！　こんなことをして、ただで済むと──」

　メフィが床ゆかを覗のぞき込こみ、

「がおォー！」

「ヒッ！」

　怯おびえるカーネルへと、フルーレは淡たん々たんと言った。

「確かに、営業停止の通告書のようですね」

「そっ……そうだとも！　言うとおりにした方が身のためだぞ！」

　我わが意を得たりと調子づくカーネルに、返るのは冷然とした声。

「しかし、上層ギルド連盟とやらに店を明あけ渡わたせとは書いてありませんが」

「え、あ……いや、それは……」

　途と端たんにカーネルは、しどろもどろになった。

「通告から一週間の猶ゆう予よを与あたえる、と書いてあります。なぜ今すぐ出て行けと？」

「いや、それは……そういう決まりで……」

　カーネルを見下ろすフルーレの青い瞳ひとみは、凍いてつくような光を帯びていた。書状をビリビリと破りながら、

「貴方あなたたちはただの無法者です。今すぐ消えないのなら、相応の対応をします」

「う……ぐぐぐ……クソッ……クソックソッ！」

　カーネルは呻うめきながら、メフィから距きよ離りを取るように這はいずってから立ち上がった。

「……いい気になるなよ、下層民ども！」

　キッチリと分けられていた髪かみが、かなり乱れてしまっている。

「こんな店なんか、我々が本気になれば、すぐにでも潰つぶしてやれるんだからな！」

「まだ懲こりていないのか……」

　ベルは壁かべ掛かけの時計を見み遣やった。

「……おっと、そろそろだな」

「モッ……」

　と、ディナータイム前の清せい掃そう時間になり、ディーゼロが起動した。掃そう除じ用具入れからモップを取り出し構えている。

「うっ……な、なんだこのゴーレムは……うわーっ!?」

「モモモモッ！」

　ビビッているカーネルへと、床ゆかをサッサと掃はきながら迫せまると、倒たおれたままの剣けん士し二人と一いつ緒しよに外へと掃はき出だしてしまった。どうやら大きなゴミと認にん識しきしたらしい。ディーゼロの魔ま法ほう式アルゴリズムは、ときおり得体のしれない優ゆう秀しゆうさを感じさせる。

「ぬおお……お、覚えておけよ！　どのみち営業停止には変わりはないんだからな！　荷物をまとめておくことだ……！」

　カーネルは捨すて台詞ぜりふを吐はき出だしながら、掃はき出だされていった。

　やっと店内が静かになり、ベルは一息つくと、すぐさま厨ちゆう房ぼうへと駆かけ戻もどった。まだ仕し込こみの途と中ちゆうだったからだ。

「……営業停止ですってぇ、どうなさいますぅ？」

　始終反応しなかったルキが、からかうような口調で言った。

「聞く気はないが……面めん倒どうだな。まあ、対策は後で講じよう」

　ベルは店内に目を向け、

「それより、フルーレ、メフィ、良く食堂を守ってくれたな。礼を言う」

　作業をしながら言えば、フルーレは軽く腰こしを折り、

「勿もつ体たいなき御お言こと葉ばです……」

　メフィはしなやかな動作で床ゆかに着地すると、ピエロめいた大おお仰ぎようさで一礼。

「陛下に歯向かう者に、当然の報むくいを。本来ならば細こま切ぎれにしてやるところですが」

　愕がく然ぜんとしたのはアースタだった。カウンターテーブルに駆かけ寄よると、ほとんど身体からだを乗せるようにして厨ちゆう房ぼうを覗のぞき込こんだ。自分をチョイチョイと指差しながら、

「あの、私！　私も！　陛下を庇かばいました！　さっき！　庇かばいました！」

「ん？　ああ……よくやった」

　ベルが適当に言えば、アースタはパアァ……と光が差すように明るい表情になり、その場でビシッと敬礼した。

「恐きよう悦えつ！」

　すぐに顔をゆるませ「やった……今日は二度も誉ほめていただけた……快挙だ私っ……！」ブツブツと言っている。

　しばらくあって、仕し込こみを終えたベルは厨ちゆう房ぼうから出た。ディーゼロが清せい掃そうを終えた店内はピカピカになっている。

　壁かべに立てかけてある、メニュー代わりのブラックボードに、チョークでお品書きを書かき込こんでいく。蒸むし鶏どりのサラダ胡桃くるみソース、ジャガイモとネギの冷製クリームスープ、ロケットサーモンと夏野菜のテリーヌ、アークソー高原暴走羊のラムチョップのロースト、季節のフルーツ盛り合わせ……

「──ところで、貴様らのことだが」

　ベルがそう切り出せば、店の隅すみで筋トレをしていたアースタ、カウンターで魔ま法ほう書しよを読んでいたフルーレ、その隣となりで寝ねていたメフィ、更さらにその隣となりで売り物のワインを勝手に開けてよろしくやっていたルキが、一いつ斉せいに目を向けてきた。

　豪ごう商しよう会議や上層ギルド連盟のこともあるが、当面の問題は彼かの女じよたちだ。

　放っておけば、きっと騒さわぎになるだろう。魔ま族ぞくが人間社会に溶とけ込こむことは相当難しいと、十六年間暮らしてきて骨身に染しみている。遥はるか高みに昇のぼるか、或あるいは最底辺まで堕おちれば話は違ちがうかもしれないが。

　大きな騒そう動どうになれば、この環かん境きようが崩くずれる可能性もある。それだけは避さけたかった。暴食王のターブル・ドットを、再びこの世に降臨させるまでは。

「人間界に居るつもりなら、店を手伝え」

　ベルがそう続ければ、アースタは目を丸くした。

「店を!?」

「なんだ？　丁度ウェイトレスが欲ほしかったのだが……」

「ッ!?　い、いえ、やります！　是ぜ非ひに！」

「そうか」

　アースタはブツブツと「一つ屋根の下で暮らす……陛下と？　それに、私が欲ほしかったって……あっは……！」などと呟つぶやきながら、上気した頰ほおに両手を当ててクネクネしている。

　かなりチョロい。

「にゃ！　ボクもやります、面おも白しろそう！」

「御ご命めい令れいとあらば……しかし、魔ま界かいの情勢が気になりますので、時折お暇いとまをいただきます。逐ちく一いち報告はさせていただきます」

　メフィが目を輝かがやかせ、フルーレが淡たん々たんと言う中、ルキは唇くちびるに指を当て、思案する様子を見せていた。

「んー……」

「どうしたルキ、不満か？」

　ベルが尋たずねれば、ルキは慌あわてたように両手をパタパタと振ふり、

「とぉんでもない！　あたしってぇ、いざ商売になると本気になっちゃうタチでぇ……やるからには中ちゆう途と半はん端ぱはできないんですよぉ……考えてたんですぅ、どうやったら一番儲もうかるかなぁってぇ」

「相変わらず商しよう魂こん逞たくましいな」

　胸を強調したおねだりポーズを取るルキ。その瞳ひとみには挑ちよう戦せん的な光があった。

「あたしにぃ、ホールぅ……任せていただけませんかぁ？」

「ふむ……貴様はその手のことには才があるからな。よし、やってみるがよい」

　ベルの許可を得ると、ルキは四人連れ立って店の奥おくへと引ひっ込こんだ。接客態度などを指導しているようだ。無類の商才から魔ま貴き族ぞくに取り立てられただけあって、こういうところは頼たのもしい。

　やがて開店時間になり、玄げん関かんのドアが開かれた。

「ラッシャ……なんだ貴様か」

　反射的に父親譲ゆずりの掛かけ声ごえを発しようとして、相手がアドニスだとわかってやめた。

「よう、ディナータイムにもオレ参上！」

　満面の笑えみである。開店と同時にやってくるとは……暇ひまなのか？　呆あきれはするが、自分の料理を楽しみにされて悪い気はしない。

「わかったわかった」

　ベルが苦く笑しようしたとき、店の奥おくからバアァーンと四よん艶えん公こうが登場した。

「いらっしゃいませぇん……あらぁ、素す敵てきなお、じ、さ、まっ！」

　先頭に立つのはルキ、蛇へびが這はうようなねっとりした歩き方で玄げん関かんへと向かう。なんとバニーガール姿である。両りよう肩かたからＶ字状に局部を隠かくす、へそが出たエグイやつだ。驚おどろいたことに、全員が同じ格好をしていた。魔ま法ほうで変身したのだろう。

「にゃはっ！　おじちゃん……ボクと遊んでえ？」

　両手を口元に当てて上うわ目め遣づかいのメフィ、

「早く席にお着きなさい、このノロマ、クズ、ダメ男」
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　腕うで組ぐみをして斜しやに構えたフルーレ……ややマニアックな客層もカヴァーする鉄てつ壁ぺきの布ふ陣じんである。演技指導はバッチリのようだ。

「うっ……ひょおぉ!?」

　ルキに絡からみ付つかれたアドニスは鼻の下を伸のばし、

「お、お姉さん、誰だれ……ちょ、当たってる、当たってるってコレ……！」

「うふ、当ててますぅ……」

「ま、待て待て、キミみたいな小さな子まで！　ダメだってちょっと！」

「ボクもう大人だよ……ねえ、おじちゃん？」

「ウグ……！」

「まったく、唾だ棄きすべき男です……いやらしい、ゴミですね」

「オイやめてくれよ、変な趣しゆ味みに目覚めそうだよ！　ゾクゾクしてきた……！」

　完かん璧ぺきに役割をこなす三人だったが、アースタだけは可哀かわい想そうだった。

「うぅっ……これも主君のため……堪たえろ、私ッ……！」

　前のめりになって両りよう腕うでで身体からだを隠かくし、壊こわれかけのゴーレムのような動きで歩いてきた。耳まで真っ赤になりながら。

「ウブな反応もいいな……！」

　その姿を見てアドニスが呟つぶやく。

　呆ぼう然ぜんとしていたベルは、ようやく口を開いた。

「……何を、考えている？」

「はい！　死にたいです！」

　ズレた返答をするアースタ。

「ナニってぇ？　皆みなこういうの、好きでしょお……ねぇん？」

　ルキに同意を求められたアドニスは、人相が変わるほど鼻の下を伸のばしながら、

「え、いや、まあその……好きだけどさあ……経営方針変えたの？　この店……」

　ルキはアドニスに寄より掛かかりながら、

「ゴハンになさいますぅ？　お風ふ呂ろがいぃ？　そ、れ、と、もぉ……あ、た……」

　ベルはツカツカと厨ちゆう房ぼうから出てくると、ルキの頭にゲンコツを落とした。

「ウチはそういう店じゃない！」







　結局四人の衣い装しようは、ブラウスの襟えり元もとにリボンタイ、下は吊つりスカート、ハイソックスにパンプスという、大人しいものに落ち着いた。

「絶対バニーちゃんの方が可愛かわいいのにぃ……」

　ルキは不満げだったが、あんな接客を続けられては、それこそ営業停止まったなしだ。

「──３卓たくさん、バゲット追加ですにゃ！」

「わかった」

　メフィは持ち前の器用さを発揮し、そつなく動いている。

「洗い物入ります」

「頼たのんだ」

　フルーレも覚えが早く、先を予想した仕事ぶりで動きに無む駄だがない。数字にも強く、会計を任せて安定感がある。

　やがて満席となったが、元々はジンとミモザだけで回せていた規模の店、この二人がいればかなり余よ裕ゆうだった。

　残りの二人はやや難ありだが。

「オーダーです！　１番卓たく様、アラカルトで……ええと……や、野菜料理と……魚料理だったと、思います！」

　アースタの言葉に、ベルは料理の手を止めしばし考えた。

「……バーニャカウダと、エメラルドサーディンのマリネか？」

「アッ、それです！」

「オーダーはもう少し丁てい寧ねいに取るのだ……」

「しょ、承知ッ！」

　こんな具合にアースタはややポンコツだし、

「あらぁ？　お客さん、お強いわぁ……ささ、もう一杯ぱいどうぞぉ？　オルトシアワイン、八年物ですぅ……」

　ルキはずっと客席を練り歩いては、色気とお酌しやくを振ふり撒まいている。そういう店ではないと言うのに。

　客たちの反応は悪くない。最初は戸と惑まどいを見せていたが、なにしろ美形ぞろいのウェイトレス四人である。すぐに好意的に受け入れられたようだった。男性客の間ではルキが一番人気で、女性客はフルーレ。メフィはマスコット的な扱あつかいで男女問わずに人気があり、アースタには少数だがコアなファンがついた……何の店なんだか。

「一気に華はなやかになったな」

　カウンターの隅すみに陣じん取どったアドニスが言うのに、ベルはディッシュアップカウンターから渋じゆう面めんを覗のぞかせる。

「そういう店ではないんだがな」

「いいんじゃないの？　賑にぎやかでさ。二代目、一人でやるのキツそうだったし」

「……まあな」

　格段に楽になったことは確かだ。何より、料理に専念できるというのがいい。

　夕ゆう陽ひが街並みの向こうに沈しずみかけた頃ころ、ミモザが帰ってきた。玄げん関かんの扉とびらを潜くぐったところで、店内の様子を見て固まっている。

「……え？　あら……え……えっ？」

　外の看板と店内を見比べているところに、アースタが小走りに駆かけ寄よった。

「いらっしゃいまセイッ！　御お一人ひとり様さまですかッ！」

「いえ、あの、わたしは……」

　ミモザは目を白黒させている。ベルは厨ちゆう房ぼうから半歩出て言った。

「アーシェ、その者は余よのママ殿どのである」

「な……なんとォ!?」

　アースタは目を輝かがやかせてミモザの両手を取ると、ブンブンと上下に振ふった。

「貴女あなた様さまが御お母はは上うえであらせられるか！　よくぞ……よくぞベルゼブブ様をお産み下さった！　比類なき偉い業ぎように御ご座ざいます！」

「え、ええぇ……ベル……なに……偉い業ぎよう、え？　え、え？」

　戸と惑まどうばかりのミモザへと、残る三人も詰つめ寄よる。

「本日より貴店のウェイトレスに着任致いたしました、フルーレと申します」

「初めまして、メフィにゃ！」

「どうもぉ、お母様ぁん……ルキでぇす」

　ベルが口を挟はさむ。

「詳くわしくは仕事の後に話すが、そやつらを住すみ込こみで雇やとうことにした」

「え……えええぇぇぇ!?　いきなり！」

「後で説明する」

　ひとまずそう言っておいて、四よん艶えん公こうと共に仕事に戻もどった。

　スカイパレスのメニューには酒類もあるが、あくまで食堂であって酒場ではない。陽ひが落ちてからは、それほど長くは営業しない。時を待たずに閉店時間となった。

　ノーゲスト状態になった店内、テーブルを囲んで遅おそめの夕食をとる。献こん立だてはディナーコースの余り物で、サラダにはガーリックオイルのドレッシング、羊肉にはクリームスープをリメイクしたソースに爆ばく弾だんトリュフを散らしたものをかけた。魔ま界かい風のアレンジメントである。

「ッう……お、美お味いし……すぎまふッ……ジュル！」

　背筋をビクンビクンと反らせて恍こう惚こつとするアースタ、

「ニャニャニャッ、フギャァッ！　ジュル……」

　野性に還かえるメフィ、

「……ジュル」

　無言だが頰ほおを染めているフルーレ、

「あっ……はぁん……ダメぇ、んッ……ジュル！」

　色々とギリギリなルキ。

　四者それぞれの反応を見て、ミモザは嬉うれしそうにニコニコしている。

「うふふ、楽しい食しよく卓たくね……」

　シュッと空くうを切る音がして、ロースト肉が三枚消え去った。モグモグしながら幸せそうな表情を浮うかべているミモザ。この食いっぷりこそ、ジンが結けつ婚こんを決めた最大の理由だったらしい。「俺おれの料理を世界一美う味まそうに食う女」だと。

「んーっ……さっぱりしたお肉に濃のう厚こうなソースが絡からんで……たまらないっ！　ジュル！」

　全員の口から、ジュルジュルとよだれが垂れていた。この肉はあまりにジューシーすぎて、お口の中がジューシーになってしまうのだ。

　ハーヴェスタの北ほつ方ぽう、アークソー高原に棲せい息そくする羊のラムページ種は、全長３～４ｍほどにまで成長する。異様な暴力性を備えており狩かるのには一苦労だが、新米を脱だつした冒ぼう険けん者しやたちのいい金かね稼かせぎの相手となっている。その肉質は繊せん細さいで、脂あぶらには独特の匂においがあるが野や趣しゆあふれる味がする。

　ちゃっかり同席しているアドニスが、訳知り顔で頷うなずく。

「脂あぶら身みのクセを打ち消す、爆ばく弾だんトリュフとの香かおりのバランスが見事だな……流石さすがは二代目ジュルルル！」

　ベルは鼻を鳴らした。

「ふん、当然だ……それでママ殿どの、こやつらを雇やとって構わんな？」

「いいわよ！」

　ミモザはあっさりと言った。

「素す敵てきなお嬢じようさんたちだと思うわ。働きぶりも一いつ生しよう懸けん命めいだし、ベルくんのお料理を美お味いしいと思ってくれるのが、何より嬉うれしいジュル！」

　その言葉は本心だろうが、彼かの女じよがこれほど親身になる理由は、四人を流れ者と紹しよう介かいしたからだろう。ミモザも元は流る浪ろうの民たみで、ジンと一いつ緒しよになるまでは苦労の連続だったそうだ。四人の姿に、かつての自分を重ね合わせたのだろう。まあ亡君の臣下などというものは、流る民みんとそれほど変わりないとも言えるが。

「御お母はは上うえ……ありがたき幸せに御ご座ざいまジュル！」

　感激過多なアースタの言葉に、ミモザは母性あふれる微ほほ笑えみを見せた。

「いえいえ！　こちらこそよろしくね……でもあなたたち、本当に良いジュル？　物置代わりの部屋しかないけど……」

　ベルが口を挟はさむ。

「心配要らん。それより、もう一つ言っておくことがある──」

　昼下がりにやってきた招かれざる客、上層ギルド連盟にまつわることを、話しておかなければならなかった。豪ごう商しよう会議や営業停止通告のことも。

　話を聞き終えたミモザは、口元に手を当てて絶句した。

「そんな……なんてこと……！」

「冗じよう談だんじゃねえぞオイ！」

　アドニスが怒いかりを露あらわにする。

「オレの給料でも腹いっぱい食えて、しかも美う味まい！　つまみ食いもＯＫ……こんな良い店、他にないってのに！」

　ベルはハッとして、

「おい、そう言えば、さっき貴様が食べたパテ！」

「アッ！　いやいや待て、そんなことは問題じゃない、大事なのはこの店だろ！」

　勢いでごまかしながら、アドニスは席を立った。

「二代目、ミモザさん！　この件を下層ギルドに訴うつたえよう！　きっと皆みんな立ち上がってくれるはずだ！　オレも今から冒ぼう険けん者しやギルドに行って……」

「早まるなアドニス」

　ベルの力強い口調に、アドニスは出鼻をくじかれたようだった。

「お、おう……？」

「確かにギルド横丁の皆みなは動いてくれるだろう。だがそうなれば、上層ギルドと下層ギルド、全体を巻まき込こんだ大だい抗こう争そうに発展する恐おそれがある」

「そりゃ……まあ、そうだが……」

「元々仲の悪い同士だ、一度火が点つけば易やす々やすとは治まるまい。最初はこの店のためだったとしても、いずれは相手憎にくしの泥どろ沼ぬまだ」

「けどよ……！」

　そんな状じよう況きようになれば、この店はどうなる？　余よの料理は？　暴食王のターブル・ドットを復活させるという野望は？　それに……

「……パパ殿どのやママ殿どのが、暴動に巻まき込こまれたら……それは嫌いやだ」

　ミモザの額の傷を思い出す。人間はすぐに傷付いてしまう。

「ベルくん……」

　ミモザが目を細めて言うのに、アドニスは悔くやしげに顔を歪ゆがめた。

「じゃあ……泣なき寝ね入いりするしかないってのか？」

「泣なき寝ね入いりだと？」

　ベルは口くちの端はしを上げた。

　……あり得ん！

　グルメに関することで、この暴食王が泣なき寝ね入いりをするなど、キノコ類を水洗いするよりもあり得んことだ！　どんな困難だろうと乗のり越こえてきたし、どんな強敵だろうと打破してきた。その生き様に変わりはない。

「勘かん違ちがいするな。余よは何としてもこの店を守る」

　暴食王のターブル・ドットへと続く道を。

「守るって……何か手があるのか？」

「これから考えればよかろう。幸い、期限までには一週間あるしな」

「そんな悠ゆう長ちような！」

　店関係者より、客であるアドニスが一番ヒートアップしていた。四よん艶えん公こうは特に反応せず食事を続けている。アースタだけはチラチラと此方こちらを見ているが。

　ベルはミモザへと視線を流し、

「ママ殿どのも、そう心配するな。余よが何とかする」

　ショックを受けた様子だったミモザは、その言葉を聞いてふと肩かたの力を抜ぬいた。

「……無理だけはしないでね、ベルくん」

「うむ」

「何かあったら、お母さんとお父さんを頼たよって」

「わかっておる」

　アドニスは眉まゆ根ねを寄せ、

「ちょ……ミモザさん！　良いんですか？　二代目は確かに立派だが……！」

「……昔からそうなのよ。この子が何とかするって言うときは、不思議と何とかしちゃうの。だから、わたしは信じるわ」

　穏おだやかな微ほほ笑えみに毒気を抜ぬかれたように、アドニスも苦く笑しようを漏もらす。

「ははは……ミモザさんがそう言うなら、オレも信じるしかねえ」

　ベルに向き直り、

「でも一週間でどうにもならなかったら、下層ギルドに話を持もち込こむぜ？」

「うむ、それでよい……まあ、そんな事態にはならんと思うが……」

「この店はギルド横丁にとって、そしてオレにとって、なくてはならない店だからな！　潰つぶさせるわけにはいかない！」

「そうだな、まだ貴様にもツケを払はらって貰もらっておらんしな」

「え？　あ、はい……」

　平静を取とり戻もどしたアドニスが帰っていき、明日も病院で早いからとミモザが就しゆう寝しんした後、ベルと四よん艶えん公こうはカウンターに集結した。花を模もした形状の魔ま法ほう灯とうが、店内に柔やわらかい光を投げかけている。

「さて、では……四よん艶えん公こうたちよ、店長の名に於おいて命ずる……」

「「「「はっ！」」」」

「我わが敵を退けんがため、その力を揮ふるうのだ！」

　メフィの瞳ひとみがキラリと輝かがやいた。

「では、ボクの出番ですね？」

「そうだな」

「お任せください！　豪ごう商しよう会議と上層ギルド連盟に名を連ねる者どもの首、一つ残らずこのテーブルに並べてやるです！」

「いや違ちがう違ちがう、そうではない」

　そんなことをされては衛生面で大問題だ。

「にゃ？」

「此こ処こは人間界だぞ、魔ま界かい的な価値観で動くな……おい、フルーレ」

「はい」

「貴様とメフィに、豪ごう商しよう会議の調査を任ず。メンバーの素す性じようと目的、上層ギルド連盟との関係など、詳しよう細さいに調べ上げろ。あくまで穏おん便びんにな」

「仰おおせのままに」

　メフィが口を尖とがらせる。

「えーつまんない……」

「不ふ遜そんだぞメフィ！」

　眉まゆ毛げを吊つり上あげるアースタを片手で制し、ベルは言った。

「首しゆ尾びよくこなせば、褒ほう美びに美う味まいものを作ってやろう」

　メフィはサッと胸に手を当てて首しゆ肯こうし、

「謹つつしんで拝命致いたします……ジュル」

　振ふる舞まいは優ゆう雅がだが、口からはヨダレが垂れている。

「んッ……それでぇ、あたしとアースタちゃんはぁ、何すればよろしいのぉ？」

　ルキが胸を強調しながら言えば、アースタも鼻息荒あらく身を乗り出してきた。

「店は普ふ通つうに開けるから、貴様らはホールだ」

「はッ、かしこまりました！」

「うふん……楽そうな仕事でよかったわぁ……頑がん張ばってねぇん？」

　ルキがメフィとフルーレにヒラヒラと手を振ふる。

「甘あまく見みるでない。フルーレとメフィ抜ぬきでランチタイムというのは、少々不安だが……」

　アースタは自分の胸をペチペチと叩たたき、

「何を仰おつしやいますか！　このアーシェがおります！　どーんとお任せください！」

「そ……そうだな」

　いやな予感しかしないが……まあ、みなまで言わず、ベルは咳せき払ばらいをした。

「とにかく、貴様らの働きに期待する。我わが野望成じよう就じゆのため奮起せよ」

「「「「ははっ！」」」」

　四人が唱和した。

　今此こ処こに、元魔ま王おうと高位魔ま族ぞくたちによる、ダイナー・スカイパレス存続を賭かけた戦いの火ひ蓋ぶたが切られたのである。







　翌日の昼下がり、首しゆ尾びよく任務を遂すい行こうし帰き還かんを果たしたフルーレは、カウンターに突つっ伏ぷしてグッタリしているアースタとルキを見て首を傾かしげた。

「……どうしたのですか？」

　隅すみのテーブル席で帳ちよう簿ぼを開き、売り上げをつけていたベルは、フルーレの問とい掛かけに顔を上げた。

「ん？　ああ……ランチタイムで疲つかれたようだ」

　フルーレの隣となりで、メフィが目を丸くする。

「疲つかれた？　体力バカのアースタが？」

　アースタの唇くちびるの端はしから、ヒョロリと魂たましいの切きれ端はしが出ているのが見える気がした。

「ランチコワイ……ランチコワイ……」

　トラウマになったようだ。

　ルキはフルーレとメフィにジト目を向け、

「いいわよねぇ……そっちはぁ、楽な仕事でさぁ……」

　メフィはムッとした顔。

「ボクらだって大変だったにゃ！」

「どっかかでサボッてたんじゃないのぉ？」

「ちゃんと調べてきたにゃ！　いつもサボッてるのはルキの方でしょ！　フギャーッ！」

　背中を丸めて前まえ屈かがみになり、威い嚇かくのポーズを取るメフィ。

　ベルは立ち上がりながら言う。

「首しゆ尾びは？」

　フルーレがカツリと踵かかとを鳴らして姿勢を正した。

「は……隠おん密みつ行動が思うように取れず、難航しました」

　学校に通っていたからベルも知っているが、上層区には魔ま法ほうによる強力な結界が幾いく重えにも張られている。

「上う手まくいかなかったのか？」

「いえ。時間はとられましたが、概おおむね問題なく」

　ベルは満足して微ほほ笑えんだ。まあ失敗するとは思っていなかったが。

「よし、ひとまず昼飯にするぞ」

　ピクッ……と反応する四人を残して厨ちゆう房ぼうに向かい、下準備を済ませてあった具材を手早く調理する。今日の献こん立だてはインディゴチーズたっぷりのピザだ。青かびチーズのみのシンプルなピザには、ムルセンカボブ種ミツバチの最高級ハチミツが合う。刺とげ々とげしく舌を刺さす青かびチーズの風味はまろやかに中和され、驚おどろくほど上品な味わいとなる。蜂はち蜜みつは疲ひ労ろう回復にも効果が高いので、これはベルなりの労ねぎらいだった。

　食事の席で話を聞く。

　まず、豪ごう商しよう会議の目的。大まかに言えばハーヴェスタの軍拡だそうだ。旧市壁かべ外部に広がる下層地域を区画整理し、更さらに強固な城じよう壁へきを築くと共に、造ぞう兵へい廠しようや練兵所を増設するという計画らしい。

「──フギャギャギャーッ！」

　食事時のメフィは会話が困難なので、代わりにフルーレが語る。

「この都市構想自体は以前からあったようですが、最近のモンスターの増加を受けて施し策さくに踏ふみ切きったようです」

　ベルは顎あごに手を当て、

「それと上層ギルド連盟の奴やつらが、どう関わる？」

「計画を推進しているメンバーの一人が、上層ギルド連盟を束ねる商人なのです」

「なるほど、そいつが余のグルメの敵か……他は？」

　豪ごう商しよう会議の最重要メンバーは五人。

　各国に太いパイプを持つ貿易商のギルガウ、海運商の元もと締じめであるアブドゥーク、不動産を主戦場とするフランシス、武器商人のホーク、鉱山王ソーベイン、だそうだ。

「このうち計画の賛同者はフランシス、ホーク、ソーベインの三人で、連盟のトップがフランシスです」

「ふむ……プリは撮とってきたか？」

「ニャウ」

　メフィがピザを頰ほお張ばりながら、懐ふところから掌てのひらサイズの三角柱を取り出した。ヴィジョナリー・プリズム、通つう称しようプリ、魔ま軍ぐんの情報部で使用されている小型の映像記録媒ばい体たいだ。マジック・アイテムは発する魔ま力りよくが微び量りようで探知され難にくいため、隠おん密みつ行動で重宝する。

　フルーレが手に取って魔ま力りよくを注ぎ、卓たく上じようの虚こ空くうに次々に映像を投射していく。

　フランシスは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの西方人で、ガウンを着て窓まど際ぎわに立っているところを外から撮とられた写像だ。自宅の朝のワンシーンといったところか。敵の多い人生を送っているのだろう、人相に油断のなさがにじみ出ている。

　ホークは黒地に金飾かざりの上着を羽は織おり、ソファーに腰こしを下ろしているところを左側から映した一枚。商談中か、映っていない対面の相手と歓かん談だんしているようだ。左目に眼帯、表情は穏おだやかだが精せい悍かんな顔立ちで、商人という印象は薄うすい。

　最後のソーベインは、馬車に乗ろうとしている姿だった。煌きらびやかな宝石飾かざりの着いた、豪ごう奢しやなローブを身に纏まとった人ひと影かげである。距きよ離りがあるのとフードのせいで、顔は見えない。

「──ギルガウとアブドゥークの姿がないな」

　ベルの問いに、フルーレが答える。

「素す性じようは調べてありますが、二人は町に居ませんでした。交易商と海運商ですから、町に居ないことが多いようです」

「なるほどな……」

　ベルは思案顔。

「……豪ごう商しよう会議の決定が、どうしたら覆くつがえるかは調べたか？」

　もし計画自体を取りやめにできれば、それが一番いい。

「多数決が原則のようです。今回の場合、ギルガウとアブドゥークは反対ではなく無投票で、賛成３の反対０という形で決議されました。これを覆くつがえすには、週一の定例会で賛成数を上回る反対がなければなりません」

「次の定例会は？」

「四日後です」

　ベルは眉み間けんにしわを寄せた。

「ふむ……」

　さあどうする？　ギルガウとアブドゥークは会えるかどうかすら怪あやしい。その上、二人が区画整理の反対派に回ったとしても、３対２で負けだ。フランシスの説得は無理だと考えると、残り四日間で、賛成派の二人を説得しなければならない……

「殺しますか？　フランシスを」

　フルーレが淡たん々たんと言う。

「……いや、それには及およばん」

「一番確実な方法だと思いますが」

「美う味まい飯を作るのに必要なのは、短たん絡らく的な方法ではない。丁てい寧ねいな下ごしらえだ」

　立ち上がり、シェフコートを脱ぬぎながら、

「ホークとソーベインを当たってみよう。詳くわしく教えろ」

　二大商人の素す性じようや住所など、必要な情報を訊きいてから、財さい布ふと通行証をポケットに入れた。四よん艶えん公こうに店番を命じて店を出たところで、ダダダッという落ち着きのない足音が追ってきた。顔を向けないでも誰だれかはわかる。

「どうしたアーシェ」

「はっ、護衛を！」

「要いらん」

「要いります！」

「要いらん」

「要いりますっ！」

「要いらん」

「いるます！」

　こやつ嚙かみおった。

「……」

「要いりますので！」

「……好きにするがよい」

　このまま問答していては日が暮れてしまう。諦あきらめて向かうとする。

　大通りまで出て辻つじ馬ば車しやを拾い、上層区へと向かった。旧市し壁へきの各所に設けられた門は、流る民みんはおいそれとは通さないが、ハーヴェスタの住人に対してはそれほど厳格ではない。魔ま法ほう学校生だった頃ころは──といっても一週間前までだが──毎日通っていたのだ。流民と下層民の間には大きな隔へだたりがある。そして、下層民と上層民の間にも。

　窓の外を流れていく夏の風景を眺ながめながら、頭の中で反はん芻すうする。

　先に訪問するのは、ブラック・ホークだ。

「……独自のコネクションと、武具類の確かな目め利ききで、豪ごう商しよう会議に名を連ねるまでになった武器商人、か」

　ベルが呟つぶやくと、隣となりに座すわるアースタが応じる。

「かつては冒ぼう険けん者だったとか？」

「うむ。ハーヴェスタに攻せめ込こんだドラゴンを、仲間と共に倒たおしたらしいな……だが、そのときの怪け我がが元で一線を退いた」

「人間にしてはかなりの腕うで前まえですね」

「そうだな……そんな出しゆつ自じから、上層民にありがちな選民意識がなく、比ひ較かく的てき話しやすい。そして、賭かけ事ごとや勝負事に目がない……と」

　その辺りに、交こう渉しようの余地がありそうだ。

　ベルが考かんがえ込こんでしまって沈ちん黙もくが訪おとずれ、ややあってアースタがそっと声を掛かけてきた。

「──陛下」

「……む、なんだ？」

　顔を向ければ、自分から話しかけてきたくせに、アースタは言葉に詰つまっている様子だった。二人乗りの車内に車輪の音が木こ霊だまする。

「……陛下を捜さがしていた月日は……本当……本当に、長かったです」

　やがて絞しぼり出だすように言った。

「ふむ」

　アースタが顔を上げれば、潤うるんだ赤い瞳ひとみが間近からベルを見つめた。

「愛すべき主君を喪うしなってから、毎日……毎晩……今日こそは、今日こそはお戻もどりになられないかと、そればかりを想おもっておりました」

「……余よなど追わずとも、新しい道もあっただろうに」

　ベルが何気なく言えば、アースタの顔が強こわ張ばった。

「あ、あッ……貴方あなた様さま以外に仕える気はありませぬッ！」

「む……！」

　ビリビリと車体が震ふるえるほどの声に、ベルは顔を顰しかめて片耳を押おさえた。

　アースタが身を寄せ、涙なみだを浮うかべた瞳ひとみを合わせて訴うつたえてくる。

「もう二度と……貴方あなた様さまを、失いたくないのです……二度と……！」

　戦場では凜りんとして、どんな攻こう撃げきも真っ向から受け止め、膝ひざを突ついたことはない。そんな彼かの女じよの心が本当は傷付きやすいことを、ベルは知っている。勘かん違ちがいが多く突つっ走ぱしりがちで、喜き怒ど哀あい楽らくが激しいのは、何事にも全力だからだ。




　──陛下を守るため、私が盾たてになります！

　──陛下には指一本も触ふれさせぬ！

　──陛下ァー！　見ていてくださいましたか？　私の勇姿を！　この勝利を陛下に捧ささげます……ウフッウフフフフ……！




　……たまにヨダレが出すぎていたコトもあったが……

　とにかく走って転んで傷付いて、泣きそうになりながらもまた立ち上がって走る……それがアースタだ。

「……心配をかけたな」

　ベルは赤い瞳ひとみを見つめ返して、そう言った。

「余よは此こ処こにおる。だから、泣きそうな顔をするでない」

「……ッ！」

　安心させようと思っての言葉だったが、アースタの頰ほおに涙なみだが伝った。

「なんだ、泣くなと言うのに」

「こ、これは……失礼を……！」

　サッと顔を伏ふせ、涙なみだを拭ぬぐうアースタ。

「……まだ哀かなしいのか？」

　ベルが尋たずねれば、アースタは顔を上げ、

「これは、嬉うれし涙なみだでございます！」

　朝あさ露つゆに濡ぬれた花が綻ほころぶように微ほほ笑えんだ。

「貴方あなた様さまとこうして、もう一度お会いできていると……そのことが実感できて、感かん極きわまってしまいました！」

　ベルは眉み間けんにしわを寄せ、

「……哀かなしくても泣く、嬉うれしくても泣くか。難しいものだ」

「はい、難しいのです……女心というものは」

「オムレツの火加減のようなものだな」

「えっ……い、いえ、あの……オムレツと一いつ緒しよにされるのはちょっと……」

「オムレツを馬ば鹿かにするな！」

「は……ははッ！　失礼致いたしました！」

　そうこうするうち、目的地に到とう着ちやくした。

　上層区の建築物はどれも、美び麗れいな街並みに似合った豪ごう奢しやなものだが、そんな中でホークの屋や敷しきは一風変わった雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　みすぼらしいわけではない。厳いかめしいのだ。庭を囲う塀へいは城じよう壁へきさながらで、鉄てつ格ごう子しの門の向こうに見える母おも屋やも全すべて石造り。しかし武骨なだけではなく、実用性を損そこなわない程度の装そう飾しよくが随ずい所しよに見受けられる。機能美を感じさせる佇たたずまいだ。

「……結界の影えい響きようは平気か？」

　アースタに声を掛かける。上層区は魔ま族ぞくにとって、さぞ過ごしづらいことだろう。

「問題ありません。いささか身体が重いですが……ハッ!?」

　言いかけたアースタは、突とつ然ぜんしどろもどろになり、

「か、身体からだが重いと言っても、体重が増えたとか、そういうことではなく……！」

「そんな話はしておらんが……まあ、無理はするなよ」

「は……はっ！　ご安心を、無理なダイエットはしませぬ！」

　やはりこやつ、勘かん違ちがいが酷ひどい……

「……まあよい。話し合いになっても、貴様は口を挟はさむな。話がややこしくなる」

「承知！」

「では行くぞ」

　ベルは躊躇ためらいなく門を潜もぐり庭を横切ると、母おも屋やのドアのノッカーを鳴らした。

「──はい」

　対応に出てきた使用人らしき男は、腕うで組ぐみをして威い風ふう堂どう々どうと立つ若造と、その隣となりでやたら眼光を爛らん々らんと輝かがやかせて警けい戒かい心をにじませている娘むすめを見ると、かすかに眉まゆを顰しかめた。

「……あの、どちら様で？」

「料理人のベルという者だ。ホークはおるか？」

「……どういった御ご用よう件けんで？」

「下層の区画整理について話があると伝えよ」

「……少々お待ちを」

　怪あやしいと思われているのは表情や仕草からわかったが、それでも一応取り次いでくれるあたり、主人の器うつわの大きさが感じられた。

　ややあって、応接室に通された。メフィの撮とってきたプリに映っていた部屋である。屋や敷しきの内装は荒あら々あらしい外観とは違ちがって、繊せん細さいな感性で仕上げられていた。品がありながら華か美びに過ぎず、住み心ごこ地ちが良さそうだ。

　ソファーに座すわっていると、それほど待たないうちにホークが現れた。プリで見たとおりの外見、黒くろ髪かみ黒くろ目めの初老の男で、口ひげ顎あごひげは切きり揃そろえられており清潔感がある。だが、左ひだり眼めの眼帯がやくざな気配を漂ただよわせていた。

「──おう、何の用だ、小こ僧ぞう」

　対面に腰こしを下ろしたホークが開口一番に言えば、ビキッという謎なぞの音がした。傍かたわらに立つアースタの額に青筋が立った音であることが、ベルにはわかる。右手を上げてそちらを制すと口を開いた。

「貴様らが推進している都市計画を中止しろと言いに来た」

「ほお？　なんでまた」

「それはだな──」

　ベルが自分たちの氏うじ素す性じようや、再開発計画のせいで店がピンチであることなどの事情を説明すると、ホークは難しい顔つきになった。

「──うーむ……話はわかったが、何ともしてやれねえな」

「そんなことはないだろう」

「お前さんも、今の店は諦あきらめて、別の場所で始めるわけにはいかねえのか？」

「うちの店は、ただの店ではない。パパ殿どのとママ殿どのの夢であり、また、ギルド横丁の皆みなの夢だった店だ。その夢を預かる者として、屈くつするわけにはいかぬ」

　まあ一番の目的は暴食王のターブル・ドットだが。

「そうかい……」

　ホークは右手で顎あごひげをショリショリとさすり、

「まあ、スカイパレスは良い店だって聞いてるしな、どうにかしてやりてえが……」

「しろ」

「いや、音おん頭ど取ってんのはわしじゃねえんだ、どうしようもねえ」

「だから、計画自体を取とり止やめろと言っているだろう」

「そりゃ無理だ」

「次の定例会で反対しろ。そんなに金かね稼かせぎが大事か？」

　軍拡となれば、武器商人のホークの元に大きな商あきないが舞まい込こむだろうことは、想像に難かたくない。ベルがそう指し摘てきすれば、空気がピリッと緊きん張ちようした。ホークの身体からだから発散されるのは、往年の荒あら事ごと師しの並々ならぬ気き迫はくだった。怪け我ががなければ、この老境の男は未いまだに現げん役えきで居続けて、伝説と呼ばれていたのかも知れない。

「……違ちがう」

「何が違ちがうと言うのだ？」

「わしを見くびるなよ、小こ僧ぞう……！」

　右みぎ肩かたを前にして、ズイッと身を乗り出してくる。

「確かに業ごう深ふけえ商あきないをしてきたが、悪あく銭せんにへつらったことは一度もねえ。くだらねえ挑ちよう発はつしやがって」

　見事な迫はく力りよくだが、ベルは動じない。

「では、なぜ計画に賛同した？」

「ハーヴェスタを守るためだ。ここ最近、モンスターの増加量が異常なんだ」

「対処できるレベルだそうだが」

「用心してし過ぎるこたあねえよ。この都市計画が完成すれば、上層民だけじゃなく、下層の民たみも守れるようになる」

「ふむ」

　ホークは右目を遠く細め、

「今でこそ偉えらそうにしてるが、わしは元は流る民みんでな……下層民にはたいそう世話んなった。少しでも恩返しをしてえ」

「──それは口実ではないのか？」

　それまで黙だまって控ひかえていたアースタが、不意に言った。

「あん？」

「民たみを守ると言いながら、別の民たみを虐しいたげるような計画は杜ず撰さんだ。貴様はことを急いでいるように見える」

　アースタはホークの眼光に怯ひるむことなく凜りんとして、

「怯おびえているのではないか？　貴様」

「アーシェ、やめろ」

　ベルは止めたが、ホークが反応してしまう。

「……お嬢じようさんにはわからんことだ」

「ああ、わからんな。どうしてもっと丁てい寧ねいにやらない？　フランシスとやらに付け入る隙すきを与あたえているのはなぜだ？」

「アーシェ」

　ベルに叱しつ咤たされ、アースタはホークへと目を伏ふせて見せた。

「……失礼を申した。許されよ」

　ホークのしわだらけの顔は歪ゆがんでおり、そのまま激げき怒どするかに思われたが、深く息を吐はいてクールダウンした。

「……お嬢じようさんの言うこたあ、間ま違ちがっちゃいねえ。わしだけの力では、豪ごう商しよう会議を動かせなかったことは確かだ」

　ホークの片目が苦しげに細められる。自分に言い聞かせるように、

「だが……それでもわしは、譲ゆずる気はねえ」

　ベルはホークを真っ向から見み据すえた。

「貴様の決意は、後の歴史が証明する類たぐいのものだろう。正しいのか、間ま違ちがいなのか」

　切り結ぶように視線を合わせ、

「だが、歴史に問うまでもない。間ま違ちがいだと余よが証明してやる」

「そう簡単にいくかよ」

「考えなおすなら今のうちだぞ？」

「男が一度決めたことだ」

　ベルはズイッと身を乗り出し、

「ふん、決意は固いようだな……よし、ここで一つ、勝負をしようではないか、ホーク」

「……なに？」

「勝負だ。余よが勝てば、定例会で反対票を入れろ」

　苦く笑しようするホーク。

「強ごう引いんな野や郎ろうだな。見てのとおりわしは左目がねえんだ、不利な勝負はしねえぞ」

「だが舌はあるだろう」

「……舌？」

「そうだ。商談だけに使うには勿もつ体たいない代しろ物ものだ」

　ベルの顔には不敵な表情があった。

「余よは料理人であるぞ。打ち負かすのは貴様の舌以外にあるまい」

「……ほおぉ？」

　ホークの片目に興味の光が宿る。

　ベルは釣つり針ばりに獲え物ものが掛かかった手て応ごたえを感じながら、言葉を続けた。

「明日の夕食を余よに作らせろ。潰つぶすには惜おしい店だと思い知らせてやる。それができなければ、こちらの負けだ。好きにするがよい」







　ホークとの話し合いは上う手まくいった。後は彼かれを唸うならせる料理を作るだけだ。レシピはこれから考えるが自信はある。少なくとも交こう渉しようごとよりは。

　清潔でどこか余よ所そ余よ所そしい上層区の街路を歩きながら、あれやこれや考えていると、ふとアースタの様子が気になった。しょんぼりと押おし黙だまっているのだ。

　うるさければうるさいのだが、うるさくないとそれはそれで気になった。

「……どうした？　珍めずらしく静かではないか」

「ハッ!?」

　ビクッと肩かたを竦すくめてから、

「さ……さ、先ほどは……大変申し訳なく！」

「む？　何がだ」

　アースタが謝あやまるような必要があったか……？

「……喋しやべるなと命じられていたにもかかわらず、つい口を出してしまいました！」

「ああ、それか……」

　ホークは確かに、善意から行動していたのだろう。だからこそ突つき崩くずすのは難しかった。アースタの一言で揺ゆさぶりがかかったことは確かだ。

「……胸を張るがよい。貴様は良い仕事をした」

「!?」

「誉ほめてつかわす」

「!!」

　アースタの表情が、雨上がりの空にも似て晴れ上がった。

「……あ……ああ……あ……」

　背筋を反らし、恍こう惚こつとした表情で叫さけぶ。

「あっあっ、ありがたき幸せええぇーッ！」

　ほぼイッている。

「だが次は気を付けろよ」

「あっあ……は……ははッ！」

　一応釘くぎは刺さしておいてから、ソーベインの屋や敷しきへと足を向けたのだが、こちらは案の定というべきか、門もん前ぜん払ばらいを食わされてしまった。

　鉱山王ソーベイン。その呼び名の示すとおり周辺地域に幾いくつもの鉱山を所有し、様々な鉱山資源の売買によって財を成した商人である。また薬草学にも造ぞう詣けいが深いらしく、魔ま術じゆつ師しギルドや錬れん金きん術じゆつギルド、各神しん殿でん医院などに卸おろす生しよう薬やくも取とり扱あつかっている。

　そして、とにかく謎なぞが多い人物だった。フルーレとメフィの調査力をもってしても、ハーヴェスタに流れ着くまでの足取りが摑つかめないそうだ。公おおやけの場には姿を見せず、商談も決まった相手としかしない。性格がわからないので、どう交こう渉しようすべきかが見えてこない。

　ホークに供するレシピ、そして、ソーベインにつなぎを付ける方法……今考えるべきはこの二つだろう。

　思案しながら歩ほを進めるうちに、隣となりのアースタが言った。

「あの、これからどちらへ？」

「ん？　ああ……近くまで来たついでにな」

　向かったのは生命神しん殿でん、ジンの病室である。父母に軽く経過報告しておいてやろうと思ったのだ。自分たちの店がどんな状じよう況きようかわからないのは不安だろう。

「──はい、ジンさん、あーん！」

「あァーん……おッほォ！　やっぱりおメェの剝むいたリンゴは、天下一品だぜェ！」

「やだあ、ジンさんったら……はい、もう一つ、あーん！」

「あァーん！」

　……来る必要はなかったか？

　清潔な病室にベッドは六つ。窓まど際ぎわの一角、両りよう腕うでを包帯で吊つられて横たわるジンの隣となりのイスに、ミモザが腰こしを下ろしている。その辺りだけ、淡あわいピンクのオーラに包まれていた。他の傷病人も居るというのにお構いなしだ。

「……パパ殿どの、ママ殿どの」

　声を掛かけながら歩み寄ると、二人は驚おどろき顔がおで振ふり向むいた。

「まあ、ベルくん！」

「おおォ！　父ちゃんの見み舞まいに来てくれたのか！」

「近くまで来たものでな」

　ジンはアースタへと目を向け、

「おや、ひょっとしておメェさんかい？　ウチの新しい従業員ってのは！」

　アースタは胸に右みぎ拳こぶしを当てて騎き士しの礼を取り、踵かかとを打ち鳴らした。

「はッ！　アースタと申します！」

「ほおォ、こいつァしっかりした娘むすめさんだ……」

　ジンは親しみの笑えみを浮うかべながら、両りよう肩かたを軽く揺ゆさぶり、

「俺おれがこんな状態だから、店と息子むすこをヨロシク頼たのむよォ！」

　どきん、という謎なぞの音がした。

「は……ははっ！　い、い、命に代えましても！」

　アースタは異様な動どう揺ようを見せていた。「む、息子むすこ様を宜よろしくと……このアースタに？　もしやこれは……両親公こう認にん！　そういうことなの……？」ブツブツ言い始めたが放っておき、ベルは現状を説明した。営業停止命令を覆くつがえすため、豪ごう商しよう会議を説得しようとしていること、既すでにホークには料理を食べさせる段にまでなっていること……

　話を聞くと、ジンはカカカと笑った。

「豪ごう商しよう会議を相手取ろうたあ、流石さすがは俺おれの息子むすこだぜェ！」

　ベルもクククと笑った。

「なに、大した相手ではない……余よの料理でひねり潰つぶしてくれる。圧あつ倒とう的てきな美う味まさで、ぐうの音も出ないほどにな！」

　そして、暴食王のターブル・ドットをいつかきっと……

「……では、余よは戻もどる。パパ殿どのは腕うでの治ち療りように専念するがよい」

　そう言って踵きびすを返かえしたとき、

「ベル、ちと待ちな！」

　足を止めて振ふり向むけば、ジンはなにやら険しい顔をしていた。

「なんだ？」

「……明日何を作るか、もう決めたかい？」

「いや、まだだが」

　ジンはやや思案してから口を開く。

「……ベル、おメェの料理の腕うでは、今や相当なモンだ。なにしろおメェは舌が良いからな。それは料理人にとって最高の才能だ……」

「ふん、当然だな」

　堂々と言う息子むすこに、ジンは軽く苦く笑しようしてから、

「だが、おメェの料理には……一つだけ足りねェモンがある」

　ベルは眉まゆ根ねを寄せた。

「……足りないもの？」

「おうよ。そいつがわからねェ限り、おメェは……ホーク・ブラックの舌を唸うならせることはできないかも知れねェ」

「な……ん……だと……！」

　愕がく然ぜんとするベル。

　父の料理の腕うで前まえは尊敬すべきものだ。その彼かれが言うのだから、耳を傾かたむけるべきだろう。

　足りないもの、それは……ひょっとして、ジンの料理に常々感じている、あの摑つかみどころのない味わいのことなのか？　ずっと知り得なかった謎なぞ、彼かれの料理とインプ族の料理との間にある不可視の壁かべ……その謎なぞに、ついに触ふれるときが来たのか！

　ベルの目が爛らん々らんと輝かがやく。

「……パパ殿どの、それはなんだ！　余よに足りぬものとは！」

　詰つめ寄よるベルに、ジンは顎あごをしゃくり、ミモザの手元を示し唆さした。

「それだ」

「……なに？」

　ベルは困こん惑わくしていた。ミモザの手には、先ほどまでジンに食べさせていたリンゴの切り身の残りが乗った皿があるだけだったからだ。

「リンゴ……？」

　ジンは厳おごそかな表情で告げる。

「そうだ……おメェの料理になくて、そのリンゴにあるモンさ」

「……なんだ、それは？」

「後は自分で考えるんだ」

　ベルは目を剝むいた。

「なっ……なぜ勿もつ体たい付ける！　さっさと教えてくれればよかろう！」

「言葉で教えられるようなモンじゃねェんだよ。それじゃ意味がねェんだ……」

　それから、瞳どう孔こうにカッと火が燃える目でベルを見つめ、

「……父ちゃんは信じてる！　おメェなら必ず自分でソイツを見付け出して、超ちよう、超ちよう、超ちよう、超ちよう一流の料理人になるってよォ！」













　　第四章　　想おもい出ではいつまでも──幻げん想そう級ステーキ丼どん







　翌日、ダイナー・スカイパレスのドアには『臨時休業』の張り紙が貼はられ、ランチタイムになっても営業が開始されることはなかった。店内に人の気配はなく、お掃そう除じゴーレムのディーゼロがぽつんと店番をしていた。

　ベルと四よん艶えん公こうは、朝早くから食材集めに奔ほん走そうしていたのだ。午後になってやっと店に戻もどり、下ごしらえが済んだときには、窓から差さし込こむ太陽光はあんかけソースのようなとろみを帯びていた。

　生ものは魔ま法ほう式冷蔵庫に入れてアースタに担かつがせ、残りの食材やその他荷物は分担して持ち、ホークの屋や敷しきへと向かった。五人では辻つじ馬ば車しやは使えないので乗合馬車で旧市し壁へき門前まで行って、後りは徒歩だ。

　道すがらベルは、昨日ジンに言われたことを思い返している。

　自分の料理に足りないもの……なんなのだ、それは……！

　答えはまだわかっていなかった。

　……最高の食材と、最高の調理法……他に何がいるというのだ？　美味さで相手をねじ伏ふせる以外に、何があるというのだ？　グルメとは絶対的な価値観であり、美う味まいか不ま味ずいかしかない……そう信じてきたのに、違ちがうというのか？

　今日用意したこの食材、そこから作り上げられるであろう料理は、圧あつ倒とう的てきな美う味まさでホークをねじ伏ふせるはずだ……そう信じているのに、不安が消えない。

「──奴やつは満足するのか？　これで……」

　つい零こぼしてしまった呟つぶやきに、共に歩く四よん艶えん公こうが素す早ばやく反応した。

「しますともッッ！　あの料理ならッッ！」

「陛下らしくないですニャッ！」

「私の見立てではッ！　可能かとッ！」

「あぁんッ！　最ッ高でしたわァンッ！」

　妙みように勢いのある声に目を向ければ、四人とも全身の筋肉がパンプアップしていた。顔にはあぶらぎった微ほほ笑えみが浮うかび、歯がキラキラと光っている。肌はだもテカテカしており、その輝かがやきはすれ違ちがう者たちが振ふり向むくほどだった。

　店を出る前に、今日作る料理の試作品を試食をさせたら、こうなったのだ。

　身体からだの内側からパワーが溢あふれてくるらしい。普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやくなフルーレや、気けだるげなルキまで語ご尾びが飛とび跳はねているのは驚おどろきだった。圧あつ倒とう的てきなグルメの証明である。

「……フッ、そうだな」

　ベルは口くちの端はしを上げた。

　……パパ殿どのの言葉のせいで戸と惑まどっていたが、弱気になることはない。余よのグルメは絶対だ。彼かの女じよたちの変わり果てた姿を見ればわかる……待っておれよ、ホーク。貴様もテカテカにしてくれるわ！

　四よん艶えん公こうが元の姿に戻もどる頃ころには、屋や敷しきに到とう着ちやくした。

「──来やがったな、小こ僧ぞう」

　ホークは昨日と同じ応接室で待っていた。だがベルの視線は彼かれにではなく、その対面のソファーに座すわる男に吸い寄せられた。初めて見る顔だ……いや正確には、ナマで見るのは初めての顔、ということだが。

「キミがベル君か。初めまして……」

　若い頃ころはさぞ多くの女を泣かせたのだろう、甘あまいマスクには親しみのある笑え顔がおが浮うかんでいるが、目の奥おくは全く笑っていない。白のシャツに紺こんのベストという清潔感のあるいでたちは、その内面に潜ひそむ何かを隠かくすためのカモフラージュだろうと思われた。

　ホークが紹しよう介かいをするか、男が名乗るより先に、ベルは口を開いた。

「なぜ貴様が此こ処こに居る？　フランシス」

　豪ごう商しよう会議の一員にして、調理師ギルドの最高権力者、フランシスは笑えみを深めた。

「キミの料理を楽しみにしてきたのさ」

　四よん艶えん公こうたちも彼かれの顔は知っている。

　アースタは薄うすく殺気を纏まとい、メフィは獣けものじみた笑えみを浮うかべ、フルーレは静かに警けい戒かいを漲みなぎらせていた。ルキだけはウインクと投げキッスを放っている。

　ベルはホークに目を向け、

「……どういうことだ？」

　ホークは肩かたを竦すくめる。

「睨にらむなよ、俺おれが呼んだんじゃねえ」

　フランシスが口を挟はさんでくる。

「商人の情報力を甘あまく見みないことだ。キミが何をしようとしているかも想像はできる」

「ほう……」

　ベルは内心で感かん嘆たんした。異常な対応の早さだ。この男、少なくとも商人としてはなかなかのやり手らしい。

「つまり、邪じや魔まをしにきたと？」

「まさか！　そんなことをして、ホークの不ふ興きようを買う気はないさ」

　貼はりついたような笑え顔がおのまま。

「だが、私にもチャンスは与あたえられるべきだ。そうだろう？」

「話が見えんな」

「簡単な話だよ。キミは料理で店の価値を証明する。では私も同じように、料理でその価値を否定する、それだけだ」

　フランシスは気き障ざな仕草で両手を持ち上ると、パンパンと二度打った。

「入りたまえ」

　ベルたちの背後にあるドアとは別のドアから、呼びかけに応じて入室してきたのは、燃もえ盛さかる炎ほのおの刺し繡しゆうが施ほどこされた、赤いシェフコートとエプロンの男だった。おさげに結ゆわれた黒くろ髪かみに、糸のように細い目の東方人だ。両手は腰こしの後ろに回されている。

「彼かれは調理師ギルド五本庖ぼう丁ちようの一人、『爆ばく炎えんのスコーピオン』だ」

　フランシスの紹しよう介かいを受けて、男は軽く首しゆ肯こうした。おさげが揺ゆれる。

「……よろしくある」

　僅わずかに開かれる瞳ひとみ。ベルに注がれる視線には、刀とう剣けん類が抜ぬかればなに放つような、剣けん吞のんな光があった。

「爆ばく炎えんの……スコーピオン……？」

　ベルは啞あ然ぜんとして呟つぶやいた。なんだその二つ名は……いい年こいて。魔ま界かいでも若い魔ま族ぞくしかつけないようなセンスだ。五本庖丁と言うからには五人いるのだろうが、他の連中にもそんな二つ名がついているのだろうか？

「そう、これからキミはこのスコーピオンと料理対決をするんだ。どちらの料理がより美お味いしいか、ホークに決めてもらうのさ……」

　フランシスの言葉は流りゆう暢ちようで、芝しば居い的だった。

「キミがもしスコーピオンに負けるようなら、ダイナー・スカイパレスはハーヴェスタに必要ない店だと証明される。再開発計画を白紙に戻もどすほどの価値はないとね」

「なるほど、簡単だな」

「……ま、そういうわけだ、小こ僧ぞう」

　ホークがやんわりと言葉を継ついだ。

「話はわかった」

「わしも最初は断ったんだがな、元々はお前さんとフランシスとの因いん縁ねんだから、あながち筋すじ違ちがいでもねえかと思ってな……それと……」

　照れたように笑い、

「かの名高い五本庖丁の料理には、わしも興味がある！　ワハハ！」

「ふん、食えん爺じじいだ」

　ベルは鼻を鳴らした。

「だが構わん。余よに歯向かう者には、その愚おろかしさを思い知らせるのみ」

　フランシスの双そう眸ぼうに、獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのような、獰どう猛もうな光がちらついた。

「それは受けるという意味かな？」

「当然だ」

　ベルは腕うでを組み、フランシスを見下ろした。

「ホークには最高の美味を……そして、貴様らには敗北の苦味をくれてやろう」

　暴食王のターブル・ドットへの道を邪じや魔まするならば、誰だれであろうと破は滅めつあるのみだ。

「ふふ、父親に似て生意気なボウヤだ。楽しくなってきた……」

　フランシスは反動をつけてソファーから立ち上がると、

「……ところで場所だが、調理師ギルドでやらないか？」

「む、なぜだ？」

「この屋や敷しきより設備が整っているから、いい勝負ができるはずだ」

　ベルは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「ふむ、よかろう」

　わざわざ敵の本ほん拠きよ地ちに招いてくれるというのだ。丁度良い。乗のり込こんでいって、叩たたき潰つぶしてくれよう。







　──『王者の選択亭リストランテ・キングスウイル』。

　旧市し壁へき内の華か麗れいなる高級繁はん華か街がい、ファーザーズヒル地区に店を構えるレストランであり、調理師ギルドのギルドハウスも兼かねる。その白はく亜あの建築には、連日美食を求めるグルマンたちが訪おとずれ、洗練された味に舌した鼓つづみを打つという。

　ハーヴェスタは一年を通して比ひ較かく的てき温暖な気候なので、キングスウィルにはオープン席も多く設しつらえられている。手入れの行き届いた庭園と、ファーザーズヒルの美しい夜景を眺ながめながらのディナーは、ハイクラスな恋こい人びとたちのステータスとなっている。

　だが、それは表向きのこと。

　真のハイクラスは店の奥おく、ＶＩＰ席に通されるのだ。四人掛がけのテーブル席が三つ並ぶそこは、選ばれた者のみ足を踏ふみ入いれることが許される、美食の聖域だ。キングスウィルの心臓部である大厨ちゆう房ぼうを見下ろす中ちゆう二に階かいにある。

　そこからの眺ながめはまさに、視覚で楽しむ美食のライブだ。広大な空間に並ぶ最新しん鋭えい調理器具の数々。フランベの炎ほのおは花火のように踊おどり、蒸むし器きの上げる蒸気はまるでスモーク、ならば数十人の調理人たちは皆みな一流のアクターか。彼かれらの動きによって、世にも美しき料理たちが作り上げられていく。一いつ般ぱん客きやくに出す料理だろう。

　片かた隅すみにてベルはシェフコートを着き込こむと、厨ちゆう房ぼう内を振ふり向むいて眺ながめた。

「……美しいな」

　我わが魔ま王おう城にも、このような風景が理想だった。

　……だが、感心してばかりもいられない。此こ処こは敵地なのだ。エプロンの紐ひもを二重に回して結べば、魂たましいまでが引ひき締しまる気分がした。

　料理人たちがジロジロとぶしつけな視線を向けてくるが、何の痛つう痒ようも感じない。四方八方から都市を壊かい滅めつさせるレベルの魔ま法ほうを撃うたれたこともある。

「勝負は一品、先に完成した方から試食する。制限時間は一時間」

　ＶＩＰ席から、フランシスの声が降ってきた。

「……で、構わないね？」

　テーブルの一つにホークとフランシスが陣じん取どり、その隣となりのテーブルには四よん艶えん公こうが腰こしを下ろしている。そちらには、酒と軽いおつまみが出されている。

「いいだろう」

　ベルが答えたとき、四よん艶えん公こうの席から声せい援えんが飛んできた。

「このアースタ、全ぜん身しん全ぜん霊れいで応おう援えんしておりますゆえッ！」

「陛下なら勝てるです！」

「……ファイト」

「あらぁん？　このワインなかなか美お味いしいじゃなぁい！」

　約一名、声せい援えんなのかどうか怪あやしいものもいるが……

「……オマエの父親、昔ココで働いていたある」

　聞こえた声に目を向ければ、スコーピオンが数歩の距きよ離りを置いて立っていた。

「何？」

「ジンのことよ」

「……ああ、パパ殿どのの話か」

「そうある。最高の料理人と評判だったよ。お客さんたちだけではなく、ワタシたちの間でもね……でも、ヤツはギルドを裏切った」

　なるほど、ミモザは恨うらまれていると言っていたか。

「そう思っているのは、貴様らだけだろう」

　ベルはスコーピオンの糸目の奥おくを見み据すえ、

「パパ殿どのはただ、美お味いしい料理が食べたいという声に応こたえただけだ」

「バカね」

「……なんだと？」

「料理長の座を蹴けってまで、どぶ臭くさい下層の料理人になるなんて、他に言いようがあるか？　超ちよう一流の食材を使って、超ちよう一流の技術を学び、超ちよう一流の客を相手にしてこそ、本物の料理人と言えるよ」

　スコーピオンは片手でベルを指差し、

「オマエの父親は、勝負の世界から逃にげた！　そんな男がまだ、最高の料理人と言われている、ワタシはそれが許せない！」

　……なるほど、一理ある。超ちよう一流の食材、超ちよう一流の技術、超ちよう一流の客……確かに、料理には格があるものだ。

　……だが、なんだ？

　このッ……この胸むねの奥おくに燃えたぎる怒いかりの炎ほのおは、なんだッ！

「……パパ殿どのは、料理人として純じゆん粋すいだっただけだ」

　ほとんど勝手に言葉が飛び出す。

　人として暮らした年月の中で、ジンの背中を見てきた。ひたすら料理に打うち込こむ姿を。

「……勝負だとか、地位や名声……そんなものには脇わき目めもふらずに、美お味いしいと言われることだけに心を注いできた……！」

　ゴゴ、ゴゴゴ……ベルの身体からだから、途と方ほうもない魔ま力りよくが溢あふれた。積まれていた食器類がカタカタと不ふ穏おんな音を鳴らす。

「……貴様など、パパ殿どのの足元にも及およばぬわ！　余よの料理で思い知れ！」

　スコーピオンは片目をギラリと開き、

「かかってくるね、ジンの息子むすこ」

　パンパンとフランシスが手を打った。

「──よし、では、料理を始めてくれ！」

　スコーピオンが弾はじかれたように動き始めた。流し台で手を洗うと、冷蔵庫から生肉の塊かたまりを取り出してまな板の上に置き、肉厚の包丁を閃ひらめかせ始めた。

「ハイッハイッハイッハイヤァーッ！」

　凄すさまじい気き迫はく、そして速度だった。糸目がカッと見開かれている。でたらめに見えるが、切り分けられた肉の形はきっちり整っている。驚おどろくべき技量だ。

　……だが、負けるわけにはいかん！

　ベルも手を洗い終えた。アースタが担かついできた小型の冷蔵庫から、布ふ巾きんに包まれた塊かたまりを何個か取り出す。まな板に乗せ、ハラリと布ふ巾きんを取とり払はらえば、中から現れたのは……やはり肉であった。

　奇くしくも肉料理対決となったわけだ。

「ふ……そっちは牛あるか？　どんな肉でも、この肉には勝てないある」

　ベルの取り出した肉を一いち瞥べつし、スコーピオンが言う。

「なにしろこの肉は、雨あま雲ぐも豚ぶたあるからな！」

「む……雨雲豚ぶただと……！」

　ベルは目を見開く。

　ＶＩＰ席でアースタとメフィが顔を突つき合あわせてヒソヒソと、

「な……なんだ、雨雲豚ぶたとは……？」

「知らないにゃ……！」

「……魔ま力りよくを操あやつり空を飛ぶ豚ぶたです。雲の上で生活しているとか」

　横からフルーレがそう答えたとき、

「──おや、詳くわしいね、お嬢じようさん」

　更さらにその向こうからフランシスが言う。

「とても貴重な食材でね、まあ、出す店はうちくらいだろう」

　やや自じ慢まんが入った言葉に、フルーレが淡たん々たんと返す。

「……調理が難しいらしいですね」

「そうだね……まあ、見ているといいさ」

　調理場ではベルが、取り出した肉のうち幾いくつかの塊かたまりを包丁で切り分けていた。

　速度ではまったくスコーピオンに及およんでいない。ベルは料理人として働き始めてまだ四日目なのだ。培つちかった経験と技術だけは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで追いつけるものではない。

「遅おそいある。その程度の技術で、よく大きな口が叩たたけたあるな」

　スコーピオンの言葉に、ベルは怒ど鳴なり返す。

「勝負は味だ、黙だまっていろ！」

　スコーピオンは肩かたを竦すくめると、切り分けた肉をたれに漬つけ込こんでから、

「ハイィーッ！　万ばん象しようの源みなもとたる魔ま力りよくよォーッ！」

　ガツンと激しい音を立てながら、鍋なべを炉ろに乗せた。東方で料理に使用される、取っ手のついた鍋なべだ。

「我わが意を旋せん律りつとするならば、オマエは紅ぐ蓮れんの踊おどり手てある──火柱フレイムピラー！」

　直後、炉ろから炎ほのおが噴ふき上あがった。魔ま法ほうを使ったのだ。逆巻く魔ま力りよくに赤いエプロンの裾すそがひるがえり、まるでスコーピオン自身が燃もえ盛さかる炎ほのおに包まれているかのようだ。爆ばく炎えん……その二つ名も頷うなずける。

「火ヒ火ヒ火ヒ火ヒッ！　燃えろ燃えろ、料理は火力あるぞッ！」

　物静かな男だと思ったが、作業にかかると性格が変わるらしい。

　一方のベルは、

「……これはどう火を点つけるのだ！」

　最新の調理設備に戸と惑まどっていた。コンロは初めてだ。薪たきぎをくべる焚たき口もない。

「おい、誰だれか火の点つけ方を教えよ！」

　そう声を掛かけても、料理人たちは誰だれ一人ひとりとして返事をしない。自分の仕事をしているか、冷たい一いち瞥べつを向けてくるだけだ。アウェー感である。

　ベルは不快感をにじませ、

「下げ衆すどもめが……」

　中二階でアースタが隣となりのテーブルへと詰つめ寄よっている。

「おい貴様、陛下に火の点つけ方を教えろ！」

　フランシスは両手を軽く広げ、

「おっと、私は知らんよ。料理人じゃないからね」

　怪あやしいものだ。

「こ……この卑ひ劣れつ漢かんめ！」

　このままではアースタが、フランシスを殺してしまいかねない。ベルは声を投げる。

「アーシェ、構うな」

「は、はっ……しかし……！」

「構うな。余よを信じろ」

　ベルはコンロへと向き直る。なんのことはない、道具が使えないのなら、スコーピオンのように魔ま法ほうで調理すればいいだけだ。

「万ばん象しようの源みなもとたる魔ま力りよくよ、終しゆう焉えんと原初の狭はざ間まを照らす火と成らん──獄炎ヘルゲイザー！」

　──ボッゴオオォォン！

　瞬しゆん間かん、天てん井じようまで届くほどの炎ほのおが噴ふき上あがり、厨ちゆう房ぼうが真っ赤に染まったので、周囲で料理していた料理人たちから悲鳴が上がった。彼かれらの頭が、まるでポップコーンが弾はじけるように、ポンポンと次々にアフロヘアーになっていく。それほどの火力であった。

「む……！」

　急いで魔ま力りよくを制せい御ぎよし、火力を抑おさえていく。大した魔ま力りよくは注いではいないのだが……どうやらこのコンロには魔ま法ほうを強化する機能が備わっているらしい。機構部に魔ま法ほう石せきが使われているようだ。魔ま力りよくを持たない者がどう使うかはわからないが、前面部に妙みようなツマミがあるので、それで操作するのだろうと予想できる。

「お、おい、店を火事にする気か！」

　目を剝むくフランシスを、

「黙だまっていろ、爆ばく発はつしても知らんぞ」

　脅おどして黙だまらせ、魔ま力りよくを調節していく。そうしてコツを摑つかんでみれば、なかなかの使いやすさだった。スカイパレスにも一台欲ほしい……

「火ヒ火ヒ火ヒ火ヒ火ヒ火ヒ火ヒィーッ！」

　スコーピオンが、下味をつけて粉をまぶした豚ぶた肉にくを、鍋なべで揚あげ焼きにかかっていた。

「……なッ！」

　その技術に、ベルは目を見張った。

　微び細さいな魔ま力りよくのコントロールによってのみ可能となる、虹にじ色いろの炎ほのおが踊おどっている。雨雲豚ぶたの肉は汁しる気けが多いため、その味を引き出すためには繊せん細さいな火加減の調節が必要となる。だが、あの虹にじ色いろの炎ほのおならば可能だろう。恐おそらく、厚さ五ミリの肉の外側をカリッと、内側をレアに保つことすらできるだろうと、一目見ただけでわかった。

　勢いだけの料理人ではない。確かな技術がある……

「……だが、余よは負けぬ！」

　ベルは、研といで水にさらしてあった米を土ど鍋なべで炊たき始めた。その横で先に切り分けた肉を焼いていく。まだ塊かたまりのままの数個は、表面に焼き色を付けて、コンロの余熱を受ける場所に置いた。それぞれ別の塊かたまり肉にくに対し、別の調理法を施ほどこしているのだ。

　作業時間が続き、やがて……

「──火カ火カ火カ火カァーッ！　よおォーし、完成あるーッ！」

　先に宣言したのはスコーピオンだった。

　やはり速度では勝てない。ベルが機材に慣れていなかったのも要因の一つではあるが、それがなくても勝てたかは怪あやしいところだ。先せん攻こう側は空腹という最高の調味料を使えるため、有利といえるだろう。

　調理を続けながら、ベルはスコーピオンへと目を向けて……驚きよう愕がくした。

「なんだ、あれは……」

　スコーピオンの片手に持たれた大皿の上には、赤い山が出現していた。流れてくるスパイシーな香かおりが、食欲を激しく刺し激げきする。なんだあの形状は……どんな料理なのだ？

　スコーピオンは階段をのぼり、ホークの前に皿を置いて一礼、

「ご賞味くださいある。名付けて──赤せき嶽がく隠いん豚とん」

　両目は糸目に戻もどっており、その口調は静かなものだ。

「おう、いただこうかい」

　ホークはフォークを手に取り、

「……で、どうやって食うんだ？」

「山の中に豚ぶた肉にくが隠かくれているある。掘ほり出だして食べるね」

「おう、そうか……よし、あったあった。どれ……」

　フォークで刺さして掘ほり出だした、カラッと揚あがった豚ぶた肉にくを食べた……直後、

「──むグッ!?」

　目を見開いたホークの全身が、カッと赤熱した。必死の形ぎよう相そうでモグモグと咀そ嚼しやくし、なんとか吞のみ込こむ。

「カッカッカッ……辛かれえええぇぇーッ！」

　ボフウと吐はき出だす息が、熱風と化している。

「これがワタシの故郷の味」

「いや、ゲフッ！　こりゃあ、わしにはちょっと辛からすぎる……ゲホッ！」

　スコーピオンは無言。

「味は美う味めえんだが……無理だ、これは……食えんよ！」

　敗北を宣言されたに等しい言葉にも、スコーピオンは薄うすい微び笑しようを崩くずさない。

「辛からいのはボクも苦手にゃ」

　隣となりのテーブルで、メフィがプイッとそっぽを向いている。

　……しばしの間があったが、ホークはフォークを手放すことはなかった。やがて再び赤く険しい山へとその先せん端たんを繰くり出だす。

「いやあ、若え頃ころは辛からいモンも結構食えたんだがよ……年寄りにはきついぜ……」

　もう一切れ掘ほり出だした肉を口へと運び、

「ボオッフゥー！　ダメだ、やっぱ辛かれえ！　食えねえよ！」

「……おい、貴様……どうした？」

　アースタが訝いぶかしげに声を掛かけた。

「ボッフゥ？」

「言っていることとやっていることが……その……違ちがうようだが？」

　ダメだと口では言いながら、ホークの手は次の豚ぶた肉にくを探していた。その隻せき眼がんは段々と輝かがやきを増しており、まるで宝を捜さがして死地に向かわんとする探検隊のような、危なげな光を帯びていた。

「お、おう……そうなんだが……！」

　もう一切れ、躊躇ためらいなく食べてしまってから、

「ボッファーッ！　か、辛かれえのに……こんなに辛かれえのに……」

　焦しよう熱ねつの吐と息いきと共に叫さけんだ。

「甘あめええぇぇーッ！」

「……どういうことです？」

　フルーレが言うのに、スコーピオンは片目だけを開いた。

「雨あま雲ぐも豚ぶたの脂あぶらは、とても甘あまいある。数十種のスパイスによって作られたこの山は、その甘あまみをすべて引き出すための下地ね。ただ辛からいだけではなく、食欲を増進させるね。圧あつ倒とう的てき火力によって揚あげられた衣ころもが、その旨うま味みを全すべて受け止めているよ……」

「やだぁ、お酒に合いそぅ……」

　唇くちびるに指を当て、物もの欲ほしげにルキが言う。

　スコーピオンは言葉を続ける。

「……ホーク様、アナタは冒ぼう険けん者しやだったあるな？　ならば、この味が病やみつきになるのは当然あるぞ」

　四口目を食べ終わってからようやく手を止めたホークが、感かん嘆たんの声を漏もらした。

「ああ……最初に来る冒ぼう険けんにも似た辛からさと……その後にやってくる宝のような優やさしい甘あまみが、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって……わしの胃い袋ぶくろに流れ落ちていきやがる……！」

　かぶりを振ふりながら、熱風のブレスを左右に吐はく。

「カーッ！　恐おそれ入いったぜこいつは……ボファッ！」

　優ゆう雅がに腰こしを折るスコーピオンの横で、フランシスは満面の笑えみを浮うかべていた。

「これが五本庖ぼう丁ちようの実力だ、ホーク」

「いやはや、これほどとは……！」

「ふふ……もはや、ベル君の料理は食べる必要もないと思うが」

　隣となりのテーブルへと半はん身みを向け、

「まあ、安心するがいいさ。キミたちはなかなか美人だから、私の店で雇やとってあげよう。スカイパレスがなくなっても……」

　憐あわれみをまぶされた優ゆう越えつ感の視線を、ザンと断たち切きる影かげがある。

「そういう御ご託たくは──」

　ベルであった。右手に持ったどんぶりを、

「──食い終わってからほざくんだな！」

　ホークの前に堂々と置きながら言った。

「お……おお、できたか、小こ僧ぞう！」

　ハッとして身を乗り出すホークの眼前で、蓋ふたを取って横に置いた。

「待たせたな、ステーキ丼どんぶりだ」

「……これは」

　ホークはやや当とう惑わくした様子だった。どんぶりの上には肉を花か弁べんとする華はなが確かに美しく咲さいてはいるが、スコーピオンの料理に比べるといかにも地味である。

　フランシスが肩かたを竦すくめる。

「ふふ、やはり食べる必要はないんじゃないかね？」

「黙だまって食え」

「……お、おう、そうだな」

　ベルが一いつ喝かつすれば、ホークはとにかく頷うなずいて、茶の入ったコップを手に取った。

「……ふん、無む駄だなんだよ、ベル君……もうキミの負けなんだ」

　フランシスの言葉に、ベルは顔を向けず、

「食わずにわかるグルメはない」

「ふふ……わかるんだなァ、それが……！」

　そのとき、水を一口飲んだホークが、驚おどろきの声を上げた。

「うおッ……」

「む……どうした？」

　ベルが訝いぶかしげに声を掛かければ、

「うっ……あ、味が……味がしねえ！」

「……何？」

「ふ、ふふ、く、くくく……」

　フランシスが笑い始めた。

「……ふ、ふふ、フゥァーッハッハッハァッ！」

　ついには哄こう笑しようする。片手を額に当て、歪ゆがんだ表情を隠かくすようにして身を折る。

「だから無む駄だだと言っただろう！」

「……なぁに、お爺じいちゃまぁ……どうしちゃったのぉ？」

　ルキが不思議そうに言うのに、ホークは眉み間けんにしわを寄せ、

「味がしねえんだよ、舌が麻ま痺ひしちまって！」

「ふふ、そうだろう……サソリの一ひと刺さしは後から効いてくる」

　フランシスの楽しげな言葉を受けて、スコーピオンが口を開く。

「ワタシの料理、山さん椒しよう、蕃ばん椒しようたっぷりね。四口も食べれば、しばらく口の中はびりびりよ。繊せん細さいな味はわからなくなるね」

　ホークの唇くちびるは、確かにタラコのように腫はれ上あがっている……

「な……ば、馬ば鹿かなッ！　そんなの──！」

　顔色を変えるアースタを制するように、フランシスは片手の人差し指を突つき付つけた。

「おっと、卑ひ怯きようとは言わせんぞ！　これはちゃんとした料理、毒を盛ったわけではない！」

「……くっ！」

　黙だまって佇たたずんでいるベルへと視線を向け、

「ふふ……キミが先せん攻こうを取れなかった時点で、もう敗北は決定していたんだ、ベル君。残念だったね」

　紳しん士しぶっていたフランシスが本ほん性しようを剝むき出だしにするのに、ホークが顔を顰しかめる。

「……わしはてめえの、そういうところが気に食わねえ」

「勝負は勝負だろう？　考えてもみたまえ、それほど辛からくてもキミが手を止められなかったのは、スコーピオンの腕うで前まえだよ？」

　ホークは渋しぶ々しぶ頷うなずく。

「……まあ、それはある」

「ふふ、御ご理り解かいいただけて何よりだ……まあよしんば後こう攻こうだったとしても、スコーピオンの腕うで前まえなら負けはしなかっただろうがね。私は堅けん実じつな商売を心がけている」

　フランシスが身を乗り出し、

「さあ、ではホーク！　どちらが勝者か、はっきりと言ってくれたまえ！」

　わざとらしく片手を耳に当てて言ったとき、

「……御ご託たくは食べ終わってからにしろと言ったはずだ」

　威い風ふう堂どう々どうとした声が空気を打った。

「ふう……やれやれ往おう生じよう際ぎわが悪いな」

　苦く笑しようするフランシスをよそに、ベルはホークへと言う。

「……その右みぎ端はしの、白いサシがきめ細やかに入った肉を食べてみろ」

「うーむ、いや……何を食っても今は……」

「いいから食えッ！　食わずにわかるグルメはないと言っただろう！」

　弱じやつ冠かん十六歳さいの少年とは思えない、凄すさまじい気き迫はくを放つベルに、ホークは何か意味を感じ取ったか、言われるままに肉を口に運んだ。咀そ嚼しやくし、嚥えん下かする……

　だが、やがて首を振ふった。

「……ダメだ、やっぱりわからねえ……わから……わから……わか……」

　言葉の途と中ちゆうで、突とつ如じよホークが首を反らせた。ビクン、と。口から叫さけび声ごえが溢あふれる。

「ウッマアアアァァァァァァァァ──」

「アイヤァ!?」

「な、なんだと！」

　スコーピオンとフランシスが驚きよう愕がくしている。

　ベルは腕うでを組んで冷静に、

「同位同食、という言葉を知っておるか？」

　スコーピオンは目を見開き、

「そ、それは、ワタシの故郷の言葉ある……！」

「うむ、悪いところがあれば、それと同じ部位を食べて治すという思想だ」

「それがどうしたあるか！」

　ベルはどんぶりを指差し、

「今ホークが食べたのは、タン塩だ。タン塩のあまりの美う味まさがホークの舌に活力を与あたえ、自然回復力が高まって、痺しびれが取れたのだ」

「馬ば鹿かなあるッ！」

　スコーピオンは目を剝むく。

「こんな急激な変化はあり得ないある！　おかしいあるぞ！」

「──ァァァァァァイ……！」

　ようやく叫さけび声ごえを絞しぼり出だし終えたホークは、咥こう内ないに残った味の残ざん滓しを確かめるように、口から息を吸い、鼻から吹ふき出だしてを繰くり返かえしている。

「……お、おお……なんて香かおりだ……これは……この香かおりは……」

「アイヤー……！」

　絶句するスコーピオンに、ベルは泰たい然ぜんとして言葉を続けた。

「確かに、牛や豚ぶたや鶏にわとりではこうはいかん。だが……この肉ならあり得るのだ」

「な……何の……何の肉だと言うんだ！」

　フランシスが食い付くのに、ベルはホークへと話を振ふった。

「……教えてやるがよい、ホーク。貴様はこの味を知っているだろう？」

「あ、ああ……」

　ホークはかすかに震ふるえてすらいた。今や完全復活を果たした味み蕾らいには、とろける脂あぶら、赤身の力強い肉の風味が鮮せん烈れつに刻まれている。それでいて、一いつ切さいの臭くさみはない。

　覚えはある。確かに、遠い記き憶おくの彼方かなたに……

「……お、おい……冗じよう談だんだろう……あり得ねえ、この味はッ……！」

　百ひやく戦せん錬れん磨まの冒ぼう険けん者しゃにして海千山千の武器商人は、人生の黄昏たそがれに一つだけ残された瞳ひとみを丸くして、遠い風景を見つめている。

「いや……忘れもしねえ……噓うそだろ！　なんてこった……こいつは！」

　やがて、昂たかぶりゆく興奮のままに叫さけんだ。

「──エルダードラゴンステーキだ！」
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　時間は少々遡さかのぼり、今け朝さ方がたのことである……

　ハーヴェスタより遥はるか南方に位置する常とこ夏なつの島々、アバンダン諸島。この地に古くから住む海の民たみは、火と水の神々と独自の精せい霊れいを信しん奉ぽうする善良な人々だった。

　しかし災さい厄やくとは善悪にかかわらず理り不ふ尽じんなものだ。数日前、平和だったこの海に、突とつ如じよとして赤く巨きよ大だいな影かげが飛来した。

　ドラゴンである。

　本島の中央にある、火山の火か口こう付近に巣をかけたドラゴンは、魔ま力りよくを帯びた咆ほう哮こうを放って全島民の脳のう裏りへと語り掛かけた。

　──生いけ贄にえヲ。サモナクバ滅めつ亡ぼうヲ！

　ドラゴンは成長するごとにその呼び名が変わる、魚ぎよ介かい類るいで言うとブリのようなものだ。

　若い竜りゆうはレッサー種と呼ばれ、これは人間でも何とか退治できなくもない。そこから長い年月を生きるとエルダー種となって、高い知性を持ち強力な魔ま法ほうを操あやつるようになり、こうなると災害レベルの存在となる。

　アバンダンにやってきた個体は、悪いことにエルダー種だった。

　今日が返答の期限の最終日。島の民たみは朝早くから広場に集まって、どうするかを協議した。今年十二歳さいになる長おさの娘むすめが、自分が生いけ贄にえになると震ふるえながら言うのを聞いて、海の民たみの男たちは決心した。

　……戦おう。子供たちの未来の為ために。

　男たちは使い慣れない武器を手に、不退転の覚かく悟ごを胸に、火口へと向かったのだ。

　……そして、目もく撃げきしたのである。

　溶よう岩がんとガスの噴ふき出だす地で、強大なドラゴンと真っ向からぶつかり合う五つの影かげを。

　先頭に立つのは、銀の髪かみも涼すずしげな女おんな騎き士し。

「セイッヤァーッ！」

　自分の身長より大きな剣けんを軽々と振ふるい、豪ごう快かいな一いつ閃せんを繰くり出だして、ドラゴンの吐はくブレスを容易たやすく切きり裂さいていく。たった一吹ふきで軍隊を壊かい滅めつさせると伝わる、灼しやく熱ねつの吐と息いきを。

「セイッセイッセイッセイヤァー！」

　見目の麗うるわしさと相反する、非常識的なまでの武力。

　そして、左右に分かれたブレスの隙すき間まを、黒い小さな影かげが駆かけ抜ぬけた。

「フギャーッ！」

　動きが速すぎてよく見えないが、少女のようだ。暴れ回るドラゴンの身体からだの上を駆かけ回まわり飛とび跳はねながら、両手に持った鍔つばのない、カギ爪づめのような形状の短たん剣けんで幾いく重えにも切り付けていく。宙を舞まうかのような華か麗れいな動き。

　さらに中空に目を向ければ、実際に浮ういている人ひと影かげもある。

「……凍こごえなさい」

　青い髪かみの魔ま女じよ。左手に分厚い本を、右手に長大な杖つえを持っており、それが一振ふりされるたびに、熱帯に住む者は見たこともない自然現象、局所的な吹雪ふぶきや、尖せん塔とうほどもある氷柱が生み出されてはドラゴンを襲おそう。

「んふっ、おっきいぃ……でもぉ……野や蛮ばんすぎねぇん……」

　そう呟つぶやくのは、煽せん情じよう的てきすぎるドレスを身を纏まとった女だ。交差されたその両手には、陽光を照り返してぎらつく黄金の銃じゆうが二丁構えられており、引き金が引かれるごとにドラゴンの鱗うろこに火花が散る。

　そして、それら繰くり広ひろげられる激戦を眺ながめながら、堂々と腕うで組ぐみをして立つ青年が居た。シェフコートにエプロン姿という、あまりにも場ば違ちがいな姿……

「──グウゥオオオオォォォォッ！」

　ドラゴンが激げき怒どの咆ほう哮こうを上げた。地を揺ゆさぶる轟とどろきと共に身体からだを半回転させ、尻尾しつぽによる一いち撃げきを青年へと向ける。エルダー種の尻尾しつぽの薙なぎ払はらいは、小さな城なら一いち撃げきで倒とう壊かいさせてしまうほどの威い力りよくを持つという。

　青年は動く素そ振ぶりも見せない。腕うで組ぐみを解こうとすらしない。

　強きよう靭じんな尾おは激しい風を起こし、大地を激げき震しんさせ、火山灰を巻き上げたが、青年に到とう達たつすることはなかった。銀ぎん髪ぱつの女おんな騎き士しが肩かたに構えた剣けんによって受け止められていたからだ。踏ふん張ばって衝しよう撃げきを受け止めたグリーヴは、くるぶしまで地面に埋うまっている。

　青年は微び動どうだにしていない。こうなることを知っていたかのように。自分の家のリビングに居るかのように寛くつろいだ風ふ情ぜいで。

　女おんな騎き士しの赤い眼光が、ギラリと怒いかりに輝かがやく。

「下等なトカゲ風ふ情ぜいが……私の陛下に、手を出すなあァーッ！」

　裂れつ帛ぱくの怒ど声せいと共に、再びドラゴンへと突とつ進しんしていく。

　戦場に躍おどる四つの影かげと、それを見守る一つの影かげ。

　海の民たみを率いる長おさは、少し離はなれたところからその光景を見守っていたが、やがてその場に膝ひざを突ついた。

「……神々じゃ」

　震ふるえる両手を天に掲かかげて拝み始める。

「神々が……我らに救い主を遣つかわしてくださったのじゃ……！」

　その言葉を皮切りにして、男たちも次々に膝ひざをついていく。

　……この日アバンダン諸島に、新たな伝説が生まれた。何ど処こからともなく現れて、悪あしきドラゴンを退治し、再び何ど処こへともなく消え去った、五人の英えい雄ゆうの伝説が。
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「──でたらめだ！」

　フランシスがついに腰こしを浮うかせた。

「そんな幻まぼろしの食材を、手に入れられるわけがない！」

　ホークも信じがたいという風に、

「いや……これは確かにドラゴンステーキだ……それも、エルダー種のな……」

「噓うそだ！」

　ホークはフランシスをじろりと一いち瞥べつする。

「噓うそなもんか。わしは冒ぼう険けん者しや時代に仲間たちと、ハーヴェスタを襲おそったエルダー・ドラゴンを退治したんだ。あの日、仲間たちと食ったステーキの味は、死んでも忘れねえ」

　ベルへと視線を流し、

「……おい、どうやってこれを手に入れた？」

　ベルは黙だまって首を振ふる。

「仕入れ先は秘密、ってか……」

　倒たおしてきたなどと言えば、色々とややこしいことになりかねない。背後では四よん艶えん公こうたちが、顔を見合わせて含ふくみ笑わらいをしている。

　ホークは夢でも見ているような様子で、どんぶりを見つめた。

「ううむ、しかし驚おどろいたぜ……あれから今まで、何度かドラゴンステーキを食べてきたが……そのたびに違い和わ感かんを覚えてきた。こんなモンだったか？　ってな……」

　老境の瞳ひとみに浮うかぶのは、恋こい心ごころにも似た光。

「そのうち、想おもい出では想おもい出でにすぎねえと、自分に言い聞かせるようになった……だが、ああ……この味だ！　あの日のままの味だ……」

　再びベルを見つめ、

「教えてくれ、何が違ちがうんだ？」

「ふむ……そうだな……」

　ベルはやや思案した。

　これは恐おそらくまだ人間界には伝でん播ぱしていない、魔ま界かいの知識だ。話してもいいものか。

　しかし、料理の説明もまたシェフの務めだろう。

「……エルダー種の肉は、それほどもたんのだ。せいぜい一日といったところか」

「なんだと……！」

「時間が過ぎれば、レッサー種と同じものになってしまう。市場に流通するエルダー種とレッサー種の肉に、味の違ちがいはない」

「そんなのは……聞いたこともないぞ……！」

　フランシスが呻うめく。

　エルダー・ドラゴンは魔ま界かいには群れを成して棲せい息そくしているが、人間界では稀き少しよう生物だ。料理の研究が進んでいないのは当然だろう。

　通常の生物は、年を重ねれば脂あぶらが臭くさくなっていく。しかしドラゴンは逆で、エルダー種の肉ともなれば口の中で淡あわ雪ゆきのように溶とける。年経たドラゴンは大気中の魔ま力りよくや精せい霊れい力りよくなどを食べるようになるため、そんな夢のような味わいになるのだろう。死ねばそうした魔ま力りよくや精せい霊れい力りよくは、急速に離り散さんしてしまう。

「つまりエルダー種の真の美味は、それを倒たおした者だけが味わえるのだ。今回はたまたま新しん鮮せんなまま手に入ったので、素材の味を活いかした調理を心がけた」

　ベルは突とつ撃げきを命じる将軍のように腕うでを振ふった。

「さあ、味が落ちぬうちに食うがよい！」

「お、おう……」

　ホークはゴクリと喉のどを鳴らすと、左手でどんぶりを摑つかんだ。

「な……なんてこった……最初は地味だと思ったどんぶりが、今は輝かがやいて見える……わしの眼めは節穴だったのか……」

　気け圧おされて言う。

「なんて華はなやかなんだ……肉を花はな弁びらとする大輪の華はなだ！　よくよく見れば、その一枚一枚が、火の通し方から味付けまで、全すべて違ちがうのか……レアなものは桃もも色いろ、霜しも降ふりの加減で白が加わり、焼き目のついた黒まで……あまりにも美しい……ああ、しかもこの米だ……完かん璧ぺきな炊たき上あがりだ。一ひと粒つぶ一ひと粒つぶが際きわ立だって、光ってるじゃねえか……！」

　引き寄せられるように顔を寄せ……一気にかき込こんでいく。

「ガツガツガツ……ガツガツガツガツガツガツガツガツガツ！」

　と、ピタリと手を止め、

「……う、ぐ……か、肩かたがッ！　わしの肩かたがッ！　熱いぞォ！」

　肩かたの筋肉が、変形するかのように盛り上がっていく。

「ミスジを食ったな。肩けん甲こう骨こつの内側の肉だ。薄うす切ぎりにして軽く炙あぶってある」

「ガツガツガツ……お、おおおぉ！　腕うでがッ！」

　腕うでの筋肉がふくれ、二倍ほども太くなる。

「スジ肉だな。仕し込こみの段階でトロトロになるまで煮に込こんだものだ」

「ガツガツ……ぐおおお、腰こしまで！」

　腰こしの筋肉がパンプアップし、座高が高くなっていく。

「サーロインだな。外側を焼いた後に、低温でじっくりと熱を通した」

「ぐっ、ぐおおおおぉ……わしの肉体、全身の筋肉が、喜び勇んでウオオォアァーッ！」

　……どんぶりが空からになる頃ころには、ホークは先ほどの四よん艶えん公こうのようにテカテカになっていた。小麦色に輝かがやく健康的な肌はだはシワが全すべて伸のびて張はり詰つめ、若々しくあぶらぎって、十歳さいは若返ったように見えた。動くたびに全身の筋肉がミチミチと音を立てている。

「ゴッソウさん……ふう、まるで生まれ変わったみてえだ」

「ほとんど別人ある……！」

　スコーピオンがたじろいでいる。

「ぐ……ぐう……ば……バカな……こんなことが……！」

　フランシスが動どう揺ようしている。

　ホークはしみじみと言った。

「小こ僧ぞう……ありがとよ。こいつは、仲間と一いつ緒しよに食べた味なんだ。どんな危険も、仲間と一いつ緒しよなら乗のり越こえられた……わしにとっての何よりの宝は、ずっとそれだった……」

「余は余の知りうる限り、最高に美う味まい肉料理を出しただけだ」

「ふ……そうかい」

　ホークが味の余よ韻いんに浸ひたっている中、スコーピオンがバサリと踵きびすを返かえした。

「……お、おい、スコーピオン？」

　フランシスが呼びかけるのに、

「ワタシの負けある」

「な……判定はまだだぞ……！」

　フランシスの言葉を遮さえぎるように、スコーピオンはテーブルの上を指差した。そこには、米こめ粒つぶ一つ残らず食べ尽つくされたどんぶりと、まだ少し残っている雨あま雲ぐも豚ぶたの皿が乗っていた。

「……一いち目もく瞭りよう然ぜんある」

「くっ……」

　スコーピオンは片目を見開いてベルを見み据すえ、

「……今回はワタシの負け。でも次の機会には必ず、オマエを倒たおすね」

「ふん、何度来ようと同じことだ」

「……修しゆ行ぎようのし直しあるな」

　歩き去っていくスコーピオン……その直後、ベルの背後でうるさいのが騒さわぎ出した。

「お……おおぉぉっ！　陛下ッ！　陛下ッ！　何と素す晴ばらしき御お方かた！　このアースタは信じておりました！　貴方あなた様さまはどのような勝負だろうと、決して負けはしないと！　ああ……無敵です、貴方あなた様さまは無敵！」

　バンザイでジャンプしている。はしゃぎすぎだ。

「まあ、当然の結果にゃ！」

「……妥だ当とうですね」

「ちょっとぉー、ワインおかわりぃー」

　他の三人は普ふ通つうのテンションである。

　アースタが我わがことのように喜び過ぎているせいか、ベルはややクールダウンしていた。

　……勝ったぞ、パパ殿どの。

　余よは勝った。完かん膚ぷなきまでに勝利した。圧あつ倒とう的てきな料理で……だが、これでも……余よの料理には何か一つ足りないと言うのか？

　一体……何が足りないのだ……パパ殿どの……！







　強敵との接戦を制しはしたが、まだ区画整理の反対派がゼロから一人になっただけだ。

　暴食王のターブル・ドットを、そしてダイナー・スカイパレスを守るためには、どうしてもソーベインを懐かい柔じゆうしなければならない。

　翌日のランチタイムには店を開け、その間にまたフルーレとメフィを調査に行かせたのだが、芳かんばしい成果はなかった。

　昼下がりの店内、四よん艶えん公こうたちはめいめい腰こしを下ろしている。ホールに入っていたアースタとルキはやはりグッタリしており、加えてメフィも机に突つっ伏ぷしている。気けだるげな午後であった。

「ボクのエージェントとしてのプライド、ズタボロですにゃー……」

　メフィが言いながら、懐ふところから取り出したプリをテーブルに置き、魔ま力りよくを込こめた指先でツンツンと突つつく。虚こ空くうに映像が浮うかび上あがる。新しく撮とられた一枚、路地を歩いているところを前方から激写したものだ。フードから覗のぞく顔は、年老いた男のものだった。

　フルーレが言葉を継つぐ。

「家族も友人もいない。趣しゆ味みや好すき嫌きらいを知る者も、誰だれもいない。不自然なほどですね」

　窓まど際ぎわの席で帳ちよう簿ぼをつけていたベルは、一息ついて顔を上げた。

「困ったな。交こう渉しよう材料がない」

「ううーむ……」

　腕うで組ぐみをして唸うなっていたアースタが、不意に赤い瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ハッ、そうです！　ホークに訊きくというのはどうですか！　同じ豪ごう商しよう会議ですし！」

「昨日帰かえり際ぎわに訊きいた。詳くわしくは知らんそうだ」

「あ……そうですか……」

　テーブルと抱だき合あったままのメフィが、ハフゥと息を吐はく。

「そんなの誰だれでも思い付くでしょ」

「なっ……！」

「脳のう筋きん女おんなはすみっこで筋トレでもしてろにゃ」

「おのれ、馬ば鹿かにするな！　私は頭もかしこいのだ！」

「あはは面おも白しろいそのジョーク」

「貴ッ様アァッ！」

　追いかけっこを始める二人をよそに、ルキは両手を首の後ろに回して身をくねらせ、ベルに見せ付けながら言う。

「あたしがカラダで訊きき出しますぅ？」

　ベルは眉み間けんにしわを寄せ、

「色いろ仕じ掛かけが通用する手合いではなさそうだが……ともあれ、力ちから技わざは必要だな……」

　屋や敷しきに入れないとあっては、移動中に話はなし掛かけるしかない。どう会話を運べばいいのかもまったく想像できないが、とにかく時間がなかった。当たって砕くだけるしかない……

　ベルがイスから立ち上がりかけたとき、ドアが強く開かれた。

「──や……やっと……やっと見つけましたぞッ！」

　全員の視線が入り口に集まる。

「むっ……貴様は……！」

　目を丸くするベルに全く構わず、ゆったりした神官服を着き込こんだ神経質そうな顔立ちの男は、ズカズカと入店してきた。

「四よん艶えん公こうよ、いったい何をのんびりしておられる！」

「……お、おお、レプター卿きよう！」

「うるさいのが来たにゃ」

「……」

「すっかり忘れてたわぁ……」

　アゲイトは両りよう腕うでを広げて訴うつたえた。

「我らは一刻も早く魔ま王おう様を見付けねばならんのですぞ！　こんな場末の薄うす汚ぎたない食堂でたむろしている場合ではない！」

　ベルは半はん眼がんになる。

「……余よの城を薄うす汚ぎたないだと？」

「ぬ……？」

　アゲイトは不思議そうにベルを指差し、

「なんだ、このみすぼらしい人間の小こ僧ぞうは」

　ふと得とく心しんがいったように、

「……ははあ！　さては、どなたかが魔ま族ぞくの恐きよう怖ふを知らしめて奴ど隷れいにしたのですな？　やれやれ、教育がなっていませんぞ」

　アースタの血管がビキッと音を立てた。

「控ひかえなさい、レプター卿きようッ！　無ぶ礼れいであるぞ！」

「ヌッ!?」

「その御お方かたこそベルゼブブ様であらせられる！」

「……は？」

　叱しつ責せきされたアゲイトは、ポカンと口を開けてベルを見た。

「……え？」

「人間に転てん生せいなされたのです」

　フルーレが淡たん々たんと説明する。他の誰だれかならいざ知らず、彼かの女じよは適当なことは言わないと、アゲイトは知っている。

「姿が変わったくらいでわからぬとは、貴き殿でんはそれでも忠臣か！」

　アースタの言葉に、メフィがボソリと呟つぶやく。

「お前が言うにゃ……」

　アゲイトはしばらく脳内で意味を反はん芻すうしていたが、やがてサーッと青くなった。

「そっ……そ、そんな……そんッ……はわわァ……！」

「なにがハワワァだ」

「お、お許しを……ど、ど、どうか、お許しを……！」

　今にも床ゆかにひれ伏ふそうとしているアゲイトへと、ベルは冷静に言う。

「別に怒おこっておらん。そう気にするな」

　恐きよう怖ふのあまり失禁でもされたら、料理店としては致ち命めい的である。あまり追おい詰つめない方がいいだろう。

「お、おお……なんと、なんと寛かん大だいな……なんと、寛かん大だい……な……」

「……なぜちょっと残念そうなのだ？」

「いえ、そのような……別に……そのようなことは……」

　ベルはざっくりと手を振ふって店内を示し唆さし、

「まあよい、事情を話すゆえ、その辺に腰こし掛かけるがよい」

「は……我わが王！　再びお会いできたこと、真まことに嬉うれしゅう御ご座ざいますぞ！」

「良いから座すわれ、落ち着かんわ」

「はっ！」

　アゲイトは一度はイスに普ふ通つうに腰こしを下ろしたが、すぐにしっくりきていない表情で立ち上がった。なにやらあちこち探し回っている……

「……どうした？」

　落ち着かん奴やつだ。

「いえ……おっと、丁度良いものが！」

　と、厨ちゆう房ぼうから漬つけ物ものを漬つけるときに使っている漬つけ物もの石いしを両手で抱かかえて持ってくると、腰こしを下ろした膝ひざの上にズシンと乗せた。

　恍こう惚こつとした表情で、

「オッフ……痛ッ……さあ、我わが王、お話をどうぞ……！」

「……なにをしておる？」

「ンッ……い、いえ、自分に罰ばつを与あたえております、ハァハァ……」

「……そうか」

　深くは突つっ込こまずに、ベルは話を始めた。四よん艶えん公こうの補足もあって状じよう況きよう説明を聞き終えたアゲイトは、飾かざり包丁でも入れたかのように眉み間けんのしわを深めた。

「……ふむ、この店を守るために、ソーベインとやらの素す性じようをお調べである、と」

「そう、こいつにゃ」

　メフィが手にしたプリから映像を引き出す。

　アゲイトはチラリと一いち瞥べつしてから、

「ううム……ワタシとしては早く魔ま界かいにお戻もどりいただきたいが……、……ん？」

　と、アゲイトは映像を二度見した。人間の顔には特とく徴ちよう的な角つのがないので判別しづらいが、どうも見覚えがある風ふう貌ぼうだ。自らの表情だけではなく、存在そのものを衆しゆう目もくから隠かくそうとするかのように伸のびた眉まゆ毛げとひげ。

　ごく最近……それも、ほんの二日ほど前に見たような……

「……お、王よ！」

「ん？」

「この顔、見覚えが御ご座ざいます……！」

「本当か！」

「それで、あの……恐おそれながら、この石の上に足を乗せて下さいませぬか！」

「……なぜそうなる？」

「まだ記き憶おくが曖あい昧まいで……刺し激げきがあれば思い出すやも！」

　メフィが顔を反らして呟つぶやく。

「なんか気持ち悪いにゃ……」

「……まあ、良くわからんが……こうか？」

「アッグ……アッ！　そう、そうです！　もっと強く……アーッアッ！　アーッ……アーッおお、おおふあッお、おっ重い、お、重、重、思い……出したアアァァァーッ！」
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　　第五章　　鉱山王の正体──サタナエルのタタキ







　それは、お世辞にも立派とは言えない小屋だった。一応申し訳程度の庭はあるものの、住み家にするには頼たよりない。流る民みんの日ひ雇やとい労働者が、いつか豪ごう邸ていに住んでやると夢見ながら寝しん食しよくしているような、下層区にありふれた建築物の一つだ。家の脇わきには小さなリンゴの木がある。

「鉱山王ソーベインだな？　探したぞ」

　突とつ然ぜん訪ねてきた妙みように貫かん禄ろくのある青年と、その背後に控ひかえる警けい戒かい心剝むき出だしの銀ぎん髪ぱつの娘むすめに、老人は面食らった様子だった。

　しばしの沈ちん黙もくがあってから、老人はモゴモゴとひげを動かし、

「……よくわかったのう。ワシが此こ処こに住んでおると」

「調べさせてもらった」

「ふむ……何者じゃ？　あんたら。どっかの国のスパイか？　にしてはお若いが……」

「いや、ただの料理人だ」

「料……理、人……？」

　注文したのと違ちがう料理が出てきたときの客に似た表情を浮うかべるソーベイン。

「この近所にある、スカイパレスという店のな」

「おお、噂うわさには聞いておる……」

「今日は話があって来た」

「ふむ……では、お入りなされ……」

　招かれて中に入り、勧すすめられるままにイスに腰こしを下ろした。アースタはその横に立ち、対面にソーベインが座すわる。

「それで、お話しとは？」

「……あ……ああ、うむ……」

　ベルは周囲をチラチラと見ていた。アースタも同じようにチラチラと落ち着かない様子だ。

　異様な部屋だった。

　まず、紫むらさきとピンクの壁かべ紙がみが目に痛い。壁かべにはＸの形をしたオブジェ、その前には横になった三角柱から四本の足が生えた謎なぞの物体が。棚たなには用よう途とがいまいちわからない器具がズラリと並んでおり、衣い装しよう掛かけのラックには、黒い革かわ製せいの布地の少ない服が掛かかっている……外観からは想像できない部屋だった。

「……すまんが」

「なにか？」

「あの三角形の物体は、何に使うのだ？」

「あれは上に座すわるんじゃ」

「痛くないのか？」

「痛い」

　……沈ちん黙もくがあった。

　アースタが口を開く。

「……あの変なオブジェは？」

「手かせと足かせがついとるじゃろ？」

　沈ちん黙もくがあった……

　ソーベインはポツリと言った。

「……興味ある？」

「いや……」

「……使ってみる？」

　ベルは首を振ふる。あまりに異様だから尋たずねてしまったが、それどころではなかった。深く聞くべきではないような気もする。

「まあ……それより話だ。実はな──」

　ベルが身を乗り出して事情を説明すれば、ソーベインは二つの眉まゆ毛げがひとつながりになるほどに眉み間けんを寄せた。

「……そうか……あんたの店がな……」

「はっきり言ってこの区画整理は、フランシスと調理師ギルドの私し怨えんに過ぎぬ。気に食わん下層民を粛しゆく正せいするための名目にしておるのだ」

　ソーベインは溜ため息いきを吐はいた。

「知らなんだ……世せ俗ぞくから離はなれて久しい」

「貴様が片棒を担かつぐことはなかろう」

　ソーベインはしばらく沈ちん黙もくした後、ゆるゆると首を振ふり、

「……だが、反対はできぬ」

「何な故ぜだ？」

「モンスターが増えているのは、事実だからの。ワシはこうして下層に住んでおるから、他た人にん事ごとではないんじゃよ」

「上層区にも屋や敷しきがあるだろう？」

「旧市し壁へき内は住みにくくての」

　──この部屋もたいがいだと思うが……

　ともかく、大商人でありながら、ソーベインが旧市壁内に住めない理由は予想ができる。アゲイトの情報によれば、彼かれは魔ま族ぞくらしい。上層区を覆おおう強力な結界群は、力のない魔ま族ぞくにとっては相当な負担となるだろう。素す性じようを隠かくし続けている理由も、人間ではないと考えれば納なつ得とくがいく。

「まだまだ冒ぼう険けん者ギルドには余力がある。モンスターは何とかなるぞ」

　ベルがそう言えば、ソーベインは弱々しく首を振ふった。

「……問題は、モンスターではないんじゃ」

「む？」

「あんたは知らんだろうが、モンスターというのは魔ま界かいの戦せん闘とう生物でのう。魔ま族ぞくたちが送おくり込こんでくるんじゃ」

「……そうなのか」

　よく知っているが、知らない振ふりをしておいた方が無難だろう。彼かれがどんな理由で魔ま界かいを離はなれたかわからない以上、ベルが元魔ま王おうであると明かすことが、どんな結果をもたらすか想像がつかない。

「うむ……つまりモンスターが増えるというのは、魔ま族ぞくの動く前まえ触ぶれということ。奴やつらが攻せめてくる前に、十分な軍備を整えねばならん……」

　……なるほど、保身が目的ということか。動向を警けい戒かいしているということは、魔ま族ぞくに対してそれほど良い感情を持っていないとみえる。

　こうなると交こう渉しようは難しい。ホークの場合は、利他的な行動だったから交こう渉しようの余地があった。だが果たして『自分の命を危険に曝さらしてでも、スカイパレスを守れ』と言って、聞き分ける者がいるだろうか？

　ベルが押おし黙だまっていると、ソーベインはふとアースタに目を向けた。

「……あんた、ベルさんの奥おくさんかね？」

「え……はあっ!?　い、いや……そう、いや……そ……わ、わわ私は陛下をお守りする立場の者でありそのような不敬なことは全く考えたことは一度とてないがもしそう見えるのであればそれは物もの凄すごく嬉うれしくないこともないがそんな……！」

　狼ろう狽ばいするアースタ。奇き妙みようなダンスを踊おどっているように見える。

「いや、ただの給きゆう仕じ係だ」

　ベルがそう言えば、アースタからガーンという謎なぞの音がした。ピアノの低音を一いつ斉せいに鳴らしたような音である。

「そうか……陛下と言うのは？」

「うちでは従業員に店主を陛下と呼ばせておる」

「わかるぞ！」

　ソーベインは力強く頷うなずいた。

「ワシも妻を女王様と呼んでおった！」

　──何か違ちがう気がするが……

　ソーベインは左手を持ち上げて周囲を示し、

「この家と土地は、二人で暮らした場所でな。思い出が染しみ込こんでおるのじゃ。あの三角木馬にも、磔はりつけ台にも、ギャグボールにも、鞭むちにもな……」

　なるほど……妻の趣しゆ味みか……

「だからワシは、この家を守りたい。あんたが店を守りたいという気持ちも理解できるが、それを踏ふみにじってでも、ワシは……守りたい……妻とプレイした想おもい出でを」

　──こやつ……なんて綺き麗れいな瞳ひとみで……！

　ベルには、そんな気持ちは理解できない。だが、ソーベインにとっての妻との思い出が暴食王にとってのグルメだと思えば、想像できなくはない。

　譲ゆずれない同士が歩み寄るためには、どうしたらいい？

「……ソーベイン、余よにチャンスをくれ」

「チャンスとな？」

　眉まゆ毛げの奥おくに隠かくされた瞳ひとみを見つめる。

「余よの料理を一度食しよくしてもらいたいのだ。それでもし、もう一度食べたいと思うほど美味であったら、区画整理を見直してくれぬか？」

「ふーむ……そう言われてものう……」

　渋しぶい顔のソーベインに、ベルはひとつ息を吸い──

「……頼たのむ、このとおりだ」

　深く頭を下げた。

「へ……陛下!?」

　アースタが驚きよう愕がくの声を上げるのも無理はなかった。

　暴食王ベルゼブブは今まで、一度とて頭を下げたことはなかった。必要がなかったからだ。そして、そういう者だけが魔ま王おうと呼ばれるのだ。頭を下げない者が、ではない。頭を下げる必要のない者だけが。

　安い頭ではないことは弁わきまえている。だが……それでもこれ以外にない。

「そ、そんな……貴方あなた様さまが、頭をお下げになるなど……！」

　狼ろう狽ばいしているアースタをよそに、ベルは続ける。

「一度だけでよい、食べてくれ」

「ふむ……」

「もし不ま味ずいと言われれば諦あきらめる、頼たのむ」

「……ワシはそれほど、食に興味はないぞ？　今まで散々高価なものは食べてきたが、一度も美お味いしいと思ったことはない」

　ソーベインは諭さとすように、

「ワシの生まれ故郷は独特な味付けの土地でな、妻が何度か再現してくれようとしたが無理じゃった……ワシの舌を唸うならせるというのは、相当難しいと思うがのう」

「それでも、頼たのむ」

　沈ちん黙もくが続いて……ベルの視界の隅すみで影かげが動いた。

「……ソーベイン！」

　低い位置から聞こえた凜りんとした声に顔を向ければ、アースタが片かた膝ひざを突つき、深々と頭を下げていた。魔ま界かい一誇ほこり高たかき、ロットの騎き士し公こうが。

「どうか、どうか、お頼たのみ申します……！」

「アーシェ、貴様……」

「陛下が頭を下げておるのに、私が立っておるわけにはいきませぬ……！」

　アースタは微び動どうだにせず、

「ソーベイン、どうか……！」

　窓からゆるやかに吹ふき込こむ風が、カーテンを揺ゆらす音がする。下層区の雑ざつ踏とうが、遠く近くから響ひびいてくる。

　しばしの沈ちん黙もくがあって……やがて息を吐はく音がした。

「……頭を、お上げなされ」

　それでも動かない二人の頭に、続いて声が降る。

「……ワシは元々、鉱石と薬草の知識はあったが、商あきないに関しては素人しろうとでの。妻には随ずい分ぶんと苦労をかけたものよ」

　想おもい出でにぬるむ声。

「売り方のわからぬワシのために、妻が取引相手に頭を下げに行ったことは、一度や二度ではない。何度も、何度も、ワシのためにな……それを、思い出したわ」

　一呼吸あってから、ソーベインは確かな声で言った。

「……わかった。一度だけいただこう」







　ソーベインの住居はワークムース川のほど近く、ベルと四よん艶えん公こうが再会を果たし、アゲイトが銃じゆう殺さつされかけたあの路地の近くだった。スカイパレスは徒歩圏けん内ないである。

　帰り道、ベルは頭の中でレシピをこねくり回していた。

「……魔ま界かい風ふうの味付けは、まだまだ未完成だ。ぶっつけ本番というのは心こころ許もとないな」

　アースタも何やら考え込んでいる様子だったが、ベルの呟つぶやきに顔を上げ、

「でも、あのサンドは本当に美味で御ご座ざいましたよ？　あれならソーベインも大満足かと！」

　その言葉は嬉うれしいが、決め手に欠けるのは自分でわかっている。

「ようやく手にしたチャンスだ、全力で挑いどみたい」

「と仰おつしやいますと……」

「うむ……やはり魔ま界かいの食材が欲しい。それも、ありふれた物では駄だ目めだ。どんな魔ま族ぞくも美味と言わざるを得ないような、究極の食材でなければ……」

　ややあって、アースタが悔くやしげに呟つぶやいた。

「……リヴァイアサンがあれば、良かったのですが」

「そうだな……」

　リヴァイアサンとは魔ま海かいに棲せい息そくする、島ほどもある巨大海かい竜りゆうだ。この肉は魔ま性しようの美味であると伝えられており、魔ま族ぞくならば問答無用で平へい服ふくしてしまうほどだという。魔ま界かいでグルメといえば、真っ先に名前が挙がるほどのものだ。

　だがリヴァイアサンは、暴食王のターブル・ドットには加えられなかった。理由は簡単で、既すでに絶ぜつ滅めつしてしまっていたからである。

「まあ、ないものねだりをしても仕方あるまい……せめて奴やつの故郷がわかればな……」

　ベルがそう言えば、アースタはふと口を開いた。

「……陛下、それなのですが」

「む？」

「ソーベインのことですが……鉱石と薬草に詳くわしいと……」

「うむ、言っていたな」

　アースタは記き憶おくをまさぐる者ならではの、ぼんやりとした瞳ひとみで虚こ空くうを見つめながら、

「……我わが父がロット家の当代であった頃ころ、人間界に遠えん征せいしたおり、帰らなかった部下がいたと聞いております」

「ふむ？」

「伝聞ですので、何があったかは詳くわしくは知らないのですが、その者は父の古くからの友人で、鉱物と薬草の知識に長たけていたと……そして……」

　アースタは力強くベルを振り向き、

「人にはちょっと言えない趣しゆ味みがあったと！」

「……名は」

「確か……ネビロス……」

「……そやつに違ちがいあるまい」

　あんな部屋に住んでいる奴やつが、そこかしこに居てはたまらぬ。

「そうか、貴様の領民であったか……」

　アースタはハッとして、

「我わがロットの領民ならば……知ち恵えの実をお使いになるのは如何いかがでしょうか！」

　知ち恵えの実とは、ロット家の領地で古くから名産となっている木の実だ。この果か汁じゆうを発はつ酵こうさせた果実酒は美味で、生前の暴食王も食前酒として好んで飲んだ。摂せつ取しゆすると一時的に知力と魔ま力りよくが高まることが特とく徴ちようといえる。

　ロット領の領民たちにとって大切な収入源でもあるが、この実はそれ以上に象しよう徴ちよう的なものだった。代々の王にこの実を献けん上じようすることが、彼かれらの誇ほこりでもある。幼い頃ころから親しんだその味は、彼かれらのルーツと言うべきでもある。

　この実を使った料理なら、ロット領民の心を動かすはずだ。

「……ふむ、知ち恵えの実の料理か」

　ベルが呟つぶやくのに、アースタは不安げに、

「す、すみませぬ！　私如ごときの浅せん慮りよで差し出がましいことを……！」

　ベルは足早に歩き出しながら、

「……いや、良い進言であった」

「は……ははっ！」

　満面の笑え顔がおになったアースタが続く。

　食堂に駆かけ込こみざまに言う。

「──貴様ら、魔ま界かいに行くぞ！」

　カウンターで魔ま法ほう書しよを読んでいたフルーレ、昼ひる寝ねをしていたメフィ、相変わらず勝手にワインを飲んでいたルキが目を丸くした。

「お……おおっ！」

　出がけにベルに命じられたとおり、ほっかむり姿で雑ぞう巾きんで窓を拭ふいていたアゲイトが、感かん嘆たんの声を上げた。

「やはりお戻もどりになると！　ワタシの説得を聞き入れて下さったのですな！」

「いや、食材を取りに行くだけだ」

　ベルがそう続ければ、四よん艶えん公こうは「なあんだ……」という顔をする。

「やっぱりねぇん……」

「……まあ、今は無理にゃ」

「ええ……今は。機を見て、いずれはお戻もどり頂きますが」

　ルキとメフィ、フルーレの小さな囁ささやきは、ベルに届くことはなく、

「ソーベインは、ロット公こう爵しやく領の出身者だった。ならば奴やつを唸うならせる料理を作るには、ロット領の特産物を使うが得策」

　フルーレがパタリと本を閉じ、

「なるほど、知ち恵えの実ですか」

「うむ」

「しかしそれでは、こちらの正体が知れる可能性がありませんか？」

「隠かくし味あじ程度に使うつもりだが、そうなったら言い訳を考える」

　ベルはそのまま店内を突つっ切きって裏庭に出ると、両手で複雑な印いんを次々に組んだ。

「万ばん象しようの源みなもとたる魔ま力りよくよ……瞬まばたきを知らぬ神々の目に、今一時の微睡まどろみを与あたえん……」

　足元から不思議な風が起こり、シェフコートと黒い髪かみを暴れさせる。

「陽ひは月に、光は影かげに……彼方かなたは此方こなたに、此し岸がんは彼ひ岸がんに……」

　魔ま界かいまでの転移ともなれば、消費魔ま力りよくは膨ぼう大だいだ。蓄ちく積せき魔ま力りよく量りようは問題ないが、人間の肉体で行うには長い導どう作さと詠えい唱しようが必要となる。

「お供致いたします！」

　駆かけてくるアースタを追おい越こして、メフィがサッと前に出た。

「出現座標はどちらに？」

　ベルは詠えい唱しようを中断させ、

「アースタの城門前でよかろう」

「かしこまりです」

　言うが早いか跳とび上あがると、前転すると同時に魔ま力りよくの波動を放出する。着地するより先に、その小こ柄がらな身体からだは空間に溶とけるように消えてしまった。

「では、私もお先に」

　フルーレが一礼し、バサリと外がい套とうを払はらった。自らの外がい套とうに覆おおい隠かくされるようにして、その姿も消え去る。人間の身になってみれば、魔ま族の魔ま法ほう技術がいかに凄すさまじいものか、実感としてわかる。

「あたしはぁ、のんびり行きますぅー……」

　ゆったり歩いてくるルキの後ろから、アゲイトがほっかむりを取り去りながら急いで出てくるのに、ベルは再び詠えい唱しようを中断させ、

「……貴様は留守番だ、アゲイト」

「えッ！」

「貴様まで来てしまっては、店番がおらんではないか。窓まど拭ふきをしっかりしておけ」

「は、はあ……これは……ハァハァ……放置プレイ……？」

「ちゃんと人間に化けておけよ──次元転移デイメンシヨンシフト！」

　詠えい唱しようの結けつ語ごを声にして放てば、身体からだからごっそりと魔ま力りよくが抜ぬけ落おちる感覚があった。凄すさまじい疲ひ労ろう感かんが襲おそい、眩暈めまいを起こしてふらつく。限られた高位魔ま族ぞくしか使えないほどの魔ま法ほうなので無理もない。同時に周囲の風景が、絵の具に水をぶちまけたかのように流れ去り……

　次の瞬しゆん間かん、なんとか踏ふみとどまった両足は、スカイパレスの裏庭の土ではなく、硬かたい感かん触しよくを踏ふみしめていた。

　魔ま王おうベルゼブブ、実に十六年ぶりの帰郷は……

　──チュドォッ！

　地を揺ゆさぶる衝しよう撃げきと轟ごう音おん、空気をチリチリと焦こがす爆ばく発はつによって出で迎むかえられた。

「……むっ!?」

　何だこれは？　何が起きている……

「──陛下ッ！」

　焦しよう燥そうの叫さけびと共に、グンと身体からだが引ひき倒たおされた……直後、再び間近で衝しよう撃げきと熱風が炸さく裂れつした。地面は黒く大きく抉えぐれてしまっている。アースタが自分に覆おおい被かぶさっていた。

「……っく……お、お怪け我がは御ご座ざいませぬか……？」

「うむ……」

　ベルは衝しよう撃げきにぼやけた頭を僅わずかに振ふった……そして、眉まゆ根ねを寄せた。

「アーシェ……なぜそんな姿に……？」

「え……ッ!?　こ、これは……！」

　ひとたび鎧よろいを脱ぬげば華きや奢しやといってもよいその身体からだを包むのは、あのルキ監かん修しゆうの、肌はだも露あらわなバニーガール姿だった。かなりえげつないやつだ。

「な……なな……何な故ぜ！　鎧よろいにしたはずが……焦あせったから間ま違ちがえ……ひいッ……！」

　パプリカのように赤くなるアースタ。

　ベルの右手には柔やわらかな感かん触しよくがあった。ゆで卵よりは柔やわらかく、豆とう腐ふよりは固い……

「あ……ッ！　へ、陛下……」
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　身体からだを震ふるわせるアースタに、ベルも少々焦あせった。

「む……あ、ああ、すまん……！」

　アースタは無言、身じろぎをしたが、立ち上がろうとはしない。身を預けたままで、

「……へ……陛下……あ……あの……」

　赤い瞳ひとみが、じりじりと近づいてくる。冷れい凍とう食材の自然解かい凍とうほどの速度で……

　──チュドッ！

　間近で再び爆ばく発はつがあって、

「ひゃん！」

　跳はねるようにしてアースタが起き上がった。

「す、すす……すみませぬ！　こにょ……こにょような！　わあぁ……！」

「……構わん」

　何やら変な空気に流されてしまったが、ベルも急いで立ち上がる。

「はッアアァァ……！」

　アースタは右手を振ふって大たい剣けんを召しよう喚かんすると、弧こを描えがくように振ふった。その軌き跡せきにともない、バニーガール姿から騎き士しのサーコート姿と変身する。同時に隠かくされていた角つのが発現し臨戦態勢となった。

　厳いかめしく細められた赤い瞳ひとみが辺りを見み渡わたす。爆ばく発はつが連続している。

　熱風が髪かみをなびかせる。

「……どうしたことだ、これは」

　ベルは思わず呟つぶやいた。

　背後に、石造りの古風な城じよう壁へきと門がある。門もん扉ぴは閉じられ、魔ま力りよく的な防ぼう壁へきが展開しているのがわかる。魔ま王おう時代に何度か訪おとずれたことがある、ロット家の城だ。

　魔ま界かいの昼下がり、太陽は人間界のものよりやや暗く、風景は瘴しよう気きで紫むらさきがかっている。城の周辺は森が開かれ、長閑のどかな田園風景となっているはずが、今やあちこちから火の手が上がり、地面は抉えぐれて見る影かげもない。

　左手側の森から、紫むらさきがかった空に弧こを描えがき、幾いくつもの光の弾たまが飛んできては次々に着ちやく弾だんし、震しん動どうと衝しよう撃げきと炎ほのおをばら撒まいている。何発か城に命中しているが、防ぼう壁へきのおかげで破は壊かいを免まぬがれている。

「わかりませんが、あれは……高密度魔ま法ほう弾だんッ！」

　アースタが言ったとき、高速で飛来した一発が目の前に迫せまった──が、直ちよく撃げきの寸前、二人の目の前に冷たい風が吹ふき、一いつ瞬しゆんで形成された氷の壁かべが受け止めた。

「……フルーレ！　どうなっている！」

　壁かべの後ろに舞まい降おりたフルーレへと、アースタがすぐさま問とい掛かける。

「今、メフィが調べに向かっておりますが……」

　半はん身みに振ふり向むき、

「どうやらアースタ、貴女あなたの領地が襲しゆう撃げきを受けているようです」

「くっ……何者だ、このような狼ろう藉ぜき……！」

　奥おく歯ばを嚙かみ締しめるアースタ。

　魔ま法ほう弾だんの雨は止やまずに降り注ぎ、見み渡わたす限りの風景をどんどん焦しよう土どへと変えていく。そして、破は壊かいが進行するのを待っていたように、「ウオオオォォォーッ！」魔ま法ほう弾だんの射出点から鬨ときの声こえが轟とどろいたかと思えば、魔ま族ぞくの大軍が姿を現した。

「──え、えええぇぇ……ちょっとぉ、どういう状じよう況きようこれぇ……？」

　転移してきたばかりのルキが焦あせっている。

　と、鋭するどい風の音がして、ベルの傍かたわらにメフィが出現した。膝ひざを突ついた姿勢で。

「陛下！」

「偵てい察さつご苦労」

「はいにゃ！　陛下、あれなるは、ルシファー軍にございます！」

　アースタが目を剝むいた。

「おのれッ　ルシファー！　我わが領土によくも！」

「ルシファーはおるのか？」

　ベルが言えば、メフィは首を振ふる。

「四十五兵団、率いたるは黒くろ山や羊ぎ侯こうサタナエルにて！」

「ルシファーめ、いよいよ動き出したか……」

　静かな口調とは裏腹に、ベルは激しく苛いら立だっていた。

　魔ま界かいを統一したいなら好きにすればよい。だが、この状態では知ち恵えの実が残っているかわからない。それが許せない……この天てん上じよう天てん下げに於おいて、余よからグルメを奪うばわんとするものは、その存在を許さぬ。

「……如何いかがいたしますか、我わが王」

「貴様ら、やれるな？」

　アースタが剣けんを胸前に構え、

「陛下に封ふうぜられし領土、守るは領主の務つとめ！」

　フルーレが杖つえと魔ま法ほう書を召しよう喚かんしながら、

「御ご命めい令れいとあらば」

　メフィが両手の短たん剣けんを器用に回しながら、

「にゃ、好きに暴れてよろしいなら！」

　ルキが眉まゆ尻しりを下げ、

「帰っていいですかぁ……なぁんて、あたしだけ言えませんからぁ……やりますぅ」

　両手を左右に振ふり、黄金の二丁拳けん銃じゆうを喚よび出す。

　戦場の風が吹ふき寄せる中、ベルは一言。

「──蹴け散ちらせ」

　フルーレが杖つえを振ふれば、氷の壁かべが消きえ失うせる。それと同時に四よん艶えん公こうが動いた。向かい来る大軍に対して、焦しよう土どになりかけた田園風景の中を駆かけ出だしていく。

　最初に到とう達たつするのはメフィ、次々に刃やいばを閃ひらめかせ、兵士たちが得物を持つ利きき手てを正確に傷付けていく。

「セリャアアアアァァーッ！」

　怒ど声せい一いつ喝かつ、アースタが大たい剣けんを振ふるえば──ドッッッゴ！　と、魔ま法ほう弾だんが着ちやく弾だんしたときと同じような音がして、先さき駆がけの魔ま族ぞく数人が吹ふっ飛とんだ。

「……はい、はい……はい」

　低空に浮うかび上あがったフルーレが、鈴すずを鳴らすような声を発する。その儚はかなげなイメージとは裏腹に、一言ごとに地面から氷の山脈が生み出され、兵士たちが宙を舞まう。

　ルキの周囲だけは、戦場の空気がない。華はなやかに舞まいながら銃じゆう火かを咲さかせる様さまは踊おどり子このようでもある。片手に六発ずつ計十二発の弾だん丸がんを撃うち切ると、

「……ちゅっ」

　投げキッスを放った。ピンク色のハートマークが殺さつ到とうしてくる敵軍に向かうと、着ちやく弾だんして大だい爆ばく発はつを巻き起こす。

　ベルは城を背後に立ちながら、忠臣たちの戦いぶりを眺ながめていた。

　最初は優勢だった戦せん況きようは、徐じよ々じよに拮きつ抗こうし始めている。一いつ騎き当とう千せんを誇ほこるはずの四よん艶えん公こうたちが、雑ぞう兵ひようの群れに圧おされている。

「──メエエエェェェェーッ！」

　そして、押おし寄よせる敵軍の後方から、嫌いやらしい鳴き声が響ひびいた。疾しつ風ぷうの如ごとく駆かけ来る影かげがある。羊の骨を被かぶり、羽は織おるのは黒い羊毛の外がい套とう、三みつ又またの矛ほこを両手に構えた男。細ほそ面おもての美形ではあるが、黄色い目の虹こう彩さいが横に伸のびていて魔ま族ぞく的だ。黒くろ山や羊ぎに跨またがっており、突とつ進しんのままにアースタへと接近し矛ほこを一いつ閃せんさせた。

「……っぐ！」

　アースタは大たい剣けんの刀とう身しんで受けるが、凄すさまじい火花が散って弾はじき飛とばされる。途と方ほうもない衝しよう撃げきがあったのだろう、弾だん丸がんのように飛ばされたアースタは、地面にバウンドして転がった。

「下がりなさい、四よん艶えん公こうです。私が相手をする」

　男は部下へと命じながら、矛ほこの石いし突づきを背後へと突ついた。

「──ぐフゥッ！」

　一いつ瞬しゆん前に飛とび掛かかっていたメフィが、腹部に一いち撃げきを受けて吹ふっ飛とぶ。

　引き潮のように下がり始める兵士たちの先頭に立ち、馬上の……いや、山や羊ぎ上の男は、矛ほこ先さきを立てて声を上げた。

「我わが名はサタナエル。逆ぎやく賊ぞく四艶公、覚かく悟ごなさいませ」

　フルーレの周囲に氷の粒りゆう子しが舞まい、固まって鋭えい利りなつぶてを形成していくのに、サタナエルは素す早ばやく矛ほこを投げた。

「きゃ……！」

　咄とつ嗟さに造り出した氷の防ぼう壁へきを容易たやすく貫かん通つうし、矛ほこはフルーレの身を掠かすめて血を舞まわせた。フルーレが地に落ちる。

　ルキが両手を振ふり、黄金の銃じゆうを撃うち放つ。無手のサタナエルは両手を素す早ばやく閃ひらめかせた。人差し指と中指の間に挟はさみ込こんで止めた銃じゆう弾だんを、無造作にルキへと投げ返す。銃じゆう弾だんはルキのドレスを掠かすめていく。

「いやぁぁぁん……！」

　ドレスが破れ、半はん裸ら状態となってへたり込こむルキ。

　サタナエルが右手をグンと引けば、宙を舞まっていた矛ほこがその手に戻もどって収まった。

「……もう少し強いと思いましたが、買かい被かぶっていましたか？」

　一つ息を吐はき、

「捕とらえなさい」

　背後へと命じたとき……動き始めようとした兵士たちを射い竦すくめるような怒ど声せいが轟とどろいた。

「──ならん！」

「む……」

　サタナエルが横に割れた瞳ひとみを向けてくる。

「余よの臣下に、これ以上の暴ぼう虐ぎやくは罷まかりならんぞ、下げ郎ろうが」

　ベルは戦場へと一歩。

「……何ですか、貴方あなたは……人間？　忠臣……？」

「へ、陛下……お逃にげを……！」

　剣けんを杖つえにして、何とか立ち上がったアースタが言うが、ベルは足を止めない。足元から湧わき上あがる魔ま力りよくが、その歩く姿に威い風ふうを与あたえている。

「陛下……？」

　サタナエルが目を細める。

「まさか……貴方あなたは……」

　一歩ごとに大地を穿うがちながら、ベルは言う。

「退ひけ、サタナエル。余よの大切な給きゆう仕じたちを、一人たりとて欠けさせることはならぬ」

「ふ、ふふ……ふはは……はははは……生きていたのか、ベルゼブブ！」

　ベルの歩みが、矛ほこの間合いに入った。

「まさか、そのような脆ぜい弱じやくな姿で、このような場所で……我わが主君最大の敵が現れるとは……勝機ッ！」

　サタナエルが全身から魔ま力りよくを迸ほとばしらせて矛ほこを構えるのに、ベルは胸に手を当てて詠えい唱しようを開始する。

「万ばん象しようの源みなもとたる魔ま力りよくよ……我わが心の裡うちよりいずる影かげを描えがき出だせ……」

　ベルは詠えい唱しようを開始する。

「お、お逃にげ、くださいです……陛下……！」

「今の貴方あなた様さまでは……」

「うぅ……見えちゃうわぁ……これ見えちゃうぅ……！」

　メフィが腹部を押おさえながら立ち上がり、フルーレが続く。ルキも局部を手で隠かくしながら何とか立ち上がった。

　サタナエルが骨ほね兜かぶとの下の眼光を輝かがやかせた。

「二度と迷い出てくることのないよう、魂たましいまでも散らしてやりましょう……」

「……武装サモン──」

　結語の一音。

「い……いや、陛下！　いやです……もうッ……」

　アースタが無む理り矢や理り身体からだを動かし、駆かけ寄よろうとした。左手を差し伸のばし、

「陛下ァァーッ！」

　喉のども枯かれよと叫さけぶと同時に、

「死ねえぇぇぇぇいッ！」

　サタナエルの手元から神速の突つきが繰くり出だされた。

　魔ま力りよく親和性の低い人間の肉体が、魔ま族の武具の一いち撃げきに耐たえられるはずもない。矛ほこはベルの胸部を貫つらぬき、その心臓を一ひと突つきにして、鼓こ動どうを止める……避さけようのない未来だったはずが、そのビジョンを打ち破ったのは、固く轟とどろく響ひびきだった。

「──召喚アウトフイツツ！」

　サタナエルの眼めが見開かれた。

「なっ……!?」

　矛ほこ先さきを受け止めているのは、ベルが両手で構えた鉄の塊かたまりだった。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、ズシンという響ひびきと共に、ベルの両足が地面にめり込こんだ。魔ま力りよくによって強化されたサタナエルの膂りよ力りよくも尋じん常じようではないが、それに耐たえたベルの肉体、それを強化している魔ま力りよくもまた尋じん常じようではない。

「な、なんだ……それは、盾たてか!?」

「いいや違ちがうな。これは……」

　これぞ、暴食王の心の形。

　強火でも決して具材が焦こげ付つかずにお手入れは水洗い一回でＯＫ、熱を全面に均一に伝えるに理想的な構造を有し、一ひと振ふりで二十人分以上のチャーハンを生成することが可能な、数多あまたの料理人が夢に見たような、理想の……

「──フライパンだ！」

「デカすぎません!?」
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　サタナエルが驚きよう愕がくしている。

「そんな……たかだかフライパンで……私の矛ほこを……！」

「フライパンの強度を馬ば鹿かにするなよ？　ならばその身で味わえ……」

　ベルの全身から放出される魔ま力りよくが、天地を揺ゆさぶっている。

「う、ぐ……あ……！」

　サタナエルの顔面に脂あぶら汗あせが浮うかび、

「め……め……メエエェェェーッ！」

　矛ほこを引くと同時に、ベルはフライパンを肩かたに担かつぐように振ふり被かぶっている。フルスイングの構えだ。

「ルシファーに伝えろ……余よの部下に手を出すな、となァッ！」

　振ふられたフライパンの底は、矛ほこを折り砕くだき、そのままサタナエルの身体からだに真横からぶち当たると、快音と共に天高く打ち上げた。サタナエルは魔ま界かいの空に大きく弧こを描えがき、雲の上まで突つき出だしたところで頂点を迎むかえて落下し始め、そのままルシファー領の居城、天てん守しゆ閣かくへと突つき刺ささった。大きな土つち埃ぼこりが上がっている。

「……うむ」

　ベルは左手で庇ひさしを作って彼方かなたを眺ながめ、その顚てん末まつを確かく認にんすると、満足して頷うなずいた。メッセージは伝わっただろう。

「しかし……おお、なんと素す晴ばらしいフライパンだ！　傷一つ付いておらん……これなら油をしかずとも、焦こげ付つくことさえないだろう……！」

　ウットリするベル。

「メエエェェ……！」

　残された者たち、黒くろ山や羊ぎは鳴き、四十五の兵団は顔を見合わせている。「おい、これ、どうする……？」と言いたげな雰ふん囲い気きが流れているのに、ベルは巨きよ大だいフライパンを肩かたに担かついで目を向けた。山や羊ぎも含ふくめて、全員がヒッと息を吞のんだ。

「……言っておくが」

　ビクッとしている。

「四よん艶えん公こうは人間界から転移してきたばかりで、魔ま力りよくがほぼ空からだったのだぞ？」

　動どう揺ようが広がっていく。「な、なんだと……」とでも言うように。

「それに勝てたからと言って調子に乗るとは……青いわ！　魔ま界かいの食材で言うなら、氷結山脈で採れる青ヒゲネギよりも青い！」

　動どう揺ようが広がっていく。「何を言っているんだ……？」とでも言うように。

「へ、陛下が……私たちを庇かばって……！」

　アースタが感動している。

「実際ヘトヘトにゃ……陛下がおかしいんだにゃ……」

　地面に倒たおれたまま、ぐったりと言うメフィ。

「青ヒゲネギは煮にても焼いても美味であるが、この四よん艶えん公こうは煮にても焼いても食えぬと言うことを、肝きもに銘めいじておけ……よし、行け」

　許しが出ると、兵士たちと黒山羊は素す早ばやく退散していった。ベルと四艶公の召しよう喚かん武装も、戦場の消失と同時に、魔ま力りよくの残ざん滓しを残して消えた。

「──へ……陛下……陛下アアァァーッ！」

　さっそくアースタが飛び付いてきた。

「ああ、陛下、陛下……御ご無ぶ礼れい、平ひらに御ご容よう赦しや、御ご容よう赦しやあれ！」

　ボロボロと涙なみだをこぼしながら、ギュウギュウと抱だき締しめてくる。アースタの筋力のおかげで全身の骨がミシミシと音を立てている。

　ミシッ、ミシッ、ミシッ……

「離はなせ、息苦、しい」

「やっぱり陛下は凄すごすぎるです……」

　ひょいっと起き上がったメフィが、呆あきれたように言う。

「魔ま力りよくは平気なのですか？」

　傷口を押おさえてフルーレが言うのに、アースタの顎あごを摑つかんで引ひき剝はがしながら、

「うむ。以前ほどの魔ま力りよくはないがな。まだルシファーには負けんぞ」

「あぁん……魔ま王おう様ぁ……素敵ですぅ……脱ぬいでいいですかぁ……？」

「……何な故ぜだ」

「魔ま王おう様の御お姿すがたを見ていたらぁ、身体からだが火ほ照てってしまってぇ……」

「腹が冷えるぞ。腹を壊こわしては、料理も味わえぬ。我が慢まんせよ」

　そんな会話を交かわしているうちに、背後の城の防ぼう壁へきが消え、閉ざされていた扉とびらがゆっくりと開いた。中から老ろう若にやく男なん女によの魔ま族ぞくたちがおっかなびっくりと歩み出てくる。この付近の領民たちだろう。

「──アースタ様！」

　その先頭、大きく手を振ふって駆かけてくるのは、革かわ鎧よろいを着き込こんだ軽装の娘むすめだった。頭部に垂れ下がった犬の耳が付いており、肘ひじから先と膝ひざから先がフサフサの毛で覆おおわれている。アースタより一回り小さく、メフィと同じくらいだ。小型犬の印象が強い。

「おお、サルガタナス！」

　ベルに指の跡あとが残るほど摑つかまれた顎あごをさすっていたアースタが、応じて手を振ふった。サルガタナスはロット家に仕える従じゆう僕ぼくであり、アースタの副官である。ベルもかつて魔ま王おうだった頃ころ、数度顔を合わせたことはあった。

「お怪け我がは御ご座ざいませんか、アースタ様！」

「大だい事じない。領内の被ひ害がいは？」

「領民は城への避ひ難なんが間に合いました。御ご家か中ちゆうにも被ひ害がいはなく……ただ、知ち恵えの実畑が全すべて燃えてしまって……」

「な、なんだと……！」

　アースタが呻うめくと同時に、

「馬ば鹿かな……！」

　ベルも呻うめいている。

「……ベルゼブブ様であらせられますか？」

　サルガタナスが声を掛かけてくるが、

「うむ……なんということだ……知ち恵えの実が……なんという……」

　ベルの対応は適当だった。頭を抱かかえたままブツブツと言っている。明日のソーベインに出す料理はどうすればいいのだ？　それよりショックなのは、魔ま界かいの味覚が一つ失われてしまったことだ……こんな事態にならないよう、魔ま界かいを平定したというのに……

　サルガタナスはその場に膝ひざを突つき、

「アースタ様以下、ロット領の我ら、御おん身みの御ご帰き還かんを信じておりました……」

　ぞろぞろと歩み寄ってきた領民たちが、全員同じように膝ひざを突ついた。

「うむ……ああ……よきに計らえ……」

　ベルはそれどころではない。

「なんということだ、知ち恵えの実が……知ち恵えの実……」

「あ、あ……あのっ！」

　領民たちの中から、一人の女児が立ち上がった。周囲の大人たちに背中を押おされながら前に出てくると、アースタとベルを交こう互ごに見てから、両手で大切そうに抱かかえたものをアースタへと差し出した。

「姫ひめ様、これを……！」

「……む！」

　内側からおのずと発光しているかのような、銀色の木の実……知ち恵えの実だった。

　女児の親だろうか、背中を支える男が言う。

「最後の一つ、この子が持っておりました」

「そうか……ありがとう……！」

　アースタはホッと笑え顔がおを見せると、女児の頭を撫なでた。それから知ち恵えの実へと手を伸のばしたが、熱いものに触ふれようとするかのように止めた。

　目を伏ふせる。

「姫ひめ様……どうぞ、我らが王に」

「……うむ」

　誰だれかがそう言うのに顔を上げ、知ち恵えの実を両手で取った。

　ベルに差し出す。

「どうぞ……お納めを！」

　ベルは領民たちに視線を流してから、アースタを見た。皆みな同じ顔をしている。決意の眼まな差ざしがあった。

　この実は、ロット家の領民たちの心のルーツだ。その最後の一つは、彼かれらにとってどれほど大切なものだろうか？　未来永えい劫ごう、子々孫々まで伝えたいであろう文化を、彼かれらは今差し出そうとしている……

「……ふん」

　ベルは、手には取らずに鼻を鳴らした。

「要いらぬわ」

　アースタは目を丸くする。

「……はっ？」

「余よはもう少し熟しておる方が好みだ」

「お、お言葉ですが……これ以上はジュクジュクになってしまうかと……」

「その方が美う味まい」

「い、いえ……恐おそれながら、今が最高の状態で……」

「ええい、うるさいわ！　品質が気に食わんのだ！　要いらぬと言ったら要いらぬ！」

　メフィが肩かたを竦すくめて言う。

「鈍どん感かんすぎにゃ、アースタ……」

　フルーレは薄うっすらと苦く笑しようし、ルキは胸を強調するからかいのポーズを取る。

「ほぉんとぉ……お子様よねぇん、貴女あなたってぇ……」

「はッ？　な、何を、貴様ら……？」

　ベルは四よん艶えん公こうたちには構わず領民を向き、右手を水平に振ふった。

「……ロット領の民たみよ！」

　声こわ高だかに呼よび掛かける。

「余よは暴食の王！　この程度の品で満足はせぬ！　もっとだ……もっと最高の物を余よに献けん上じようせんがため、労苦を重ねるのだ！」

　続けて言う。

「その実を見事、増やしてみせい！　枯からしでもすれば許さんぞ！」

「……は……は……ッ！」

「ははあァッ！」

　波が興おこるかように、領民たちが膝ひざを折っていった。先ほどまで浮うかんでいた、一種悲ひ壮そうな決意が、別種の熱のあるものに変わっている。その瞳ひとみの中には、この敬愛すべき王に、誰だれも食べたことがないほどの、最高の実を届けようという決意が燃えていた。

　それらの先頭に立つアースタが、半ば呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。

「……陛下……我らのために……？」

「余よは美食を求めるのみだ」

　ベルは目を細めてそう返してから、誰だれにも聞こえないほどの呟つぶやきを風に乗せた。

「……領民に恵めぐまれたな、アーシェよ」













　　第六章　　魔ま王おうのグルメ──脳のう筋きんエビと贅ぜい沢たく魚ぎよ介かいのペスカトーレ







　魔ま界かいに日帰りした翌日、つまり、ソーベインとの約束の日の朝である。

　ダイナー・スカイパレスのカウンター席には、四よん艶えん公こうとアゲイトが並んで座すわっている。ミモザは既すでに病院に出で掛かけて行った。アゲイトのことは庭師と紹しよう介かいしてある。

　カウンター内に立つベルは、難しい顔をしていた。

「……なかなか上う手まくいかんな」

　ワークトップには様々な食材が取り出されていた。生せい鮮せん食品や乾かん物ぶつ、果物やドライフルーツ、マージョラムやミントなどの香こう草そう類や調味料……昨晩からずっと、知ち恵えの実みの味を再現するために、試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえしているのだ。カウンターテーブルには、試食に使われた皿が無数に並んでいる。

「で、でも、段々と近づいている気がします！」

　アースタが身を乗り出して言った。片手で皿の一つを指差し、

「今しがたの、リンゴのシーザーサラダなどは、かなり近いかと！」

　知ち恵えの実みの味に一番親しんでいるのは彼かの女じよだ。その意見は参考になるだろう。

「ふむ、やはり基本はチーズとリンゴか……」

　メフィが腹をさすりながら、

「確かに……ウッ……最初に比べたら……ウッ……目覚ましい進歩だと思うです……」

　味見のし過ぎで、一同満腹になりつつある。

　一番最初に作った『シルバーサーディンの干ひ物ものと魚ぎよ卵らんのコーヒー煮に込こみ、ミントとワカメの香かおるヨーグルトソース和あえ』は酷ひどいものだった。単純に味と香かおりの足し算をしてみたところ、知ち恵えの実の再現どころの話ではない、おぞましい物体となってしまった。それから見れば、確かにメフィの言うとおり進歩はしている。

　フルーレが口を開く。

「しかし、あの独特の風味はまだ再現できていませんね」

「そうだな……リンゴとチーズだけでは足りんのだ。かといって、多くの食材を使えば良いというものでもない……」

　エッグタルトに醬しよう油ゆをかけてウニの味だとか、キュウリに蜂はち蜜みつをかけてメロンだとか、そういった類たぐいの話だ。知ち恵えの実みの風味はかなり複雑なので、それも簡単ではない。

「もういっそのことぉ、知ち恵えの実みはお忘れになった方がよろしいのではぁ……？」

　あっさりと言うルキ、この切きり替かえの早さはさすがと言うべきか。

「確かに……一つの策に拘こだわるのは、良策とは言えますまいな……ゲプ……」

　アゲイトが尻しり馬うまに乗る。

　二人の言うことも一理ある。再現しきれない食材を使った料理を追うより、全力で美食を追つい求きゆうした方が勝ち筋はあるとも思える。

　アースタがシュンとして言った。

「すみませぬ……私が知ち恵えの実みを料理になどと、軽はずみなことを言ったばかりに……陛下がお悩なやみに……」

　ベルは首を振ふり、

「……いや、貴様の進言は的確だったぞ」

「陛下……」

「もう少し粘ねばってみるとしよう。時間はまだある」

　アースタは嬉うれしそうに頷うなずく。

　……パパ殿どのが言っていた、余よの料理に足りぬもの……未いまだにその正体は摑つかめていないが、ここに糸口があるような気がするのだ。今まで至上と思ってきたグルメとは根本的に違ちがう味……そのヒントが。

　ベルがリンゴと包丁を手に、再度まな板に向き直ろうとしたとき、入り口のドアが勢いよく開かれた。

　一いつ斉せいに注がれる視線を受け止めたのは、黒い人ひと影かげである。逆光というだけではなく、その瞳ひとみや背に流れる長ちよう髪はつ、着ている服に至るまで、一いつ切さいの妥だ協きようなく黒い。頭に被かぶったトックブランシェ、シェフコートにエプロン、全すべてが黒いのだ。風ふう体ていは料理人だが、ただならぬ迫はく力りよくを帯びている。

　闇やみを流ながし込こんだかのような双そう眸ぼうが、ベルを見み据すえた。

「お前がベルか」

「……何者だ？」

　男は靴くつ音おと高らかに入店してきた。

「俺おれは調理師ギルド五本庖ぼう丁ちようの一人……そして、キングスウィルの副料理長スー・シエフでもある」

「なにッ!?　貴様……！」

　アースタが立ち上がり油断なく構える。

「つまり……敵にゃ？」

　メフィが続いて立ち上がり、瞳ひとみに獰どう猛もうな輝かがやきを宿すのを、

「落ち着いて下さい、メフィ」

「こらぁ、メフィちゃん、おいたはダメよぉ……？」

　フルーレとルキがやんわり止める。

「……それで、用件は？」

　ベルが続けて尋たずねれば、男は酷こく薄はくな笑えみを浮うかべた。

「ふん、料理勝負の相手に、ちょっとした挨あい拶さつをしておこうと思ってな……」

「勝負だと？」

「そう、勝負。俺おれとお前は今晩、ソーベインの夕食を巡めぐって戦うことになったわけだ」

「……なるほど」

　ホークのときと同じように、フランシスはソーベインにも働きかけたようだ。商人の情じよう報ほう網もうを甘あまく見みるなと言っていたが、確かに言うだけのことはある。

「まあ、誰だれが来ようとも余よは負けないがな」

　堂々たるベルの言葉に、アゲイトが男を指差して声を張り上げた。

「そのとおり、我らの陛下が負けるわけがない！　謝あやまるなら今のうちである！」

　男は笑えみを浮うかべたまま、右手をエプロンの大きなポケットに突つっ込こんだ。

「そうだ、それでは意味がない……」

　ベルは眉まゆ根ねを寄せる。

「なに？」

「そんな腕うでで勝つと油断しているお前に勝っても、何の意味もないと言うんだよ……だからわざわざ会いに来てやったんだ、この俺おれがな……」

「……ふむ？」

「では、改めて名乗らせていただこう……」

　男は全身から、強きよう烈れつな気配を発散させた。人間ではおよそあり得ないほどの魔ま力りよく。窓から差さし込こむ日の光を曇くもらせるほどの、真夏の気温を数度下げるほどの、強大な魔ま力りよくだ……

「──我わが名なはベヘモット、お前の八代前の魔ま王おうだ、ベルゼブブ」

「な……なんッ……なああぁぁぁぁァァにぃぃィーッ!?」

　アゲイトが驚きよう愕がくの声を上げる。

「ベヘモット、だと……！」

　グルメ以外のことにはあまり動じないベルも、さすがに驚きよう愕がくした。

「別名『もっともっとのベヘモット』か！」

「ふん、そうだ」

「美う味ますぎるスープを飲んで、頰ほおが実際に落ちたという、あの！」

「あれには驚おどろいた……」

　ベヘモットは『貪どん食しよく王おう』とも呼ばれ、飢き饉きんで民たみが飢うえているときに食べ物を献けん上じようしろとお触ふれを出したり、千日も続く宴えん会かいを開いて国庫を空からにしたりと、限度を知らない貪どん欲よくさで恐おそれられた伝説的な魔ま王おうである。彼かれが食たべ尽つくしてしまったせいで絶ぜつ滅めつしたとされる魔ま界かいの動植物は多く、話を聞くたびに「馬ば鹿か者ものめが、グルメを守らずして何が王だ！」と、憤ふん懣まんやるかたない気分になったものだ。

　フルーレがイスから立ち上がった。

「……伝説では、反乱軍によって処しよ刑けいされたと聞きますが」

「処しよ刑けいなどされるか。俺おれが魔ま界かいを捨ててやったのだよ。食べたいものはほぼ食たべ尽つくしてしまったのでな……人間界に来てからは、このように一いつ介かいの料理人として生きている……」

「なぜそんな？」

　アースタが続けて問うのに、

「お前たちの王と同じ理由だよ。俺おれもまた、美食を求める魔ま王おうだからな」

「いやぁん……とんだ大物が出てきちゃったぁ……」

　ルキが手を口に当てて言うのに、ベヘモットは喉のどの奥おくで笑いながら、右手をポケットから引ひき抜ぬいた。

「……さて、これが何だかわかるか？」

　そう言いながら、抜ぬき出だした右手を、見せ付けるように顔の前に持ってくる。

「……ッ!?」

　その手に握にぎられた物体を見て、アースタは息を吞のみ、ベルは絶句した。時間が凍こおり付ついたようだった。それは冬の曙しよ光こうを凝ぎよう結けつさせたかのような、淡あわい銀色の輝かがやきを帯びた、美しい木の実だった。

「な……何な故ぜ……貴様……その知ち恵えの実みを、何ど処こで!?」

　アースタが焦しよう燥そうのまま問とい掛かければ、ベヘモットはいやらしく口くちの端はしを上げ、

「当然、奪うばってきたに決まっている。ロットの騎き士し公こう、お前の領土からな」

「……ま……まさか、貴様──！」

　顔面蒼そう白はくになるアースタへと、

「ふ、安心しろ……領民どもは無事だ。俺おれは下級魔ま族ぞくなど相手にせん」

「……っ！」

「まあ、この実を奪うばわれたときは、かなり悲ひ壮そうな顔をしていたがな……これが最後の一つの実だったか？　あの様子では、何人か自殺したかもしれんぞ？　フハハ！」

　一いつ瞬しゆんホッとした表情を見せたアースタは、その言葉に奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

「ぐっ……おのれ、返せッ！　それは陛下のものだ！　我ら領民への信しん頼らいの証あかしなのだ！」

「馬ば鹿かなのか？　言われて返すようでは、奪うばってきた意味がなかろうよ」

「貴様……何の目的だ。まさか、それを料理に使うつもりか？」

　ベルがそう問とい掛かければ、ベヘモットは嘲あざけるように肩かたを竦すくめた。

「こんな二流の食材をか？　こんなものに頼たよる気はないわ。所しよ詮せん、俺おれの腕うでに見合った食材ではない」

　……二流？

　ベルはピクリと眉まゆを痙けい攣れんさせた。その胸に七しち輪りんの炭火にも似た怒いかりの炎ほのおが灯ともる。静かだが熱い。己おのれのグルメを否定されることは、暴食王としてはもちろん気に食わない……だが、それだけが怒いかりの理由ではなかった。あの気のいい領民たちと……何より、アースタが馬ば鹿かにされたような気がするのだ……

　この男は、決して許さぬ。

「……使わないのなら何が目的だ、貴様」

　怒いかりを宿したベルの言葉にも、ベヘモットは動じない。

「言ったはずだ、不ふ甲が斐いないお前に勝ったところで無意味だと」

　暗黒色の瞳ひとみの奥おく底そこに、暗い情念の光が揺ゆれた。

「俺おれは料理人として、誰だれにも負けたことがなかった……お前の父親、ジン以外にはな」

「……パパ殿どの、か」

「そうだ……この俺おれの、たった一度の敗北……それ以降、俺おれはひたすら料理の修しゆ行ぎようを積んだが、ジンは二度と勝負を受けようとはしなかった……」

「貴様など眼がん中ちゆうになかったのだろう」

「ふん、もしそうなら忌いま々いましいこと……だがな、やっとお前という存在が現れた。ジンの息子むすこであり、同じ魔ま王おうでもあるお前がな。ジンには敗れたままだが、お前を倒たおすことでこの心は満たされるだろう……これは魔ま神じんが与あたえたもうた機会だと俺おれは受け取った！」

　ベヘモットは知ち恵えの実をポンポンと投げて遊びながら、

「全ぜん身しん全ぜん霊れい、お前の本気で挑いどんでこい、料理で俺おれを殺すつもりでな……さもなければ、この実を生ゴミの日に出してやるぞ！」

「やめろッ！」

　悲痛な怒ど声せいを放つアースタに、ベヘモットは愉ゆ快かいそうに笑った。

「そうそう、そんな顔をしていたぞ、お前の領民たちもな！　奪うばわれる者と奪うばう者。つまり敗者と勝者。所しよ詮せん、お前たちは二流、負けるべき者なのだよ。フハハハハッ！」

「……陛下、御ご命めい令れいを」

　ベルが沈ちん黙もくしていると、メフィが今にも飛とび掛かからんとする前ぜん傾けい姿勢になって言った。眼光が野性の輝かがやきを帯びている。

「ボクが今すぐ殺してやるです。貴方あなたさまの敵は、全すべてボクが……」

「やめておけ、フェレスの小こ娘むすめ」

　ベヘモットは首を振ふる。

「俺おれは元魔ま王おうだぞ？　この俺おれが本気で戦えば、ハーヴェスタは焦しよう土どと化す。この地は消したくない。お前もそれは望ましくないだろう……なあ、ベルゼブブよ？」

　声を掛かけられ、ベルは小さく息を吐はいた。

「……話はそれだけか？」

「ん？　まだ本気になれないのか……？」

「今すぐ消えろ。余よがハーヴェスタごと、貴様を滅ほろぼしてしまう前にな……！」

　ベルの髪かみは逆立ち、調理器具たちがカタカタと揺ゆれ始めている。

「ふん……まさか勝負からは逃にげ出ださないよな？」

「当然だ、受けてやる……」

　憤ふん怒ぬをにじませ、ベルは暴食王たるに相応ふさわしい眼光を輝かがやかせた。

「その実を大切にしておけよ？　もしそれに何かあれば、貴様の血ち肉にくの一いつ片ぺんとて残さん」

「フハハ……良い気き迫はくだ……これでこそ勝負は面おも白しろくなる！」

　濃のう密みつな魔ま力りよく同士が、中ちゆう空くうでぶつかった。その激げき突とつは、四よん艶えん公こうですら気を抜ぬけば吹ふき飛とびそうなほどの、不可視の圧力となって吹ふき荒あれる……

「ウォォオ……ヒグッグッアァァァーッ！」

　壁かべに押おし付つけられたアゲイトは白目を剝むき、どことなく嬉うれしそうな悲鳴を上げていたが、しばらくすると完全に気絶した。やがて魔ま力りよく流りゆうが収まってゆけば、ベヘモットは感かん嘆たんの表情で口を開いた。

「むう……凄すさまじい魔ま力りよく……歴代最強という評判は伊だ達てではないようだな……」

「王はまだ半分の力も出しておられませんが」

　フルーレの言葉は淡たん々たんとしており、ただ単純に事実を述べているという凄すご味みがあった。

「フハハッ、なるほどな。だが、フフフ……料理の勝負ではどうかな？」

　ベヘモットは知ち恵えの実みをポケットにしまうと、同じ手で別の物体を取り出した。蓋ふたのついた陶とう器き製のスープカップで、確かに小型だがさすがにポケットに入る代しろ物ものではない。どうやらあのポケットの中は魔ま法ほう的な空間になっているか、何ど処こかに繫つながっているようだ。

「何だそれは」

「これはな、俺おれが今日出す料理だ」

　コトリとテーブルに置くと踵きびすを返かえし、

「これに勝まさる料理が、お前に本当に作れるか？　楽しみにしているぞ……」

　捨すて台詞ぜりふを残してドアから出て行った。

「……おのれ、侮あなどりおって」

　ベルは苛いら立だちの息を吐はいた。先に料理を明かすとは、なめられたものだ。

　いつでも襲おそい掛かかれるようにと、引ひき絞しぼられた弓のような風ふ情ぜいでずっと身体からだを緊きん張ちようさせていたメフィが、息を吐はいて構えを解く。

「あ、ああ……へ、陛下、すみませぬ……！」

　アースタがよろめいた。両手で口元を押おさえて俯うつむき、悄しよう然ぜんとした顔にはほつれ髪がみがかかっている。ベヘモットが居るうちはと、気き丈じように振ふる舞まっていたのだろう。その肩かたはかすかに震ふるえてすらいた。

「我らを信しん頼らいして、預けて下さった、知ち恵えの実み……知恵の実が……ああ、どうしよう！　どうしたらッ……！」

「……アーシェ！」

　ベルが強めに呼よび掛かければ、途と方ほうに暮れた赤い瞳ひとみが見返してきた。

「……案ずるな。余よが完かん膚ぷなきまでに奴やつを叩たたきのめし、すぐに取とり戻もどしてやる。貴様は安心して見ていればよい」

「陛、下……！」

　涙なみだに淀よどんだ瞳ひとみに、一筋の希望の輝かがやきが灯ともる。

「それとも貴様……余よが負けるとでも思っているのか？」

「い、いえ！　そのようなことは！」

　アースタはぶんぶんと首を振ふり、

「……そう、そうでした！　陛下が敗北するなど、万に一つもあり得ぬこと……ならば、私は全ぜん身しん全ぜん霊れいで応おう援えんさせていただくのみ！」

　世界の終わりのような悲ひ壮そう感から一転、普ふ段だんの活力を取とり戻もどした。

「任せておくがよい。余よの料理で奴やつの料理など捻ひねり潰つぶしてくれる」

「……魔ま王おう様」

　フルーレがベヘモットの置おき土産みやげに目を向けながら言った。

「あの料理、確かく認にんしておくべきかと」

「ふむ……どの程度か見てやるか……」

　ベルはスプーンを片手にカウンターから出ると、カップの前のイスに腰こしを下ろした。癪しやくに障さわるから無視してやろうかとも思ったのだが、暴食王の魂たましいとしては、目の前のグルメをないがしろにはできない。

　壁かべ際ぎわ、どことなく幸せそうな様子で気絶しているアゲイトをよそに、四艶公がテーブルの周囲に集まってきた。

「ひょっとして、毒とか入ってるかもぉ……？」

　ルキの言葉に首を振ふる。

「殺して気が済むなら、既すでにパパ殿どのを殺しているはずだ。わざわざ敵てき陣じんまで出向いて勝負に拘こだわるとは……汚お名めいを雪すすぐという奴やつの目的に、おそらく偽いつわりはあるまい」

　皆みんなの視線が集まる先、カップの蓋ふたを取る。

　じんわりと流れ出す香かおり……

「……ンッグッッホオォッ!?」

　突とつ如じよベルが奇き声せいを上げて仰のけ反ぞったので、四よん艶えん公こうは慌あわてた。

「陛下!?　一体何が……ウグッ!?」

「ちょ、どうしたです……ニャウウゥゥッ!?」

「魔ま王おう様……ンッ!?」

「え……ちょっとぉ、何よ皆みんな……アアアァァーァンッ!?」

　四人とも、次々に仰のけ反ぞってしまう。

「グッ……こ、これは……。な……なんというプレッシャーだ……！」

　どうにか上半身を引ひき戻もどすと、ベルは呻うめいた。呼吸と動どう悸きが自然と速まっていく。胸の裡うちで暴食王の魂たましいが暴れ出すのを感じる。

「陛下ッ、こ、これは……！」

「やばいですニャ……野性が……ボクがボクでなくなっていく……ニャニャニャ……！」

「ただならぬ気配です、お気を付けを」

「ンッフ……匂においだけで、イッちゃうかと思ったわぁ……」

　心配そうな四よん艶えん公こうに返す言葉もないまま、ベルはゴクリと喉のどを鳴らした。カップの中身はとろみのあるスープだ。細い繊せん維い状じようの物体が黄こ金がね色いろの海の中を泳いでいる。それ以外、具らしきものは見当たらない。

　意を決し、一ひと掬すくいすると口に運んだ……

「……グ、ウアァッ……くっ……！」

　ベルは一いつ瞬しゆん、意識を失いかけた……なんだこの、暴力的なまでの……恐きよう怖ふすら感じるほどの美味は！　問答無用のデリシャスだ！

「へ、陛下、お気を確かに！」

　アースタに身体からだを揺ゆさぶられ、どうにか精神を繫つなぎ止とめた。

「ア……グゥッ……し、心配するな……大だい丈じよう夫ぶだ……ウグゥ……！」

　心が消し飛んでしまうほどの美味の激流の中で、必死に舌と頭脳を働かせ、未知の味の解かい析せきを試みる。

　……スープのベースは豚ぶたと鶏にわとりあと魚ぎよ介かいの風味も感じるから恐おそらく乾かん物ぶつ系だそれに塩しお漬づけの豚ぶた肉にくで絶ぜつ妙みような塩味を付けてあるここまではわかるがなんだこのまるで海かい溝こうの奥おく深ふかくに潜もぐっていくかのような尋じん常じようならざる深いコクは魂たましいの芯しんをガッツリ摑つかんでくるがわからない形状からすればフカヒレのようだがフカヒレではないフカヒレではこの異常な旨うま味みと濃のう厚こうな香かおりの説明がつかない一体なんだハッッッもしやまさか……この間実に０．２秒。

　四艶公たちが、固かた唾ずを吞のんで見守っている。

　ベルはゴクリと吞のみ込こんでから、幽かすかに震ふるえる唇くちびるを開いた。

「……これはッ……この、食材は……！」

　左手を額に当て、半ば呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。

「なんということだ……これは、恐おそらく……リヴァイアサンだ」

「はえっ!?」

　アースタが驚きよう愕がくのあまりに嚙かんでいる。

「リヴァイアサンのヒレ、すなわちリヴァヒレのスープだろう……この美味さ、それ以外には考えられんッ……！」

　ベルは深い息を吐はいた。溜ため息いきというよりは、感かん嘆たんの吐と息いきに近い。

「あれって絶ぜつ滅めつしたんじゃなかったですか？」

　メフィが首を傾かしげるのに、

「伝説によれば、リヴァイアサンを絶ぜつ滅めつさせたのもベヘモットだった……奴やつめ、乾かん物ぶつを保存しておったのだろう……！」

　許せぬことだ！　余よが食べるより前に狩かり尽つくし、独ひとり占じめするとは……。

「それはそうと……」

　……美う味まい。あまりにも美味すぎる。

　だが、当然だ……なにせ暴食王のターブル・ドットに加えられて然しかるべき食材だったのだから。ベルが前世で必死に捜そう索さくしたグルメの一つが、今や敵に回ったということだ。これを非ひ業ごうと言わずして何と言おう？

　恐おそらくベヘモットは、ソーベインが魔ま族ぞくであることを知っているのだろう。だからこそ、リヴァイアサンを出してきたのだ……

　スカイパレスの店内には、重苦しい気配が漂ただよい始めていた。

　四人の心中を代弁するように、フルーレが口を開く。

「……勝算はありますか？」

　ベルは、すぐには返答できなかった。







　もっと時間があれば、知ち恵えの実みを使った料理に注力してもよかったのかもしれない。あるいは、現物が手に入ってさえいれば。だが相手がリヴァイアサン料理ともなれば、未完成のレシピで挑いどむことはあまりに無む謀ぼうだ……

　知ち恵えの実の再現は諦あきらめ、こちらも全力のレシピで勝負をしようということになり、ベルはワークムース河か畔はん市場へと出で掛かけていった。リヴァイアサンに匹ひつ敵てきする食材を探しに。アースタは護衛についていったので、スカイパレスの店内には、留守番のメフィ、フルーレ、ルキが残された。

「モッ、モッ」

　ランチは休業だったので店内は綺き麗れいなものだが、定時になったのでディーゼロが動き出した。壁かべ際ぎわに転がっている生ゴミと思おぼしき物体を、モップで入り口へと押おし始める。

「モッモッモッモ……」

「ンッ……アッ……そこは……らめッ……」

　アゲイトであった。

「アッアッ！」

　フルーレは読んでいた魔ま術じゆつ書しょから顔を上げ、

「……ディーゼロ、それはゴミのようでゴミではありません。ゴミのようですが」

「モッ」

　命じられると、アゲイトを放置して別の場所を掃はき始めた。

「もっと、もっと刺し激げきを！」

　アゲイトは静かに嘆なげいていた。

「……それにしても陛下たち、遅おそいにゃ」

　カウンターテーブルに突つっ伏ぷしたメフィが、つまらなさそうに言う。

「まあ、そう簡単には見付からないわよぉ、リヴァイアサンと同等の食材なんてぇ」

　両りよう肘ひじを突ついて掌てのひらに顎あごを乗せたルキが、気けだるげに返す。

「……勝てるのかにゃあ？」

「うぅん……陛下は負けないわぁって、アースタちゃんみたいに堂々と言いたいけどぉ……正直、難しいかもねぇん……」

「……アースタの前では言えませんが」

　フルーレが口を挟はさんだ。

「私は……、……この勝負、負けた方が良いかもと、少しだけ思っています」

「なニャ!?」

「フルーレちゃん……それ、どゆことぉ？　裏切りぃ？」

　二人の視線を受け止める、冷然とした青の瞳ひとみ。

「違ちがいます……魔ま王おう様を人間界に繫つなぎ止とめているのは、この店を含ふくむ諸もろ々もろの環かん境きようです……それが壊こわれれば、あの方は魔ま界かいにお戻もどりになるかもしれませんから」

「はあぁ……キミの冷静さには、時々ビックリさせられるにゃ……」

「負けたらアースタちゃんの大切な知ち恵えの実みが、生ゴミになっちゃうのにぃ？」

「……それは……ですが、魔ま王おう様は今すぐにでも魔ま界かいに必要な御お方かたなのです。我らの領土とて、いつルシファーに攻せめ込こまれるかわからないのですから」

　二人が押おし黙だまった。領土と民たみを引き合いに出されてしまっては弱い。主君として思い入れもあるのだから。

「──いけませんぞ、フルーレ殿どの」

　声が聞こえて目を向ければ、やっと正気になったのか、アゲイトが何事もなかったかのように立ち上がっていた。

「不ふ遜そんは承知です、レプター卿きよう」

　フルーレが答えると、アゲイトはゆるく首を振ふった。

「そうではありません。アナタが魔ま界かいを憂うれい、アナタなりに魔ま王おう様を想おもって言っておること、ワタシには十分に理解できる」

　アゲイトは透とう徹てつした眼まな差ざしをフルーレに向けた。

「しかしアナタとて、魔ま王おう様が負ける姿は見たくないはず」

「……それは」

「その想おもいこそ、最も大切にすべきもの。貴女あなたがた四よん艶えん公こうは、ただ真まっ直すぐに魔ま王おう様を想おもっておられればよろしい……汚よごれ役やくはワタシが引き受けます故ゆえ」

「レプター卿きよう……」

　ニヤリと微ほほ笑えむアゲイトその顔面に、バーンと開かれたドアの角がぶつかった。立ち上がった先は玄げん関かん脇わき。ディーゼロに玄げん関かん脇わきまで運ばれていたのだ。

「ブッシャァァァァァーッ!?」

　日光を照り返す鼻血の煌きらめきに包まれながら、どことなく幸せそうな様子で倒たおれていくアゲイトに、メフィがボソリと呟つぶやいた。

「ああ……ヨゴレ役って、そういうコト……？」

　入ってきたのはベルだ。

「……む、どうしたアゲイト？」

「い、いえ、どうぞお気になさらず……心ここ地ちよい痛みです。それよりも、その御ご様子ようすだと……良い食材が見つかったようですね」

「うむ……貴様ら、味見せい！」

　ベルは覇は気きに満ちていた。力強く言って、アースタと共に厨ちゆう房ぼうへと駆かけ込こんでいく。アースタは背負うタイプの、大きなざるを装着している。

「……残念にゃ？　フルーレ。陛下が勝機を見つけたようだけど」

　メフィがいたずらな言葉を囁ささやくのに、

「……いえ、嬉うれしいですよ。私たちの魔ま王おう様はやはり最強なのです」

　フルーレは目を伏ふせて微ほほ笑えみ、

「あまり、そう見えていなかったかもしれませんが……貴女あなたたち同様、私も魔ま王おう様が大好きなのですから」

　控ひかえめな呟つぶやきに、メフィはピエロめいて肩かたを竦すくめた。

　厨ちゆう房ぼうを覗のぞき込こんだルキが、

「……それ、なんですぅ？」

　ベルはざるから食材を取り出しながら返す。

「これは、イシュ大陸北ほつ方ぽうの沿岸部でのみ水みず揚あげされる高級食材……脳のう筋きんエビだ」

　指先から肘ひじほどの大きさの甲こう殻かく類である。新しん鮮せんさを誇ほこるように、そのいかめしい外がい殻かくはルビーのような輝かがやきを湛たたえている。

「漁ぎよ獲かく量が少ない上に、夏場は保存も難しい。手に入ったのは奇き跡せきに近いぞ、フフフッ……まさかこれが見つかるとはな！」

　行きつけの魚屋が「お得意さんだからねえ」と言って出してくれたのだ。下層の市場通いは、これがあるからやめられない。時々ビックリするような上じよう物ものが出回るのだ。

「甲こう殻かく類の身は繊せん細さいだ……食べる餌えさの種類によって微び妙みように変わってしまう。滋じ養ように溢あふれながらも、澄すみ切きった北の海で育はぐくまれる脳のう筋きんエビの純白の身は雑味もなく、とろけるほどの甘あまさを持つ……がッ！　このエビの真の魅み力りよくは……頭部だッ！」

　テンション高めで説明しながら包丁を振ふるい、ダン、ダン、ダン！　と次々に頭を切り落としては鍋なべに入れていく。

　脳筋エビのミソは一いつ般ぱん的な食材ではない。一匹ぴきにつき耳かき一ひと掬すくいほどしか取れないため、抽ちゆう出しゆつするのに凄すさまじい手間とコストが掛かかるからだ。その存在を知らない料理人も多く、脳ミソまで筋肉だと思われている。まあエビのミソは脳ミソではないが……

「この旨うま味みを凝ぎよう縮しゆくしたソースに、貴様らもきっと驚おどろくぞ……ふふ……はははは……ハアーッハッハッハァ！」

「おお、魔ま王おう三段笑いの玉ぎよく音おんが……！」

　アゲイトが嬉うれしそうに言った。ベルゼブブの魔ま王おう三段笑いは、魔ま軍ぐんに於おいては約束された勝利の音色として親しまれ、『ＭＰ３プレーヤー』に入れている兵士も多い。ちなみに『ＭＰ３プレーヤー』とは、大体マジックポイントを３ほど消費するためにその名がついた、魔ま法ほう式の音声再生機である。

「モモモ……モーッモッモッ……」

　笑い方を覚えたらしく、掃そう除じを終えたディーゼロも音声を発している。

　やがて、ベル渾こん身しんの一皿が完成した。

　脳筋エビの旨うま味みを凝ぎよう縮しゆくしたトマトクリームソースに、平ひら打うちの太いパスタ。具は脳筋エビのボイルをメインとし、大型魚類もその突とつ進しん力りよくで仕留める獰どう猛もうなイカ、グングニルカラマリや、人の唇くちびるのような形の二枚貝で、一度吸い付いたら離はなれないアムール貝などの魚ぎよ介かいを贅ぜい沢たくに用いた。そして極きわめ付つきに、エンシェント・スタージオンのキャビアをたっぷりと添そえる。丁てい寧ねいに下処理をした魚ぎよ介かいのキモが隠かくし味となり、魔ま族ぞくの舌をも唸うならせる香かおりを生んでいるはず……

　……よし、完かん璧ぺきだッ！　余よが独ひとり占じめしたいほどだ！

　五人分を取り分け、カウンターに並んだ臣下たちの前に出した。

「さあ、食ってみろ！」

　ゴクリ、誰だれかが唾つばを飲む音がした。五本のフォークがパスタを絡からめ取り、それぞれの口へと向かう……

　……静せい寂じやくが訪おとずれた。

　一秒……二秒……誰だれも何も言葉を発しない……ベルはにわかに不安になった。もしや……美う味まくないのか？　何か致ち命めい的なミスでもあったか？　余よが味見をした段階では美う味まかったのだが……そう思いながら注視してみれば、五人は驚きよう愕がくする寸前で一時停止したかのような形ぎよう相そうで目を見開き、口をパクパクと開閉していた。

　……なんだ、あの反応は！

「おい、どうした貴様ら、まるで魚のように……！」

　アースタがパクパクしながら、

「ハッ……か、香かおりが……すごく、てっ……すごいっ！」

　語ご彙いが少ないのである。

「止まら、ない、にゃあ！」

「口から吸って、鼻から吐はく……この一連の動作が、やめられず……」

「パクパクゥん……パクパクゥん……！」

　ルキの唇くちびるなどは、モザイクをかけた方がいいレベルだ。

「う……う、ううぅぅ、美う味ましッ！　美味し美味し美味し美味しィーッ！」

　アゲイトが唾つばを飛び散らして叫さけんだ。

「アグフゥ……なんという美味かッ！　ひとたび口に含ふくめば、舌がとろけるほどの深いコクと、鼻び腔こうに甘あまくねっとりと愛あい撫ぶするかのような風味が広がるッ！　キャビアの塩味も素す晴ばらしいアクセントとなっておりますぞ！」

　……そう言えば魔ま王おう時代に一度、貴様は軍師などやめて美食コメンテーターになったらどうかと言ったことがあった。アゲイトは冗じよう談だんだと思ったようだが、わりと本気だった。

「魔ま王おう様ッ！　これならば勝てます！　ベヘモットなど恐おそれるに足りません！」

「圧勝にゃ」

「勝利の味は魔ま王おう様のものです」

「さすがですわぁん」

　四よん艶えん公こうも口くち々ぐちに言う。

「うむ……」

　頷うなずきはしたものの、ベルはそれほど楽観視してはいなかった。舌に未いまだに残るあのスープの味は、凄すさまじい破は壊かい力りよくを持っている。だが……接戦とはなるだろうが、この脳筋エビのペスカトーレならば、互ご角かく以上に戦えるはずだ……この圧あつ倒とう的てきな美味なら……

　……と、ふと一息ついたベルの心に、痛みに似た僅わずかな疼うずきが感じられた。喉のどに刺ささった魚の小骨のような感覚……違い和わ感かん……？

　……余よは何を気にしているのだ？　圧あつ倒とう的てきな美味、誰だれもが平ひれ伏ふすような味……グルメとは絶対的な価値観であるはずだ。

　──おメェの料理には……一つだけ足りねェモンがある……

　ジンの言葉が耳じ朶だに木こ霊だました。

　……馬ば鹿かな。余よはホークにも勝てたではないか！　あの言葉はパパ殿どのの気の迷いだろう……何度かそう自分に言い聞かせても、奇き妙みような違い和わ感かんは消えてくれなかった。







　　　Ψ







　ディナータイムを間近に控ひかえた、リストランテ・キングスウィルの壮そう麗れいなる大厨ちゆう房ぼう。ベルとベヘモットはそれぞれのワークトップに立ち、開始の合図を待っていた。

　辺りはせわしない空気に包まれているが、それ以上にひしひしと感じられるのは、料理人たちの戸と惑まどいだった。ヒソヒソと囁ささやく声が聞こえてくる。

「スー・シェフだ……！」「街に戻もどられたのか！」「この目で見るのは初めてだ……」「最後に目もく撃げきされたのはいつだ？」「確か、アリアッド山脈の大おお滝たきで、滝たきの水を鍋なべに受けて鍋なべ振ふりの修しゆ行ぎようをされていたと……」「包丁捌さばきの練習のため、剣けん闘とう士しになったそうだが」「泡あわ立だて器きでサントー海かい峡きようの海を攪かく拌はんしていたと聞くぞ……」

　ベルはそっと首を傾かしげる……料理修しゆ行ぎようとはそういうものか？

　ＶＩＰ席には一昨日と同じようにフランシスと、その対面にソーベイン。隣となりのテーブルには四よん艶えん公こうの姿がある。アゲイトは留守番だ。

　ソーベインは、フランシスからの提案を断り切れなかったと申し訳なさそうにしていたが、これはもうベルの戦いなのだ。暴食王のターブル・ドットを守り、スカイパレスを守り、知ち恵えの実みを守るための。

「……そろそろ準備できたかね？」

　フランシスが声を掛かけてくるのに、ベルは愛あい想そなく言う。

「さっさと始めろ」

「ふふ……そうカリカリするなよ、ベル君。一流の料理は一流の余よ裕ゆうから生まれるものだ」

「料理人でもない貴様が一流を語るな、片腹痛いぞ」

　フランシスは肩かたを竦すくめるのみ。

「──陛下ーッ！　このアースタ、全ぜん身しん全ぜん霊れいで応おう援えんしておりますゆえーッ！」

「こてんぱんにしてやるにゃー！」

「……ファイト」

「ねぇん……今日あたしワインの気分じゃないんだけどぉ、別のお酒ありますぅ……？」

　四よん艶えん公こうたちの声せい援えんが聞こえる。約一名、こちらを見ていないが……

「……あれを食べておきながら、逃にげずにここに来たことだけは誉ほめてやろう」

　横からベヘモットが声を掛かけてくるのに、冷ややかな眼まな差ざしを向ける。

「だが、お前は俺おれに負けを認めることになる。皆みなが見ているこの場でな」

「ふん。今のうちに、せいぜい強がっておけ」

「フハハ……何か思いついたのか？　あの料理に勝てるレシピを」

　ベルは鼻を鳴らす。

「朝飯前だ……いや、夕食前か。とにかくあんなスープなど、物の数ではないわ」

　ベヘモットは片かた眉まゆを持ち上げてから、じわりと染しみ出すような笑えみを浮うかべた。

「スープだと？　ククク……スープねえ……」

「何がおかしい？」

「いやいや……まあ、いいだろう。見せてもらうとしようか、名高き暴食王が作るグルメというものを……」

　フランシスが手を打つ音が聞こえた。

「──では、調理を始めたまえ！」

　先さきんじてベルが動き出した。接戦になることが予想されるので、僅わずかだが有利な先せん攻こうを取っておきたい。ざるからエビを取り出し、流りゆう麗れいな包丁捌さばきで頭を落としていく……

「なに……？　あれは……脳のう筋きんエビ、だと……！」

　フランシスがさっそく腰こしを浮うかせた。余よ裕ゆうを見せてはいたが、実際はかなりベルを警けい戒かいしているようだ。

「ふむ、この時期には珍めずらしいのう……」

　ソーベインが呟つぶやく。

「ああ……うちでもまだ入にゆう荷かがない。なのに、どうやって……！」

　ベルは声を張り上げた。

「下層の店で手に入れたのだ。貴様が軽視し……いたずらに潰つぶそうとしている下層のな！」

「ぐっ……！」

　フランシスは呻うめいて視線を流す。

「……お……おい、ベヘモット、勝てるんだろうな!?」

　怒ど声せいに近い声でフランシスが言えば、水を張った丸まる底ぞこ鍋なべを火にかけていたベヘモットは、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰しかめた。

「……誰だれに物を言っている？　総支配人よ」

「い、いや、しかし……相手は一級品だぞ？　キミは何を作るつもりだ？」

「余計な口を出すな。お前はそこでふんぞり返っていればいいのだ」

「いや、しかし……！」

　ベヘモットはそれ以上取り合わず、作業を進めるベルを横目に眺ながめた。

「なるほど、脳筋エビか……悪くはない……悪くはない、が……」

　片かた頰ほおと片目を歪ゆがめるようにして、残ざん忍にんな笑えみを見せ、

「──俺おれの相手にはならん！」

　エプロンのポケットから取り出した食材を、勢いよく鍋なべへと投入した。

「……なッ!?」

　半はん寸ずん胴どうでエビミソを煮に詰つめていたベルは、驚きよう愕がくのあまり木べらを取り落としかけた。ベヘモットが煮に込こんでいるもの、その驚きよう異い的な存在感……背筋に冷たいものが流れる。

「フハハハハハァッ！　お前は完全に勘かん違ちがいをしているぞ！」

　ベヘモットが酒さか瓶びんを摑つかみ、鍋なべに注そそぎ込こみながら哄こう笑しようした。コンロの火が酒しゆ精せい分ぶんに移って燃え上がり、嗜し虐ぎやく的な貌かおを照らし上げる。

「勘かん違ちがい……だと？」

「そうだ、俺おれが作っているのはスープではない……姿すがた煮になのだよ！」

　ベルは頭をすりこぎで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを受けた。

「うっ……あ、あぁ……」

　頰ほおを汗あせが伝うのは、夏の厨ちゆう房ぼうの暑さゆえではなかった。

　リヴァヒレ……それは宝石と同じく、大きければ大きいほど加速度的に価値が増大する食材だ。同時に染しみ出す旨うま味みも桁けた違ちがいになる。スープとは格の違ちがう味となるだろう……あのサイズのものが現存しているなど、誰だれが想像できただろうか？　今、目の前で繰くり広ひろげられようとしているのは、誇こ張ちようでもなく、神話にも等しい所業だ。

　……暴食王の魂たましいが荒あれ狂くるっている。あれこそ、真・ターブル・ドットの品目を飾かざるに相応ふさわしい代しろ物ものであると……

「言ったはずだ、俺おれは俺おれの腕うでに相応ふさわしい食材しか使わないと……脳のう筋きんエビだと？　フハハ……それが所しよ詮せんお前の限界だ！」

　ベヘモットが調理を進めていく中、ＶＩＰ席の四よん艶えん公こうたちも息を吞のんでいた。

「姿すがた煮に、だったとは……」

　フルーレが呆ぼう然ぜんと呟つぶやくのに、メフィがゴクリと喉のどを鳴らす。

「あんなに追おい詰つめられた陛下、初めて見るにゃ……」

　さすがのルキも、グラスを傾かたむける手を止めている。

「これは、ちょっと……やばいかもねぇ……」

　四よん艶えん公こうたちの弱気な発言を受けながら、厨ちゆう房ぼうのベルの手は止まっていた。手元の半はん寸ずん胴どうの中では、煮に詰つめられつつあるエビミソが妙たえなる香かおりを放はなっている。このエビミソのように、ベルの頭脳も煮に詰つまってきている。

　……このままでは勝てないというのか。

　必死に打開策を試案するが、幾いくつものレシピが脳のう裏りに浮うかんでは、泡あわのように儚はかなく消えてゆくのみ。勝ち筋が見えてこない。

　……負ける？

　余よが、負けるのか……？

　何にも煩わずらわされることなく、ひたすら料理に打うち込こめた穏おだやかな日々……スカイパレスでの生活も、遥はるかなる夢、ターブル・ドットへと続く道も……そして、アーシェの大切な知ち恵えの実さえも……何一つ、守れないのか？

　死神にも似た予感が迫せまる。敗北に慣れていない精神に忍しのび寄よってくる……

「──何を弱気なことを！」

　そのとき、凜りんと響ひびく声があった。

　中ちゆう二に階かいのＶＩＰ席、背筋を伸のばして姿勢よく座すわる娘むすめの姿が、ベルの視線を釘くぎ付づけにした。

「貴様ら、それでも忠臣か？　我らが信じなくてどうする！　陛下があのような男に負けるものか！」

　己おのれにとって大切な、ともすれば命と引ひき換かえにしてもいいと思えるほどの物を失いかけながら……彼かの女じよは尚なおも凜り々りしくあった。

「フハハハッ！　愚おろかな女だ……お前もあれを食べたのであろう？　スープであの味なのだ。姿すがた煮にとなればどれほどのものか想像できないか？　負けを認められず、とうとうまともな判断もできなくなってしまったのか？　思考停止か！　勝ち目など万に一つもないぞ！」

　嘲ちよう笑しようするベヘモット。

「認めるがいい、お前たちの王は、俺おれより劣おとっていると！」

「あり得ない！」

　アースタは退ひかない。数多あまたの戦場でもそうであったように。

「陛下は貴様などとは器うつわが違ちがう！　何もかも食い散らかして、逃にげ出だした貴様とはな！　陛下は、誰だれよりも強くてお優やさしいのだから！」

　……違ちがう、余よは……ただ、美う味まい物が食いたかっただけだ……

「ほう、だがそれがグルメと何の関係がある？」

　ベヘモットが訝いぶかしげに言う。

「わからんか？　陛下の食しよく卓たくは、温かいのだ……美う味まい物が手に入れば、共に食べようと、いつも食しよく卓たくに呼んで下さった。私たちが美う味まいと言えば、御ご自じ身しんも嬉うれしそうにしておられた……」

　……それは優やさしさではない、アーシェ……ただ……その方が美う味まいと思ったのだ。貴様らと食う飯は美う味まいと……なぜか思えた……

　……そうだ、余よはただひたすら、部下たちと美う味まい物が食べたかっただけ……

「陛下の御お心こころと比べて、貴様は心が貧しい！　そんな男に陛下は負けぬ！」

「……ふん、何を言うかと思えば」

　ベヘモットは心底の侮ぶ蔑べつをにじませた。

「グルメとは絶対の価値観。曖あい昧まいな精神論が介かい在ざいする余地はない……まあいい。言ってわからないなら、そのうるさい舌、料理で黙だまらせよう！」

　ベヘモットは丸まる底ぞこ鍋なべを回しながら、リヴァヒレにじっくりとタレをかけていく。

　一方のベルは静止したまま、じっとＶＩＰ席を見上げていた。視線の先はアースタから外れ、隣となりのテーブルにひっそりと座すわっている老人へと移っている。

　……余よは、ただ……美う味まい物が食べたい……

　そしてそれは……あやつも同じ……

「……おやベル君、どうしたのかね？　手が止まっているようだが、フフフ」

　ベヘモットがどうやら優勢と見て余よ裕ゆうを取とり戻もどしたか、フランシスが弄いじるような口調で言ったが、ベルは反応を返さない。

　……勝つとか、負けるとか……そんなものがグルメに関係あるか？　美う味まいか、不ま味ずいか、それだけではないか……

　ベルは自然と頰ほおが緩ゆるむのを感じた。

　ああ……違い和わ感かんが消えたぞ。

　出来上がりつつあった脳筋エビのスープが入った半はん寸ずん胴どうを、ワークトップへと下ろす。

「……どうした？　まだ作りかけだろう？」

　ベヘモットが不思議そうに言うのに、ベルは首を振ふった。

「やめだ。これは作らぬ」

「は、はは……はははははっ！　そうか、とうとう諦あきらめたか！　それが身のためだ！」

　ＶＩＰ席にて、フランシスが喜色を浮うかばせる。

「魔ま王おう様が……料理をお止やめに……？」

　フルーレが呆ぼう然ぜんと呟つぶやくのに、ルキが目を細めて言う。

「さすがに今回は相手が悪いのかもぉ……」

「ふうむ……」

　ソーベインが一つ息を吐はいたとき……ベルは素す早ばやく動いた。両手で印いんを組み、

「万ばん象しようの源みなもとたる魔ま力りよくよ……！」

　印いんを何度か組くみ替かえながら、導どう作さと詠えい唱しようを開始する。

「我わが手は千里の彼方かなたへ渡わたり、連れ立つものを再び摑つかまん……」

　大だい厨ちゆう房ぼうに流れ出す魔ま力りよく。ベルは印いんを解くと、右手を身体からだの横へと振ふり、

「──取アりポ寄ーせト」

　振ふり抜ぬくと同時に結語。魔ま力りよくが集結したかと思えば、一いつ瞬しゆん後には掌てのひらの上に、スイカほどの大きさの壺つぼが出現していた。離はなれた場所にある所有物を手元に喚よび寄せる魔ま法ほうだ。

　ワークトップに壺つぼを置いて蓋ふたを取りながら、ベヘモットではなく、フランシスでもなく、四よん艶えん公こうでさえなく……ソーベインへと声を放つ。

「……許せ、ソーベイン！」

「む……？」

「忘れておったわ……余よは貴様のための料理を作りにここに来たのだ！」

　壺つぼから取り出した赤い果実をまな板に置き、包丁を手に取った。

　フランシスが目を細める。

「なんだ？　あれは……リンゴ？　ええい、まだ諦あきらめていないのか……」

　ベルは料理を進めていく。一つ一つ味見をしながら……味覚と嗅きゆう覚かくの足し算、引き算、掛かけ算ざんを行いながら、未完成のレシピを完成させていく。目指すのは知ち恵えの実みの味だった。それがきっと、ソーベインのためだと信じて。回り道をしてしまったが……もう迷わない。

　深皿にリンゴ、その他の食材を重ねてから、クリームソースを流ながし込こんでいく……

「……血迷ったか」

　ベヘモットの声が届く。

「それはグラタン・コンプレだろう？　見ればわかる……何の捻ひねりもない料理だ」

　その単語に、ソーベインの細い肩かたが、何な故ぜかピクリと震ふるえた。

「リンゴ、の……グラタン……とな？」

　ベヘモットが言葉を続ける。

「そんな二流の……いや、三流……五流……百流以下の料理で、この俺おれに挑いどむというのか？　まだ脳筋エビの方がマシだったぞ！」

　ベルには言葉を返す余よ裕ゆうもなかった。レシピのない料理……それは地図のない夜の道を、明かりもなく歩いているようなものだからだ。頭の中は味覚の大だい洪こう水ずいだった。無数の味の組み合わせの中から、一つの正解を探すあてどない旅。

「……陛下は何をお考えにゃ……今いま更さらあんな……！」

　メフィが焦しよう燥そうをにじませるのに、アースタは赤い瞳ひとみを逸そらさずに一言。

「信じるのだ、メフィ……我らの王を」

　そして、ベヘモットが軽く手を上げた。

「──完成だ」







　途と中ちゆうから料理を変へん更こうしたベルが、追いつけるはずもない。

　ベヘモットは究極の一皿を手にＶＩＰ席へと向かう。途と中ちゆう、まだ作業を続けているベルへと、顔も向けずに言い捨てた。

「……失望したぞ、暴食王」

　そのまま階段を上り、ベヘモットはソーベインの前へと皿を置くと、腕うでを組んで睥へい睨げいした。

「さあ食らえ、ソーベインとやら……お前には勿もつ体たいない料理だ。これほどの物を用意する必要はなかったようだがな」

　フランシスが身を乗り出して覗のぞき込こむ。

「……これは、なんだい？　フカヒレに見えるが」

「まあ、そういうことにしておこうか、フハハ……」

　ソーベインは陶とう器き製のレンゲを手に取った。

「ふむ……では、いただこうかの……」

　ヘッドをあてがうだけで、ヒレはスッと縦にほどけていく。絹糸と見まごうばかりの透とう明めいで繊せん細さいな繊せん維いが、黄こ金がね色いろのタレに絡からまった姿は、溜ため息いきが出るほど美しい。一ひと匙さじ掬すくって顔の前に持ってきたソーベインは、一いつ旦たん手を止め、

「……ぬう、プルプルじゃ……しかもこの香かおり……なにやら胸がざわつきおる……！」

　白ひげに覆おおわれた口元へと運ぶ……

「……うグッ！」

　一声呻うめくと、ソーベインは目を見開いたまま固まってしまった。

「グ……ア……ゥ……」

　その姿を睥へい睨げいしたまま、ベヘモットが口を開く。

「どうだ、美う味まいか？」

「ウ……ウマ、イ……ウマ……」

「そうだろう、フハハハハハ、美う味まかろう！」

「ウ、マ……イ……」

　見開かれたソーベインの瞳ひとみは、芯しんから光が消えていた。精せい彩さいを失っている。

「お爺じいちゃんが、おかしくなった……？」

　メフィが愕がく然ぜんとして言う。

「無理もありません……あんなものを食べては……！」

　フルーレが苦く渋じゆうをにじませて返す。魔ま族ぞくにとって絶対的グルメであるリヴァヒレの、しかも姿すがた煮にである。正気を保つことが困難なのは十分に理解できる。

「どこが美う味まい？　言ってみろ、この馬ば鹿かが！」

「ゼンブ……ゼン、ブ……ウマイ……」

　もはやソーベインは、ベヘモットの操あやつり人形だった。首には首輪が薄うっすらと見えるようで、繫つながれた鎖くさりを手にしているのはベヘモットだ。両手首には手て枷かせが、身体からだは革かわのボンデージに包まれているようにすら見えた。口くちの端はしからは、タラタラとよだれを垂らし、動くしかばねのような様子である。無理もない……この世ならざる美味は、時に人間の精神をも破は壊かいしてしまうのだ。

　これが、グルメの暗黒面である。

「そうだろう、フハハハッ！　このソースはな、醬しよう油ゆをベースに、鼻先に火を点つければ燃え上がるほど脂あぶらの乗ったロウソクウオや、長い胴どう体たいで獲え物ものを縛しばって窒ちつ息そくさせるシバリウミヘビなどの乾かん物ぶつから出だ汁しをひいた究極のものだ！　わかったか馬ば鹿かめ！」

「ウ、マ……イ……」

「だが、それらの高級食材すら脇わき役やく！　全すべてはこのヒレの旨うま味みを完かん璧ぺきに引き出し、頂点へと押おし上あげるための布石！　それこそ王の姿であり、この味こそが王の味ということだ……わかったか馬ば鹿かめ！」

「……オウ……オウッ……アジ……」

　ルキがごくりと喉のどを鳴らす。

「高度なプレイだわぁ……」

　ベヘモットがフランシスを一いち瞥べつし、

「……総支配人、もはやこの男は我らの支配下にある」

「お、おお……さすがはベヘモット……！」

　一人の人間の精神を完全に従えてしまう魔ま性しようの料理に、ソーベインは若じやつ干かん恐きよう怖ふすら覚えている様子だった。

「お、おい、ソーベイン……我々の勝ちだな？」

「ハイ……勝チデス、アナタ様ノ……勝利デス……」

「おおっ！　では、もうベル君の料理は食べないでいいね……？」

「ハイ……食ベナイ……ワシ、食ベナイ……」

　……アースタは無言のまま座すわっていた。膝ひざの上に乗せた両手を、ぎゅっと握にぎりしめて。彼かの女じよはひたすら信じて、待っていた。王の再さい臨りんを……

「──待てッ！」

　そして、王は来た。シェフコートにエプロン、両手にミトンを嵌はめた王が。吐と息いきも荒あらく、出来上がったばかりの料理を捧ささげ持って。

「陛下……！」

　アースタは目を輝かがやかせる。

「おやおや、ベル君、遅おそかったね……もう決着はついてしまったよ？」

「食べずにわかるグルメはないと言ったろう……！」

　ベヘモットが、ベルの手にした料理を指差す。たっぷり乗ったチーズが焼やけ焦こげて、香こうばしい匂においを周囲に振ふり撒まいている。

「……おいソーベイン、あの料理を食べたいか？」

「要ラナイ……ワシ、要ラナイ……」

「……だ、そうだが？」

　ベルはテーブルへと駆かけ寄よると、グラタンをドカンと置いた。

「一口でいい、食べろ！」

「……アヒ……ヒ……ヒヒ……」

　ソーベインはまともに返事すらしない。その精神はプレイ中であった。

「食べろ、一口でいい！　食器を手に取るのだ！」

「アーア……アーァ……」

「ぐっ……！」

　食べさせなければ話にならない。何か手はないのか？　手は……そのとき、ベルの脳のう裏りに稲いな妻ずまの閃ひらめきが落ちた。隣となりのテーブルを振ふり向むき、

「……おい、フルーレ！」

「は……？」

「貴様、ソーベインを叱しつ責せきしろ！　料理を食べろと！」

「……はッ!?」

「覚えておろう？　貴様らがうちに来た日のディナータイムだ！　あのときの、アドニスを罵ば倒とうしたような感じで……さあ、早く！」

「は、はあ……」

　さすがの氷の魔ま女じよも面食らった様子だったが、

「……わかりました……んっ」

　咳せき払ばらいをして席を立つと斜はすに構えた。カツンと硬かたく靴くつ底ぞこが鳴る。片手の指をしなりと持ち上げてソーベインを指差せば、その表情はにわかに冷れい酷こくさを帯びた。

「……早くその料理を食べなさい、貴方あなた。残したらただではすみませんよ？」

「ヒッグ……！」

　ビクンとするソーベイン。
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「食べたくないなどと、我わが儘ままを言う権利が貴方あなたにあるとでも思っているんですか？　勘かん違ちがいも甚はなはだしいブタですね……この変態ゴミ野や郎ろう。貴方あなたは私の言うことを聞いていればいいんです。それだけが、貴方あなたがこの世に生まれてきた意味です」

「ア、ジョ……女王サマ……ジョオ……！」

　ソーベインに幽かすかな反応があった。幽ゆう鬼きの如ごとき手付きでレンゲを手にする。

「ブタッ！　このブタッ！　早くなさい！」

「え、何コレは……何!?」

　メフィが思わず叫さけんでいるが、ベルはガッツポーズをした。思ったとおり、やはりフルーレは天性の才能がある。『ドＳ』の才能が！

「ムッ……俺おれの支配を打ち破るとは、やるな……」

　動き出すソーベインに、ベヘモットが顔を顰しかめた。

「だが、ほんのわずか揺ゆらいだに過ぎん！　食べたところで何も変わらんぞ！」

　グラタンを口に運んでいくソーベイン。

「イ、イタダ……キマス……」

　その口元から、シャクリと小気味よい音がした……その瞬しゆん間かんである。

「……お……おぉ……おおぉ……？」

　その両目に、知性の光が戻もどってきた。

「な……なんだと……！」

　ベヘモットが初めて狼ろう狽ばいした。

「お、おお、おお……これは……この味は……ベルさん、この味はやはりッ！」

　驚きよう愕がくの表情のまま更さらに一口を食べ、背筋をビクンと伸のばした。

「グッやはりそうだリンゴのグラタンと聞いたときからもしやと思っていたがどういうことだベルさんこの味はワシの妻が昔作った料理だなぜ貴方あなたがこの味を知っているんだ誰だれも知らないはずだ誰だれ一人ひとり知るはずのない味なのになぜ！」

　この間、実に２秒である。

　知ち恵えの実みの効果が疑ぎ似じ的に発動し、ソーベインの頭脳が異様に加速しているのだろう。ひどく聞き取りづらい。

「陛下……ああ、陛下……！」

　四よん艶えん公こうが固かた唾ずを吞のんで見守っている。アースタが両手を組んで祈いのる。

「むう、だがこれは妻の作った料理とは少し違ちがうむしろより完成されている香かおりは際きわ立だち味も鮮せん烈れつだがその他の雑味が一いつ切さいないどうやってこんな……どうやって、こんな味を……？」

　一時的な加速が落ち着いてくるのを待って、ベルは一つ頷うなずいた。

「貴様の想おもい出での料理の味を、余よは知っていたのだ。その味を再現するために、リンゴとチーズが不可欠であることもな……」

　ソーベインが目を見開く。

「あ……あんた……！」

「……リンゴとチーズを用いる料理と考え、これが一番だと思った。貴様の妻の料理に近いものができればいいとは思っていたが……全く同じだったのは偶ぐう然ぜんだな」

　喘あえぐように、ソーベインが言う。

「……あんた、何者じゃ？」

「貴様とは同郷だ。事情があってこちらに来た。隠かくす気はなかったが、貴様に逃にげられては困るからな、言い出せなかったのだ」

「そう、だったのか……」

「……おのれ、愚ぐ劣れつな手を使いおって！」

　ギリリと奥おく歯ばを嚙かみ締しめ、ベヘモットが言う。

「想おもい出での料理だと？　そんなものに頼たよるとは不純極きわまりないぞ！　相手を圧あつ倒とうする味、舌に残る美味だけが、本当のグルメなのだ！」

「そ、そうだ、ソーベイン！」

　尻しり馬うまにのるフランシス。

「純じゆん粋すいな美味さだけで判定してくれ……どちらが美う味まいか！」

「……純じゆん粋すいな美味さか。それならば……」

　ソーベインは左手でひげをしごいた。

「うむ……やはりワシは、ベル君の勝ちだと思う」

「なッアァんーッ!?」

　フランシスは青ざめ、

「へ、陛下ッ……あ、ああッ……！」

　ぎゅっと目を閉じていたアースタが弾はじかれたように顔を上げた。

「ニャーッ！　やったにゃ！　やっぱり強いにゃッ！」

「……さすが、としか言えません」

「あぁん……まあ、あたしは信じてたしぃ？　陛下が負けるわけないってぇ……」

　四よん艶えん公こうたちが歓かん声せいを上げる中、

「馬ば鹿かなッ！　この馬ば鹿かめ！　そんなことがあり得るものか！」

　ベヘモットは激げき怒どしていた。

「俺おれの料理が、ただのグラタン・コンプレに負けるものか！　お前の舌はおかしいのだ！」

　ソーベインは首を振ふると、取り皿を取ってグラタンをよそい、スプーンと一いつ緒しよにベヘモットへと差し出した。

「食べてみればわかる」

「……いいだろう！　想おもい出で補正など我わが舌で喝かつ破ぱしてくれる！」

　シャクリ……一口食べたベヘモットは、ビグッと痙けい攣れんした。

「……ングオォォォォォォォッ!?」

　そのままブルブルと震ふるえ、

「ば……馬ば鹿かなこんな味あり得んなんだこれは中身はリンゴとベーコンでこの脂あぶらの香かおりからするとベーコンはアークソー高原産のグリンブルスティ種のものだなそうだろうだがなんだこの風味はあっそうかわかったぞこれは粕かす漬づけだリンゴを粕かす漬づけにしたなお前美う味ますぎる美味すぎるだろうなんだこの味の深さはシンプルに思えるが舌に残るこの味と匂においは豊ほう潤じゆんで芳かぐわしくそしてしつこくなくて次の一口を食べたくなってしまうさらにベーコンはベーコンで香こうばしい塩気とリンゴの程ほど良よい酸味と甘あま味みが混じり合って良質の風味となりこのグラタンの美お味いしさを引き立てているチーズは牛乳の濃のう厚こうさを閉とじ込こめてベーコンとリンゴとの一体感を醸かもし出だす素す晴ばらしさどの食材も美お味いしさを加速させているこの三さん位み一いつ体たい美味い美味すぎるー！」

　この間、実に１秒である。

　この料理は会話しづらくなるという難点があるな……と思いながら、ベルは口を開く。

「そうだ、貴様の言うとおり粕かす漬づけだ。リンゴだけではなく、チーズもベーコンもな。粕かす漬づけにする発想はあったのだが、漬つかるまでの時間がギリギリだったので、味見ができなかった。ぶっつけ本番だから苦労したぞ」

「なるほど……それでこの統一感……グラタンにリンゴの粕かす漬づけを使うとは……」

　ソーベインが感心したように言うのに、ベヘモットが言葉を続ける。

「ぬううだがもう一つある隠かくし味あじがわからんこの幽かすかな苦みはなんだほんの幽かすかな苦みが甘あまみを引き立てているこの味はなんだ、クッ、この俺おれがわからんとは……！」

　加速が落ち着いてきた。

「ふん、称しよう賛さんしてやろう。この隠かくし味あじに気づくとは、貴様の舌は確かなようだ」

「クッ……！」

　ベヘモットは口から息を吸い、鼻から吹ふいた。

「……この味は……なんだ？　黄金タマネギ……いや、違ちがう……！」

　黄金タマネギは寒冷地で栽さい培ばいされる食材であり、魔ま界かいでも人間界でも一いつ般ぱん的である。

「正解だ」

「なに？」

「これは黄金タマネギだ」

「おのれ、馬ば鹿かにするな！　こんな熟成された苦味はどうしたって一いつ般ぱん的なタマネギごときから出るはずがない！」

　ベルは腕うでを組んで鼻を鳴らした。

「黄金タマネギは、固すぎて食べられない表皮を剝むけば、その中には果実と見まごうほど瑞みず々みずしく甘あまい身が我々を待っている、素す晴ばらしい食材だ……」

「そんなことは誰だれでも知っている。俺おれが言っているのはこの苦味のことだ！　この正体は何なのだ？　普ふ通つうとは違ちがう育て方で育てられているのか、それとも水が関係しているのか……わからん。お前は一体何をしたのだー！」

「そう急せくな、貪どん食しよく王おう……余よは何もしていない。余よが使ったのはな、その皮だ」

「皮ァ!?」

　ベヘモットは目を見開いた。

「馬ば鹿かな、あんなもの硬かたくて食えん！　加工すれば盾たてになるほどで食べられたものではないぞ！」

「まあ、料理のときは皆みな捨てるな……だが黄金タマネギの皮は、十時間ほど煮に込こんだ後に一度揚あげ、それを急速に絶ぜつ対たい零れい度どで冷れい凍とうすると、皮がもう一段階剝むけるのだ」

「もう一段階……だと？」

　両手を合わせ、パカリと開いて見せ、

「この中に、ほんの一筋だけ、黄こ金がね色いろに輝かがやく身が入っているんだ。一個から少ししか取れないが美う味まいぞ、この身は。厳しい環かん境きようで育つ黄金タマネギの、熟成された旨うま味みが詰つまっている。これを粕かす漬づけにしてから摩すり下ろし、ベシャメルソースに混ぜた」

　ベヘモットがよろめいた。テーブルに手を突ついて呻うめく。

「……そんな部位、聞いたこともない……！」

「過去に余よが見つけただけだからな」

「……なぜ……どうやって見つけたというのだ……！」

「あんなに美う味まいものの皮が美う味まくない訳がないと思ってな……剝むき終えた皮をどうにか食えんかとあれこれやってみたのだ。茹ゆで時間、揚あげるタイミング、冷やす温度……最初は失敗も多く上う手まく取り出せなかったが、これを見つけたときの悦よろこびは今でも覚えておるな」

「捨てるものも食べていた……だと？」

「食を極きわめようというのだ。その程度、当然だろう？」

　ベルは階段の手すりに腰こしを預けると、今にも駆かけ寄よって来たそうにキラキラしているアースタを見て、少し笑った。

「……アーシェの言ったように、貴様は食い散らかしてきただけだ。要いらないものを捨てて、故郷すらも捨ててな。余よは……こと食のことに関しては、何も捨てられんのよ」

「ぐっ……！」

　身を震ふるわせるベヘモットへと、ソーベインが静かに言った。

「……あんたの料理は確かに美う味まかった。これ以上なく、舌に残る料理だった……だが、あんた自身が言うたように、孤こ高こうの味だった。しかし、ベルさんの料理は……全すべての食材が手を取り合った味だった」

　しわと白しら髪がの奥おくに秘められたその瞳ひとみは、水気を帯びてきらめいていた。

「そのうえで、ベルさんは……ワシの妻の料理を完成させてくれたんじゃ……味はほぼ互ご角かくだった。それは間ま違ちがいない……だが」

　驚きよう愕がくしているフランシスへと視線を流し、

「舌に残る料理と、心に残る料理なら……ワシは後者を選ぶよ、フランシス」

　フランシスは深く息を吐はいた。

「まさか……ベヘモットが敗まけるとは……これほどとは……」

　一度、言葉を飲みこんだ後、平然とベルに言葉を放つ。

「……ベル君、キミの勝ちだ」

「潔いさぎよいではないか」

「引ひき際ぎわを見み極きわめられんようでは、商人は務まらんからな」

　燃え上がるような瞳ひとみでベルを一いち瞥べつ。

「……だが！　調理師ギルドは、このハーヴェスタの食の指針でなければならない。負けたままというわけにはいかない……またいずれ、挨あい拶さつさせてもらう」

「好きにしろ」

　ベルは鼻を鳴らして返すと、ベヘモットへと右手を差し出し、

「さあ、約束だ。その実を返せ。貴様には過ぎたものだ」

「……過ぎた代しろ物もの、だと？　ふ、ふふ、フハハ……こんな……こんな、二流食材がッ！」

　ベヘモットはポケットに乱暴に手を突っ込んで知ち恵えの実みを取り出すと、勢いよく頭上へと掲かかげた。

「──ッ!?」

　アースタが息を吞のむ。

　そのまま腕うでを振ふり下おろそうとする寸前、一いつ瞬しゆんの空くう隙げきに、ベルは鋭するどく言葉を放った。

「やめろ、ベヘモット！」

　ベヘモットは手を止めたまま、うわ言のように呟つぶやく。

「こんな、もの……こんなものに、俺は敗れたのか……こんなものに……！」

「……やめろ。貴様にその実を砕くことはできん」

　ベルの静かな口調に、ベヘモットは訝いぶかしげに目を向けた。

「……なに？」

　悔くやしさに歪ゆがむベヘモットの視線を受け止めるのは、ベルの真まっ直すぐな瞳ひとみ。

「余よにはわかる。貴様はもう、その実を砕きはしない」

「……なにがわかる！　俺は貪どん食しよく王おうだぞ！　数多あまたの食材を絶ぜつ滅めつさせてきたのだ！　こんな実一つ砕くことはわけもない！」

「いいや。貪どん食しよく王おうはもうおらん……今の貴様は、根っからの料理人だ」

　ベルはゆっくりと首を振ふった。

「貴様の料理を一口でも食えば、それくらいはわかる。料理に何もかも捧ささげた者にしか、あの味は作り出せない……同じ料理人としてわかるのだ」

　ベヘモットは、痛みでも感じているかのように顔を歪ゆがめた。

　ベルは構わずに言葉を続ける。

「料理人が食材を粗末にすることはない……そうではないのか？」

　しばしの沈ちん黙もくがあって、

「……ふ、フハッ……ハハ……」

　ベヘモットは諦てい念ねんめいた笑みを浮かべた。

　無造作に実を投げてくるのを、

「……っと！」

　ベルは慌あわてて受け止める。

「負けだよ。俺の完敗だ……貴様は確かに、ジンの息子のようだ」

「……む？」

「これこそ、あの日俺おれがどうしても、どうしても勝てなかった、ジンの料理だ。確かに……いや……それ以上、か」

　そのままふらりと踵きびすを返し、階段を下りていく。向けられた背中は峻しゆん厳げんだった。

「……何ど処こへ行くのだ？」

「フハハ……修しゆ行ぎようだ。次こそ貴様を超こえる……料理人として、必ずな。まずフライパン岩石返しからやるか……！」

　……その修しゆ行ぎよう、方向性が間ま違ちがってないか？　とは言えずに見送ってから、ベルは四よん艶えん公こうのテーブルへと視線を戻もどした。

　実を持った片手を振ふって見せながら、

「……アーシェ」

「はあぁっ！」

　待てをされていた犬のような速度でアースタが飛んできた。

「大切にせよ」

　アースタは知ち恵えの実みを両手で受け取ると、じっとベルを見上げる。潤うるんだ赤い瞳ひとみは、朝焼けのような光を帯びている。

「あ、あの……我わが王……！」

「なんだ？」

「……申し訳ありませんでした……この実のために、お心こころ遣づかいを……！」

「余よがしたくてしたことだ。気にするな」

　アースタの両目が、じわじわと輪りん郭かくをゆるめていく。

「は、はっ……あ、ありがとう御ご座ざいました！　そして、貴方あなた様さまが勝利なされたことが、私にとって心の底から嬉うれしく……う、うぶッ……びゃ……ずびっ！」

　もう泣くぞ、これは……と思われたが、アースタはなんとか持ちこたえた。

　何かが溢あふれ出しそうなのを、懸けん命めいにこらえている表情で、

「あ……あ、あの……我わが王っ！」

「なんだ？」

「あの……た……たたっ、多少の失礼を、その……お許しくださるでしょうか……！」

「……多少なら、な」

　ベルがそう返した直後、リストランテ・キングスウィルの心臓部たる大だい厨ちゆう房ぼうにベルの「グウッ!?」という呻うめき声ごえが木こ霊だました。それと、背骨が折れそうになるくら軋きしむような痛々しい音も。
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　ベルが生命神しん殿でんに行くというと、アースタは護衛護衛護衛護衛護衛と言い張ったが、早く領地に実を届けてやれと命令して半ば無理矢理に魔ま界かいに送り出した。残る四よん艶えん公こうたちを先に帰してから、一人、生命神しん殿でんへと足を向けた。

「──はい、ジンさん！」

「あァーん……おッほォ！　おメェの剝むいてくれたリンゴ、最強ォ！」

「やだあ、ジンさんったら……！」

　この二人、またやってるのか……

「……おッ！　ベル！」

　ジンが気付いたので歩み寄る。

「具合はどうだ？」

「絶好調ォ！　もう退院してェんだがなァ……お医者先生がダメっつーのよ」

「ん、まあ、悪くないなら良かったな」

「俺おれァ元気だけが取とり柄えだからな」

　ニコニコしているミモザの横に立った。

「それならばよい……今日は風が心ここ地ちよいな」

　窓からは夏の風が吹き込み、三人の頰ほおを柔やわらかに撫なでて通り過ぎていく。

「……勝ったみてェだな？」

「うむ」

　ベルが頷うなずけば、ジンは満面の笑え顔がお。

「そうか！　良くやった！」

「まあ、当然の結果だがな」

　やや強がってそう返せば、ジンとミモザは顔を見合わせて微笑ほほえんだ。

「……ありがとうよ、店を守ってくれて」

「ほんとに……ありがとう、ベル君！」

　しみじみと言う両親に、ベルは気き恥はずかしさでやや憮ぶ然ぜんとした。

「いや……まあ、余よが守りたかったから……」

「あの店は、俺にとっちゃァ、何より大切な店なんだ」

「……知っている。ギルド横丁の皆との絆きずなだと言っていたな」

　意外にもジンは首を振った。

「それだけじゃねェよ……ミモザや、おメェと暮らした場所だからだ。家族で暮らした家だからだ」

「家族……」

　かつて、魔王の辞書にはなかったその単語を呟つぶやけば、胸にはヴァンブランソースにも似た淡あわい甘みが広がった。ソーベインがあのみすぼらしい小屋を守りたいと言った気持ちが、今ならなんとなくわかる気がした。

「その大切な店を、息子が守ってくれたんだぜ？　こんなに嬉うれしいこたァねェ！」

　ジンが言うのに、ミモザは何度も頷うなずいている。

　ベルは戸と惑まどいすら覚えていた。胸に温かい火が灯ともり、ソースを煮詰めていく。甘みが強まって、呼吸が苦しいほどだ……

　ミモザは軽く目め尻じりを拭ぬぐうと、身を乗り出して明るく言った。

「……それでベル君！　どんな料理を作ったの？」

「あ、ああ、うむ……」

　ベルはその手元の皿を指差し、

「それを使った」

「まあ、リンゴを？」

「そうだ。グラタンを作ったのだ」

「あっ……美お味いしそう……！」

　ミモザは食欲に目を輝かせたが、ジンは言下の意味を察さつしたようで、目を細めて言った。

「……わかったみてェだな、俺が伝えたかったことが」

　ベルは椅い子すを引いてくると、ミモザの隣に腰こしを下おろした。両膝ひざに肘ひじを乗せて手を組む。

「最初はわからなかった。料理には美う味まいか不ま味ずいかしかない、そう思っていたからな……だが、リンゴについて考えるうちに……ママ殿のことを思い出した」

「わたし？」

「うむ……余が昔よおたふく風か邪ぜで寝込んだとき、リンゴを剝いてくれただろう？」

「ああ、あったわね……あの時は心配したわ、熱がなかなか下がらなくて……」

　まだ幼おさない日の話だ。人間の肉体の脆ぜい弱じやくさ、不自由さに戸と惑まどうベルの傍かたわらに、ミモザはずっと付き添そってくれた。「お母さんがついてるからね」「安心して、ゆっくりおやすみ」……その言葉を聞いて、ベルはやっと安心して眠りについたのだ。

　あのときのリンゴは、驚おどろくほど美味しく感じられた。

「……あのリンゴは、子供だった余でも食べやすいように、小さくカットされていた。思えばこの前、パパ殿のときもそうだった」

　──余ならきっと、くし切りのまま出していただろう。

　ベルはそっと手を伸ばすと、ミモザの手からリンゴとナイフと皿を受け取った。右手にナイフ、左手にリンゴ、膝の上に皿を乗せる。

「ママ殿のリンゴは、本当に美び味みだった。それは恐らくママ殿が、食べる相手のことを考え抜いていたからだろう」

「ベル君……」

　ミモザの瞳ひとみが、再びゆるゆると涙を浮かばせている。

「レシピが不完全なリンゴのグラタンより、もっと美味い物で勝負した方が、確実だと一度は思った……だが……」

　手にしたリンゴに目を落とす。

「ソーベインが本当に食べたいであろう物は、リンゴのグラタンであったはずだと思い直した。想い出の料理……大切な人が作ってくれようとしたであろう温あたたかい料理を、作ってやりたいと思った！」

　ベルはリンゴとナイフを構かまえ、

「余よは……この感情の名前を知らぬ。どう言葉にすべきかわからぬ。だから……！」

　気き勢せいと共にリンゴを宙ちゆうに躍おどらせた。

「ハアァァーッ！」

　ナイフが幾いく重えにも閃ひらめけば、向こうが透すけて見えそうなほどに薄うすく細い皮が、ひとつながりになって舞い踊った。

「み、見事な包丁さばきだァ！」

「凄いわ、ベル君っ！」

　両親が感かん嘆たんの声を上げたときには、左手で取った皿へとリンゴは落ちて、パカリと花開くように切れていた。宙を舞っていた皮が、ハラハラと皿の縁ふちに落ちてくる。

「この一皿が、余の答えだッ！」

　ジンへと皿を突き出した。

　食べやすい一口サイズなのはもちろんのこと、数個はあえて少量の皮を残し、皮の風味も楽しめるようにしてある。そしてなんと……皿の縁に落ちてきた皮による一筆書きで『はやくよくなってね』と書いてあるではないか！

　……ただ口にするのが恥ずかしかっただけのような気もする。

「ベル……！」

　ジンは鼻をすすった。

「ありがとよ……ああ、こいつァ、美味そうだ……！」

　感激しながら手を伸ばしたとき、ヒョイと横から伸びてきた手がリンゴを取り上げた。

「──おっ、ウメーッ！　このリンゴ！」

　シャクシャクと咀そ嚼しやくしているのは、アドニスだった。

　ベルは火の出るような視線を向け、

「キッ……貴様アァァーッ！」

「え、な、なんだよ二代目、そんな怒って……けちけちすんなよ！」

「おのれェッ……何で貴様が此こ処こに居るのだ、このツマミ食い常じよう習しゆう犯はんめが！」

　アドニスは夫婦へと手を上げ、

「なにって、ジンさんの見舞いだよ……あ、どもです！」

　ベルはサッと皿を逃がして吠ほえた。

「……高くつくぞ！」

「え……？」

「このリンゴは高いのだ！　マイア産の最高級品質ロードライトアップルの中でも、契約店にしか卸おろされない幻のリンゴだぞ！　貴様のツケを倍にしてやるからな！」

　当然ウソだ。恥はずかしさ余って憎にくさ百倍である。

「えっ！　そんな……許ゆるしてくれ！」

「ダメだ絶対に許さん！　貴様のツケは五倍だ！」

「増えたァー!?」

　青くなるアドニスに、ジンとミモザは楽しげに笑わらう。

「……おい、ベル！　その辺で許ゆるしてやっちゃァどうだい？」

「む……だってこやつ、パパ殿のリンゴを！」

「まだあるしよォ、それに俺ァ、おメェの気持ちをたっぷりもらったからよォ！　胸がいっぱいになるくらいになァ……！」

「パパ殿……」

　ジンは真まっ直すぐ、優しい瞳でベルを見て、

「……二代目ェ、これからも店を頼たのむぜ！」

　二代目……ジンにそう呼ばれると、認められた嬉うれしさと同時に、身が引き締しまる気分があって、ベルは武者震ぶるいした。

「あ……ああ、任まかせるがよい！」

　明日からはまた、あの戦場のような日常が戻ってくる。だが、疎うとましいという思いはこれっぽっちもない。アースタが居る。フルーレやメフィ、ルキ……四よん艶えん公こうたちが居る。家族が居て……まあ、ついでにアゲイトとアドニスも加えてやろう……きっと楽しい日々に違いない。

　──皆で囲む食卓は楽しい、そして美び味みだ……そんな毎日を積つみ重ねて、余はいずれ、必ず辿たどり着いてみせよう……

　そう、暴食王のターブル・ドットに！













　　終章　　勇者来店──心を込めて準備中







　数日休みがちだったダイナー・スカイパレスが、やっと平常運転に戻もどるというので、ギルド横丁の面々は喝かつ采さいした。この店の料理が楽しみだから仕事をしに来ている、と言い切る者もいるほどなのだ。

　各ギルドハウスも活気を取とり戻もどした様子で、鍛か冶じギルドの槌つちの響ひびきや、木工ギルドのノコギリの音も、普ふ段だんより高らかに聞こえる。

　冒ぼう険けん者しやギルドから出て、スカイパレスまでの道をぶらぶらと歩く人ひと影かげが一つ。金きん髪ぱつ碧へき眼がんのスタンダードな西方人の男である。腰こしに剣けんを佩はいている以外、平民と変わらない服装。

　正午前、夏の日差しが交易都市の遠景を揺ゆらしている。人ひと込ごみと言うほどでもない賑にぎわいの中、

「……勇者さま」

　声を掛かけられて、男は足を止めた。

「リリーか……どうした？」

　タタタ、と小走りに駆かけ寄よってくるのは、立派な法ほう衣い姿の妙みよう齢れいの、美しい娘むすめだった。妖よう精せい族ぞくの血が入っているのか、耳が尖とがっている。

　ゆるゆると歩き出す男の横に並び、娘むすめも歩き出す。

「ベルゼブブが、魔ま界かいに戻もどったと聞きました」

「ん、少しの間だが戻もどったみたいだな。どうやら食材を取りに行ってたようだな」

「平気なんでしょうか、放っておいて……」

　横顔に不安をちらつかせる娘むすめに、男は気の抜ぬけた笑えみを見せる。

「ま、現状維い持じだな。下へ手たにつついて藪やぶ蛇へびになっても困るだろ」

「でも……」

　まだ不安そうに言葉をつづけようとした娘むすめの頭を軽く抱だき寄せ、

「心配すんな、勇者な俺おれがいるんだからな」

　娘むすめはじっとりとした目を向ける。

「……そんなこと言って、スカイパレスの料理をもっと食べたいだけなんじゃ？」

「ははは！　まあ、それもある！」

　男は娘むすめの頭を離はなす。

「……もう。昔の貴方あなたは、もっと真面目でしたよ？」

「大人になったのさ……お前もな、リリー。だから約束は守っただろう？」

　娘むすめは不安の中、少しだけ嬉うれしそうな表情を浮うかべてから、

「……無理はしないでくださいね」

「わかってる」

「……あ、それと」

　身体からだを離はなして、にこりと微び笑しようする。

「あの店の子たち、可愛かわいいですよね」

「お、おう……？」

「あんまりデレデレしてたら、本気で怒おこりますよ？」

「お、おう……」

　綺き麗れいだが、どこか見る者の背筋をゾッとさせる笑え顔がおを見せてから、娘むすめは人ひと込ごみの向こうへと去っていった。

「……やれやれだな」

　男はポリポリと頭を搔かいてから、そのままぶらぶらと足を進めると、馴な染じみの店の門を潜くぐった。

「おッウッフゥ……ハァハァ……おや、いらっしゃい！」

　外で窓を拭ふいている瘦やせた中年男が、ヨダレでも垂らしそうな顔で言った。

「……なんで息が荒いんだ？」

「いえ、窓に指を挟はさんでしまいましてな……ハァハァ……」

「……あ、そう」

　深くは突っ込まず、男はドアを押し開けた。

　……ランチタイムが始まってすぐだというのに、もう満席に近い。どわっと喧けん騒そうが音の塊かたまりとなってぶつかってくる。最近、四人の売り子が新しく入って、回転率もよくなった。一番新しく雇やとわれた従業員の男は不定期らしく、居たり居なかったりする。

「いらっしゃ……なんだ、お前か」

　呆あきれたような声がする。カウンターテーブルの向こうに立つ代理の店主は、若いながらよくやっていると評判だ。その正体を知る者は、そう多くはない。

　男は思う。

　……お前が、残ざん虐ぎやく非道の魔ま族ぞくの王なのか、それともグルメを求める純じゆん粋すいな料理人なのか……俺おれにはまだよく、わからない。グルメのためなら、何でもする怖こわさを感じさせる……一方で、食べる者のことをどこまでも考かんがえ抜ぬく、優やさしさも感じるんだ……

　……だから、見届けさせてくれ。お前がこれから、最高の料理人になるのか……それとも、もう一度魔ま王おうに戻もどるのか。これはかつて倒たおした、俺おれの責任なんだよ。

　……と、そんな内心を全く見せずに、男はひげ面づらをニカッと微ほほ笑えませた。

「おう！　それじゃ今日もいつものやつ頼たのむぜ」

　いつもの席、カウンターの隅すみに腰こしを下ろし、ランチ定食を注文する。

「ああ、まかせておけ。最高に美う味まいものを食わせてやる」




　──『雲上の楼閣亭ダイナー・スカイパレス』。




　もし貴方あなたが、イシュ大陸最大の交易都市、ハーヴェスタを訪おとずれることがあったら、この店に是ぜ非ひ足を向けてみるべきだ。

　地元の人々に愛され続けるその料理は、確かに高級志向ではない……だが、どんな高級店の味にも劣おとるものではないと断言できる。むしろ、この値段でこれほどのものが？　と、貴方あなたは驚おどろくことだろう。

　従業員たちも特徴的な面めん々めんが揃そろっている。二代目の店主は、口調こそ偉えらそうなものの、人ひと柄がらの良さがにじみ出る好青年。庭師の中年男はいつもハァハァしていて気持ち悪いが、四人の看かん板ばん娘むすめたちは美人揃ぞろいで華はなやかだ。彼女たちに会うために店に通う者も多いらしい。

　……が、『そういう店』ではないので、おさわりは厳禁とのこと。





──フレイヤ出版社刊『世界のグルメ、名店の味』より　















　　　　あとがき







　初めましての方はどうぞよしなに、お久しぶりの方は、またお会いできて嬉うれしく思います、多た宇う部べと申します。

　今回、ファンタジーなグルメものでもやってみますか！　と編集さんとお話しさせていただきまして、「よっしゃー、飯めしテロやったるわ！」と意気込んで書いて書いて、書き上がってみたら、なぜかマゾヒストばっかり出てくる小説になっていました……私にも、一体どうしてこんなことになったのか……わからない……。

　そういえば先日、作家の友人と話していて、「グルメ漫画はエロイ」というような話題になりました。なんでもそうしたことはよく言われているらしく、浅せん学がくにして知らなかったのですが、思えば自分なりにリアクションというものを突き詰めて考えてみた結果、若じやつ干かんの「変態性」に行き着いたのではないか？　と思います。料理を食べて感動するということに、そのキャラクターの本質的な性せい癖へきが出てくる……恐らくそういうことなのでしょう。なぜそれがマゾヒストだったのかについては……わからないが……。

　作家としてデビューする前は、中華料理の店で鍋なべを振ったり、焼肉屋で肉を焼いたり、イタリア居酒屋でピザ生き地じを練っていたりしたこともあったので、グルメものを書くとなると感かん慨がい深いものがありました。まあ、ただのアルバイトでしたが……美お味いしそうな作品になっていれば、幸いで御ご座ざいます。




　さて、ではこの辺りで、紙面をお借りしまして恒こう例れいの謝しや辞じを。

　担当の粂くめ田た様、いつも地味に走りがちな自分を叱しつ咤た激げき励れいしてくださり、感謝しております。今後ともよろしくお願い致します。

　イラストのzpoliceゼツトポリス先生、ラフ画を拝見してから、ずっと完成を楽しみにさせていただいておりました。爽さわやかさを決して失わないまま、同時にフェティッシュな女子たちのイラストが描かれており、本当に感動致しました。ありがとう御座います。とても心が躍おどりました。

　そして、出版に関かかわってくださる皆様にも感謝の言葉を。

　最後に、読者の皆様。楽しんでいただけましたでしょうか？　料理以外のことはわりとどうでもいい、という主人公の性格は、自分にはとても書きやすいものでした。テンション高く執筆できたと自身では思っていますが、もし本作で笑っていただけたら嬉しく思います。

　それでは、またの御来店を心よりお待ちしております。


多た宇う部べ貞さだ人と
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多た宇う部べ貞さだ人と

一九七八年愛知県名古屋市生まれ東京育ち、東京在住。小学校の頃のあだ名はド●キー（丸かったから）、幼少時より大食キャラとして名を馳せる。好きな食べ物は肉、嫌いな食べ物は特にない。最近ダイエットに挑戦しリバウントした経験を活かして本作を書き上げた。
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イラスト／zpoliceゼットポリス

イラストレーター。（株）チップチューン所属。イラスト、挿絵やキャラクターデザインなど絵を描く仕事をしています。最近ファッションやデザインに興味があります。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「多宇部貞人先生」係

「zpolice先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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あくまで魔ま王おうの究極菜譜ターブル・ドット




～行ぎょう列れつのできる魔ま王おう食しょく堂どう～








多た宇う部べ貞さだ人と
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